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　　　一、暗雲をはらむディルスの城下町









　爆光が、闇やみを圧して夜に閃ひらめく。

　ついさっきまで、あたしのいたあたりの木々が、光に呑のまれ、消えてゆく。

　思った通り、そヽれヽはあたしを狙ねらっていた。

　小さな村の小さな宿屋で、いきなり夜やし襲ゆうをかけられた時には、さすがにあたしも少しうろたえたが、それでもなんとか、その攻こう撃げきをかわしつつ、村からはずれた、この森の中へと、相手を誘さそい出していた。

　これでこっちも、派は手でな呪じゆ文もんも気がねなく使える、とゆーもんである。

　……とはいえ、あいつにこちらの術が、どこまで通用するかは疑問だが。

　なにしろ相手は、ただのごろつきや野や盗とうではないのだ。

　──魔ま族ぞく──

　闇を糧かてに生きる彼らに、生はんかな術などは通用しない。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　迫せまり来る、白い靄もやのような人ひと影かげに向かって、唱となえた術を解き放つ！

　皓しろく輝かがやく光の矢が突つき刺ささるその直前、人影は、すぃっ、と地面に溶け込んだ！

　大地を疾はしる、白い影と化したそれの頭上（？）を、あたしの術がむなしく行き、過ぎた。

　だがしかし、その瞬しゆん間かん！

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　闇の中から『力あることば』が解き放たれた！

　瞬間、白い影と化した魔族を、蒼あおい光の柱が包み込む！

　ぎぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　そして、絶ぜつ叫きようがこだました。

　蒼い光の消えたあとには、すでに何も残ってはいない。

　……はう……

　あたしは安あん堵どのため息をつき、闇の中──呪文の主へと声をかける。

「……助かったわ。アメリア」

「……いえ……」

　しげみを揺ゆらして現われたのは、黒い髪かみのひとりの少女。

　あたしの旅の連れのひとり──アメリアである。

　だがしかし、彼女の顔からは、まだ緊きん張ちようの色が消えてはいない。

「──まだ──いるわ──」

　つぶやいて、彼女はあたりに視線をめぐらせる。

「まヽだヽ!?」

　あわててあたしも、闇の奥おくへと視線を走らせた。

　アメリアは巫み女こというその性質のためか、時々、何の手がかりもないことを「知って」しまうことがある。現に今も、あたりには、全く何の気け配はいもなく、虫の音ねさえも聞こえているのだが、彼女がそうと言うからには──

　──唐とう突とつに、虫たちの声が消えた。

「……ほぉう……気配は消したつもりじゃったが……よく気がついたものよ……」

　聞きおぼえのある声は、あたしとアメリアの後ろからした。

　あわててそちらをふり向けば、闇の中から浮うき出るように、姿を現わすひとりの老人。

　白い髪を、きれいに後ろになでつけた、小ざっぱりとした身なりの老人で、その顔には、温和な笑えみが浮かんでいる。

　日中に町ですれ違ちがっても、気にもとめないような風ふう貌ぼうだが、あたしも、そしてアメリアも、この相手には見覚えがあった。

「──ラルターク……」

　あたしは額ひたいに汗あせすら浮かべ、ぽつり、とその名をつぶやいた。
















　ごくごく普ふ通つうの老人の姿をしてはいるものの、こう見えてもこいつ、その正体は、れっきとした魔族なのだ。

　それも、あたしの見立てではおそらく、かなり高位の。

　直接戦ったことこそないものの、以前に、こいつの力の一いつ端たんを、あたしも、そしてアメリアも垣かい間ま見たことがあった。

　精アス神トラ世ル界・サ面イドから、無数の低級魔族を召しよう喚かんし、あたりの獣けものなどに憑ひよ依ういさせ、レッサー・デーモンの群れをつくり上げたのだ。

　それが一体、どれほどの実力を要するものか──

　むろんあたしとて、こんな奴やつと、ばか正直に正面きって、戦いたくなどはないが、この状じよう況きようで、あっさり逃にがしてくれるとは思えない。

「……なるほど……さっきの白いのは、あたしをここまで誘い出すためのエサだった、ってわけね……」

「そういうわけでもないんじゃがな……」

　老人は、苦笑を浮かべて首を横に振ふる。

「あわよくば、あやつがおぬしを倒たおしてくれるか、さもなくば、ここで、わしと二人がかりで──などと思っていたんじゃが……そっちの娘むすめさんに気づかんかったばっかりに、あっさりやられてしまいよった」

　言って、ちらりっ、と一いつ瞬しゆん、視線をアメリアに向ける。

「それにしても……いきなり宿を襲おそうなんて、やり方変わったわね。前はやたらとこそこそしてたのに」

「無関係な者は傷つけとらん。それに、ま、こちらにも、いろいろ事情があっての」

　ラルタークの浮かべた苦笑がやや深くなる。

「ともあれ、おぬしには消えてもら──」

　セリフも終わらぬそのうちに──

　ざわりっ！

　あたしの全身が総毛立った。

　──これはっ!?

　人間とは、決して相あい容いれることのできない、異質な殺気があたりに満ちたのだ。

　まるで、全身から体の中へと、闇が入り込んでくるかのような──

　しかしこれは、ラルタークの放つ殺気ではない。

「……なっ……？」

　アメリアも、思わず小さく声を上げ、あたりの闇を見み渡わたした。

　そして、ラルタークさえもまた──

「おおっ!?」

　驚きよう愕がくの声すら上げて、あわてて後ろへ──闇の中へと大きくその身を躍らせた。

　消えた魔族のそのあとを追うかのように、『殺気』もすぐさまその場から消える。

　あとにはただ、うっすら汗をにじませたまま、ぼーぜんと佇たたずむあたしとアメリア、二人のみ。

「……な……何だったの……？　今のは……？」

　アメリアが、かすれた声でつぶやいたのは、それからかなり経たってのことだった。

「……さあ……」

　ことばを濁にごし、あたしは首を横に振る。

　が──

　実を言うとあたしには、今の殺気の主に、心当たりがあった。

　おそらくは──ゼロス。

　ラルタークを思わず退しりぞかせるほどの殺気を放てる奴やつ、となれば、こいつくらいのもんだろう。

　なぜか、あたしといっしょに旅をしている僧そう侶りよで、見た目は、どこのご家庭にも必ず一人はいる、謎なぞの僧侶のような顔をしてはいるのだが、その正体は、赤ル眼ビのー魔ア王イの腹心のひとり、獣グレーター・王ビーストゼラス＝メタリオムに仕える獣プリ神ー官ストゼロス──立派な（？）魔族だったりするのである。

　むろんンなこと、他ほかのみんなに言えるわけはない。今のところは秘密である。

　このゼロス、どーゆーわけか、ラルタークたちとは逆に、あたしを『護まもる』立場にあるらしいのだ。

　当然、ただの親切でンなことをやってくれているわけはない。そこには何らかの思おも惑わくがあるのだろうが、くやしいが今は、踊らされてやるしかない。

「……ともかく……この場はなんとか切り抜ぬけたみたいね」

　つぶやくアメリアにうなずくあたし。

「さ──そろそろ宿に戻もどりましょうか」

　言ってあたしは、ふぁさっ、とマントをひるがえした。

　──遅おくればせながら、遠くから、こちらへやって来る、ガウリイとゼルガディスの声が聞こえて来たのは、ようやくこの時になってからのことだった。




「どういうことだ？」

　翌日の朝──

　街かい道どうを行く道すがら、あたしにそう問いかけて来たのはゼルガディスだった。

　あいもかわらず、顔のほとんどを白い布で覆おおい隠かくし、そのすき間から、両の目だけを覗のぞかせている。

「どう──って、何が？」

　歩みを止めずに問うあたし。

「ゼロスの奴のことだ」

　言われて一瞬、思わず足を止めそうになるが、なんとかつとめて平然と、

「いきなし消えたり現われたり──いつものことじゃない」

　さらりっ、とした口くち調ようで言うあたし。

　──そう。

　今、あたしといっしょに道を行く一行の中に、ゼロスの姿はなかった。

　きのうの夕食まではいっしょにいたのだが、今朝から全然姿が見えず、宿の部屋を探しても、そこは全くもぬけのから。

　──これはあたしの想像だが、おそらくゼロスは、逃げたラルタークの追撃をしているのだろう。

　とはいえ、ここにいるみんなが、ラルタークが魔族だということを知っている以上、ンなこと言えるわけはない。

　そこであたしは、『いつもの気まぐれだろう。ほうっておいてもいつかまた現われる』なんぞと決めつけて、先に出発することにしたのだ。

　その意見に、アメリアは納なつ得とくしてくれて、ガウリイはもとより何も考えてないようだったが、ただひとり、ゼルガディスのみが、あたしの態度に疑問を抱いだいたようである。

　しばしまじまじあたしを見つめ、

「──おい。何か隠かくしてないか」

「隠す──って、何を？」

　しらじらしく問い返すあたし。

　ゼルはそれでもしばらく、あたしをじっと見ていたが、やがてこちらから目をそらす。

「……気に入らん……」

　彼の漏もらした、ごくかすかなつぶやきを、あたしの耳は捕とらえていた。

　……うーん……感づきはじめてるなぁ……

　いくら今、ゼロスが魔族だということを隠していたところで、おそらくは、いずれはわかることだろう。

　その時、ゼルがどう出るか……

　　まさか、逆上して敵に回ったりはしないだろうけど、『これ以上つきあえん』とか何とか言って、姿を消すおそれはある。

　なにしろ彼も、別に、親切であたしの旅につき合ってくれてるわけではない。

　とある男の手によって、石ゴ人ー形レム、邪ブロウ妖・デ精ーモンとの合キ成メ獣ラと化した彼の本当の目的は、すなわち、人間に戻ること。

　むろん、並の魔ま道どう技術で、その望みがかなうべくもなく、彼は今、最後の希望を、伝説の中に探し求めている。

　あたしといっしょにいると、まさに伝説級のややこしい事件が、向こうから、問答無用で転がり落ちまくって来る、というので、重ちよう宝ほうがって、いっしょについて来ているだけなのだ。

　このくそややこしい状況の中で、あたしに残された選せん択たく肢しはただひとつ──

　すなわち、真実の解明。

　なにゆえラルタークたちは、あたしの命を狙ねらうのか。

　なにゆえゼロスは、あたしを護ろうとするのか。

　しかし、その理由がわかったとしても、その時にこちらが、ゼロスやラルタークたちに対して有効な切り札を持っていなければ、ただただ流されるのみである。

　そこであたしは、その『切り札』を求めるべく、一路、ディルス王国の首都へと歩みを進めているのだ。

　──伝説の眠ねむる街、ガイリア・シティへと──




　ざわめきが、午後の通りに満ちていた。

　行き交う人々。立ち並ぶ露ろ店てん。大きな街でなら、どこでも見られる光景が、やはりここにもひろがっていた。

　あえて違いを上げるなら、行き交う人々の中に、兵士たちの姿が目立つ、といったところだろうか。

　──ディルス王国首都、ガイリア・シティ。

　最近、あたしたちをしつこくつけ狙う魔族たちの目的は何か!?　魔族たちの間に今、一体何が起こっているのか!?

　その謎なぞを解き明かすべく、魔族の伝説が数あま多た残る、このガイリア・シティへと、あたしたちはやって来たのだった！

　……と、ゆーことになっている。

　むろん、あくまで表向きの話ではあるが。

　昼になるすこし前に到とう着ちやくし、宿を取って、腹ごしらえをすませ、いよいよ午後。

　あたしたちは、本格的な聞き込み調査をはじめることにしたのだった。

「……でも、調べる、っていっても、どう手をつけるの？」

　露店の並ぶ大通りを行きながら、あたしに向かってアメリアが問う。

「魔族たちが何かをたくらんでいる、っていうことはわかるけど、まさか街の中で、『魔族たちは今、こんなことをたくらんでる』なんて噂うわさが流れてるわけもないし……」

「……そ……そーねー……」

　あたしはしばし考えて、

「んーっと……とりあえず、魔族とか、そーいったのに関する噂を、何でもいいから集めてほしいのよ。

　カタート山脈方面の警備隊から話を聞いて、魔族たちの動きを調べるとか。あるいは、かつてここにも『写本』があった、っていう話だから、ほかにも何か残ってるかもしんないし。

　あとは、魔道士協会で、伝でん承しようやなんかの聞き込みね。

　──もちろんそれで、いきなし連中のたくらみがわかるとは思わないけど、何かの手がかりになるかもしんないし、いざという時、連中に対しての切り札になるよーなモノが、ひょっとしたら転がってるかもしんないじゃない。

　……望み薄うすなのはわかってるけど、他に手のつけようもないし。ただ相手の出かたを待つ、ってぇのもなんかヤでしょ？」

　と、これは、ゼロスがいないからこそ言えるセリフ。

　──もっとも、ゼロスも、あたしたちがこの街に立ち寄るのに、同意はしていたのだが。

　どうやら彼の当面の目的は、あたしの護ご衛えいと、そして、あたしを、あるもののある場所へと連れて行くことらしいのだ。

　すなわち──異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへ。

　異世界の魔道技術を記したといわれる幻まぼろしの魔道書で、むろん世間一般では、単なる伝説として扱あつかわれることが多い。

　それをあたしに見せつけて、一体どうするつもりなのか、むろん、そこまでは彼は語らなかったが。

　しかし、あたしをその場所に案内する、などと言っても、いきなりそのものズバリの場所に行ったりしようもんならば、ほかのみんなが、『なんでお前はこんなもののありかを知ってる!?』などと言い出すのは目に見えている。

　それを避さけるため、一いつ旦たんこの街に立ち寄り、みんなであちこち探たん索さくし、そのうち、ころあいを見計らって、ゼロスが『こんな情報を仕入れちゃいました』などといけしゃーしゃーと言いながら、一同をブツのところまで案内する、というすじがきを、あたしが提案したのだ。

　もちろんこれは口実で、あたしの本当の目的は、先に述のべた通り、魔族たちに対する切り札を見つけ出すこと。

　……まあ……そんな都つ合ごうのいい情報が、ほいほいあっさり手に入るとも思えないが、実際の話、あたしはかつて、ここで『禁きん呪じゆ』のたぐいに属するものの手がかりを見つけたことがある。

　すなわち──金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに関する伝承を。

　ゼロスの様子から察するに、どうやらこのあたりが、彼らに対する切り札になりそうな気はする。

　ずっと前、郷く里にの姉ねえちゃんにくっついてここに来た時には、なんだかよくわからないお偉えらいさんと姉ちゃんとが、なぜか顔見知りで、王宮の中にも少しだけ入れたし、いろいろ話も聞けたのだが……

「……そーだ！　アメリア、あなた、ここの王宮に、知りあいとかいる？　もしいるのなら、そっちの方の調査をしてほしいんだけど」

　あたしは言った。

　このアメリア、じつは聖王国セイルーンの正統な血ち筋すじの人間だったりするのである。

　となればここの王家に、多少のコネもあるかもしれない。

　しかし、彼女はしばし考えてから、

「……とーさんの顔を知ってるひとはいると思うけど、わたしの顔を知ってるひとはいないと思うわ。

　それほど、つきあいのあった国でもなかったし……」

「うーん……そっかー……」

　腕うでを組んでつぶやくあたし。

　アメリアが、ここの王宮のひとたちに顔が利きかないとなれば、王宮関係の聞き込みはあきらめるしかないか……

「それじゃあ……そうね、アメリアは、神しん殿でんとかをまわって聞き込みをお願い。各国の、魔族に関する伝承なんかを研究してる、とかなんとか言って」

「わかったわ」

「ゼル、あなたには、街での情報集めをお願いしたいんだけど……」

「──いいだろう。どうせ他にやることもない」

　応こたえてしずかにうなずいた。

「それじゃあ、あたしは魔道士協会にさぐりを入れるとして……問題は……」

　ことばを切って、視線を向けたその先には、ただ黙もく々もくと歩みを進めるガウリイの姿。

　やはりあたしの旅の連れで、最近は、あたしの剣けんの師しし匠ようも兼かねている。

　金ブロ髪ンドの長身で、かなりの美形、剣のウデは超ちよう一流。

　ルックスに関しては何も問題ないのだが、問題なのはその頭脳！　どれくらい問題かとゆーと、骸ス骨ケ戦ルト士ンと知恵比べして、タメが張れるほどなのだっ！

　もちろんこれは、悪口以外の何でもない。

　こいつに、何かの調査や聞き込みを単独でやれ、とゆーのは、いくらなんでも無理があるよーな気がするし……

　あたしはしばし考えて、

「……そーねー……ゼルと組んで、街のひとからの聞き込みをお願い。

　ゼルは、街の中じゃあ覆ふく面めん取るつもりないだろーけど、それじゃあ相手に警けい戒かい心しん持たせちゃうおそれもあるわ」

「確かにそれはある」

　あたしのことばにうなずくゼル。

「といって、ガウリイだけじゃあ、まともな聞き込みもできないでしょーし……」

「確かにそれはある」

　……自分で言ってうなずくなよ……ガウリイ……

「……ま……まあ、そこで、よ。ガウリイの外見上の好感度とゼルの質問のツッコミとを活いかすために、誰だれかに質問する時は、ガウリイが、相手に向かって口をぱくぱくさせて、その口の動きに合わせて、横からこっそりゼルが質問をする！　これで完かん璧ぺきよっ！」

「……オ……オレは腹話術の人形か……？」

「それって……横から見てると、けっこーコワい光景のよーな気がするんだけど……」

　あたしの意見に異論を唱となえるガウリイとアメリア。

「まー、方法はまかせるけど、ともあれそーゆーことで。

　夕ごはんの頃ころに、宿で落ち合う、ってことで」

「……けど、いいのか？　リナ？」

　めずらしく、あたしの意見に異論をはさんだのはガウリイだった。

「いいのか──って、何が？」

「……だから、最近の様子を見てると、どーも魔族たち、お前さんをもっぱら狙ってるよーな気がするんだが……ひとりで動くってのはヤバいんじゃないか？」

　彼が言ったそのとたん──

『うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?』

　あたしとゼルとアメリアの三人は、全く同時に、驚きよう愕がくの声を上げていた。

「ガウリイさん！　まともな意見言えたんですね!?　わたし、はじめて知りました！」

「ほんっとひさしぶりじゃない！　あんたがまともなこと言うなんて！　ひょっとして、脳ミソが多少は復活してんの!?」

「……たいしたもんだ。その状態が続けばいいが……」

　ほめちぎりまくる三人に、しかし、ガウリイは、こめかみのあたりをひきつらせ、

「……あのなぁ……お前ら……」

　──まあ……れーせーに考えてみると、あんましほめことばになってなかったよーな気もするが……

「……と……とにかく、それはだいじょーぶなんじゃない？」

　気軽な口調であたしは言う。

「今までだって、連中が、昼間っから襲って来た、なんてことは……あったよーな気もするけど……少なくとも、ほかの無関係なひとを巻き込む、ってのは、なぜかやらなかったわ。

　きのうの宿屋の襲しゆう撃げきにしても、やろうと思えば、宿屋ごと吹っ飛ばすこともできただろうけど、わざわざあたしだけを狙うようなことをやってしくじったし……

　となれば、町の中で、人ごみに紛まぎれてるかぎり、連中の襲撃はない、ってことよ」

「……だといいんだが……」

　なおも心配顔でつぶやくガウリイ。

「心配ないって。

　──第一、ンなこといちいち心配してちゃ、ひとりでトイレにも行けなくなっちゃうじゃない」

　ガウリイが、あたしといっしょに魔道士協会について行く、というテもあるのだが、これははっきし言ってお断わりである。

　実は以ま前えにも一度、ガウリイといっしょに魔道士協会で、しらべものをしたことがあったのだが……

　ひんやりと湿った空気の満ちる、静かな図書室のその中で──

　いきなり寝ねやがったのだ。こいつは。

　あたしは腹を立て、思わず、読んでいた本で、ガウリイの頭をかるくはたいてやったのだが──

　たかが、表紙が金属補強してある、五百ぺージほどの本で頭をどつかれたくらいで、ガウリイはいきなし、『カドを使うなっ！』などと言いつつへそを曲げ、その場であたしと口ゲンカ。

　結局、協会の係員に、二人ともどもおっ放ぽり出された、などとゆー苦い経験があったのだ。

「とにかく──だいじょーぶだから。そいじゃあともあれ、夕方に宿屋でね」

　一方的に言い捨てると、あたしはくるりっ、と身をひるがえし、勝手にすたすた歩み去る。

　ちらりっ、と後ろをふり向けば、みんなも、一応納得したか、思い思いの方へと散って行った。




　どんっ！

「なっ!?」

「うあっ！」

　通りを曲がったそのとたん、あたしにぶつかって来たのは、ひとりの男の子だった。

　としの頃なら十一、二歳さい。ゆるくウエイブのかかった、つややかな黒い髪。一瞬、女の子と見まごうばかりの美少年だが──

「ごめんよー」

「待った。」

　言って走り去ろうとする、そのえり首を、あたしは後ろからふん捕づかまえた。
















「な……何だよ!?」

　不安の表情を浮かべつつ、あたしの顔をあおぎ見る。

「……返してもらいましょーか。たった今、あたしからすり取ったサイフを、ね。

　それとも──警備の兵隊さんにでもつき出してあげよーか？」

　にっこりと、ほほえみながら言ったあたしのそのことばに、男の子の顔色がまともに変わった。

　あわててふところから、金貨の入った袋を取り出し、

「──わ、わかったよ！　返す！　返すから、つき出さないでくれよ！……あんなおかしな連中たちにつき出されるくらいなら、ぶん殴なぐられた方がマシだよ！」

「……おかしな連中……？」

　彼のことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。

　いくら警備の兵を嫌きらっているからといっても、ふつー『おかしな連中』なんぞとは言わないだろう。

「そうさ！　この町の警備兵連中、近ごろ変なんだ！」

「……ふぅむ……」

　あたしはしばし考えて、

「──わかったわ。つき出すのはかんべんしたげる。

　そのかわり──その話、もーちょっとくわしく聞かせてもらいましょうか」




「変なんだよ。あいつら。──っていうより、ここの王サマが、さ」

　近くにあった、小さなメシ屋。

　ひとけのない店の片かた隅すみで、運ばれてきた、オレンジ・ジュースをすすりつつ、彼は、名乗りもせずに話しはじめた。

「変、って、どんなふうに変なの？」

「うん……最近ここの王サマは、流れもんの旅の魔道士や、かなりの数の兵隊を集めてるんだ」

「──ちょっと!?　それって!?」

　思わずはね上がりかけた声のトーンを抑おさえつつ、

「……それって、どこかの国と戦争する準備でもはじめてる、ってこと？」

「ぼくは知らないけど……

　王サマの命令で、国をあげて兵隊を集めはじめたのは、何年か前からのことなんだけど……戦士より、魔道士を集めてるみたいだよ。

　ついでに、噂じゃあ、ただの兵隊たちに、黒くろ魔まじ術ゆつを教えてるとか……」

「黒ヽ魔ヽ術ヽをヽ!?」

　思わず眉をひそめつつ、おうむ返しに問うあたし。

　兵士に攻こう撃げき魔術を教える、というのは、まあ、わからないでもないのだが、よりにもよって、なんで黒魔術なんぞを……？

　もしもあたしが、魔術の知識をぜんぜん持たない人間に、何かひとつ、実戦向きの攻撃魔術を教えるとしたら、迷うことなく、火か炎えん系の扱いやすい術──炎フレのア・ア矢ローあたりを教えるだろう。

　ポピュラーとゆーか、ありきたりな術ではあるが、逆に言うなら、実用性が高いからこそポピュラーなのだ。

　悪ゴー霊ストなどの実体を持たないアンデッドや、魔族には全く効果はないが、人間相手ならこれで十分。くわえてモノが火だけあって、建物に火をかける、などといった使い方もできる。

　なおかつ、攻撃魔術全体の中では、それほど修得は難むずかしくない部類に入る。

　まちがっても、黒魔術を教えようなどとは思わない。

　たしかに黒魔術の攻撃力というのは、炎フレのア・ア矢ローなどの精せい霊れい魔術に比べて大きいし、悪ゴー霊ストや魔族なんぞにもダメージを与えることはできるのだが、いかんせん修得するのがむずかしく、建物に火がつく、とかいったふうな、副次的な効果もほとんどない。

　黒魔術の中ではおぼえやすい部類に入る術でさえ、ある種の集中力というか、イメージ・コントロールが必要だったり、呪文を唱える時に、それに同調した動作が必要だったりと、けっこうややこしいものがある。

　つまり早い話が、ある程度、魔道の下地ができている人間にならともかく、そうでない人間に教えるのには不適当なのだ。黒魔術という奴は。

　魔道の『ま』の字でもかじったことのある人間になら、そのくらいのりくつはわかるはずなのだが……

「本当なの？　それ？」

「本当か、って言われたって、ぼくが見たわけじゃないから……」

　言って、オレンジ・ジュースをもうひとすすり。

「……そりゃそーよね……」

「けど、聞いた噂じゃあそうなってるよ。ラーシャート将軍、っていう、よくわかんない奴がやって来てから、王サマはおかしくなっちゃった、って。今じゃあ、竜ドラゴンやエルフなんかにも、使いを出してるとかって話だよ」

「……はあ……？　竜ドラゴンやエルフに？」

「ほら、この町って、西にエルフの大きな村、北には、この町と、カタート山脈とをさえぎるかたちで、『竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク』があるでしょ。あそこだよ」

　ますますもってわけのわからん話である。

　たとえ国王が、どこかの国と戦争おっ始めるつもりだったとしても、いくら使いを送ったところで、竜ドラゴンやエルフが、人間どうしのいざこざに力を貸すわけが……

　…………

「まさかっ!?」

　その瞬間。

　あたしは思わず声を上げ、その場に立ち上がっていた。

「……どーしたの？」

　見上げる男の子に、あたしは左右に首を振り、

「……あ。なんでもないの。なんでも……

　──で、その話……噂だ、ってことだけど、誰から聞いたの……？」

「誰って……みんな言ってるよ」

　気楽な口調でそう言うと、彼は、残ったオレンジ・ジュースを、くいっ、と一気に飲み干した。

　──むろん──

　なんでもないわけなどない。

　極力平静を装いながら、しかしあたしは、全身に、冷たい汗が流れ落ちるのを感じていた。

　もしも、あたしの想像が当たっているとすれば──

　ひょっとして、この国は今、カタート山脈に住むものに──魔族たちにケンカを売ろうとしてるのではないだろうか!?

　

「カタート山脈に攻撃!?」

　やたらとデカい声を上げ、いすを蹴け立たてて立ち上がったのはほかでもない、熱血最強、愛と正義のひとアメリアだった。

　ざわりっ。

　ざわめきとともに、店にいる他の客たちの視線が、一瞬、あたしたちのテーブルに集中する。

「ちょ……ちょっと！　アメリア！　そんなおーきな声出さないでよっ！　みんな注目してるじゃないっ！」

「そぉぉんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　リナ！　黒い魔の手がこの町に、迫せまりつつあるのかもしれないのよっ！」

「そりゃそーかもしんないけどっ！　これはあくまで噂！　あくまで想像なんだからっ！

　正義に燃えるのは、とりあえず、話を確かめてからでも遅おそくないでしょ!?」

「……そりゃあまあ……そうだけど……」

　あたしの説得にアメリアは、まだ納得のいかぬ顔のまま、それでもふたたび席につく。

　その日の夜。

　打ち合わせ通り、一行は宿に集結し、夕食のテーブルを囲みつつ、それぞれの聞き込みの結果を話し合っていた。

　そこであたしは、例の男の子から聞いた話と、あたしの想像を披ひ露ろうしたのだが……

　やっぱし逆上したか。アメリア。

「王が、兵や魔道士を集めているのは事実らしい」

　ぽそりっ、と、横から口をはさむゼルガディス。

「たしかに今日、町で聞いた話だと、かなり大がかりに兵を募つのっているようだ。

　とはいえ──黒魔術だのエルフや竜ドラゴンだのという話は聞かんぞ。子供から聞いた話だというが──本当なのか？」

「さあ……けど、子供のつくり話にしちゃあ、『黒魔術』とまで特定してるところが、デキすぎてるよーな気がするのよ……」

「大人なら『知ってても言えない』ことが、子供だからこそ言えた、ということもあるかもしれませんっ！」

　全く無意味に、力いっぱい言うアメリア。

「なんならもう一度、その子に会って話を聞く、という方法もありますし！　それで、リナ、その子供、どこの、何ていう子なの？」

「……いや……はじめに言ったように、ほとんど通りすがりの子だったし……考えてみれば、名前も聞いてなかったし……」

　むろん、あたしとその子が出会ったいきさつ──あたしのサイフをスった、などという話はしていない。

　そんな話をしようもんなら、なにしろ、愛と正義のアメリアのことである。その子を見つけ出して、正義の怒いかりをぶつける、などと言い出すおそれすらある。

「──なら、確かめようはないな」

　対照的に、冷めた口調で言うゼルガディス。

「なら、わたしたちで確かめるまでっ！」

　エビのすり身とタマゴのフライのささったフォークをにぎりしめ、熱気をはらんでアメリアは言った。

「少なくとも、黙だまって見過ごしておくわけにはいかないわっ！

　魔族の討とう伐ばつ──

　たしかに、悪いことじゃあないんだし、勇ゆう敢かんと言えばそう言えるかもしれないけど、あまりにも無む謀ぼうにすぎるわっ！

　しかもその無謀な計画が、正体のわからない将軍に踊らされてのことだとすれば、なおさらのことよっ！」

「同感ね」

「……けどよ、無謀、っていっても、エルフや竜ドラゴンの力も借りる、って話なんだろ？」

「無理よ。それでも」

　気楽な口調で言うガウリイに、きっぱりあたしは言い放つ。

「なんで？」

　まるっきし他人ごとの口調で彼は問う。

「……そりゃあ、たしかにエルフや竜ドラゴンなんかは、人間に比べて、はるかに大きな能ち力からを持ってるけど、魔族の力ってーのは、一種、圧あつ倒とう的てきなモノがあるから……

　千年前、カタート山脈に赤ル眼ビのー魔ア王イが降こう臨りんした、って言われてる降こう魔ま戦争の時なんて、たったひとりの魔族が、数百匹の竜ドラゴン族を倒たおした、なんて伝説も残ってるくらいよ。

　──もちろん、かなりおーげさに話が伝わってるんだとは思うけど、『魔族が竜ドラゴン族を圧倒した』っていうのはほんとーでしょうね。

　となれば、いくらエルフや竜ドラゴンを仲間に加えたとしても、ま、せいぜいが、魔族たちをひっかき回すことができるかどうか、といったくらいのもんじゃない？」

「それ以前に、魔族を相手どったケンカ、などという話に、はたしてエルフや竜ドラゴンたちが乗ってくるかどうか、だな」

　と、これはゼルガディス。

「そ。何にしたって、無謀な計画、ってことよ」

「ふぅん……」

　ガウリイは、しばし首をかしげてから、

「……それじゃあ、なんだって王さまは、そんなムチャなことやろうとしてるんだ？」

「だからぁ！　それがわかんない、って話をしてるんでしょーがっ！」

「あるいは──親の敵かた討きうちのつもりかもしれんぞ」

　ぼそりっ、とゼルガディスが言った。

　……なるほど。ひょっとしたら、それはあるかもしれない。

　この国の先代の王──『英断王』の異名を取ったディルス二世、ディルス＝ルォン＝ガイリアが、カタート山脈に住む魔族たちを討伐するため、兵を起こしたのは、今から二十年ほど前のことである。

　ディルス二世自身を含ふくむ、魔道戦力を中心とした精せい鋭えい五千は果か敢かんにも──いや、無謀にも、『竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク』を越え、北に横たわる山脈へと向かい──

　そして、歴史から消えた。

　さまざまな噂だけを、あとに残して。

　噂の真しん偽ぎはさておいて、ともあれその遠えん征せいが、カタート山脈の脅きよ威ういを実証したことは事実である。

　当然、現王たるディルス三世──ディルス＝クォルト＝ガイリアも、そのあたりのことは熟じゆ知くちしているはずだが、実の親をどーにかされた、という憎にくしみが、時を経へるごとにつのっていったとすれば──

　あるいは、そこを誰かにつけ込まれたとすれば？

「とにかく、調べる必要はあるわっ！」

　ふたたび声を荒らげるアメリア。

「特に怪あやしいのが、その、ラーシャートとかいう将軍ねっ！

　いきなり国にもぐり込み、ひとの心のスキにつけ込み、何かをたくらむ。

　そんなこと、絶対わたしが許さないわっ！」

「いや、別にそーと決まったわけじゃあ……」

「決まったわけじゃあないけれど、かといって、見すごすわけにはいかないでしょっ！

　そうと知ってしまった以上、わたしたちの手で、真相を究明するのみよっ！」

　あたしのことばをさえぎって、いつも以上に力いっぱい力説する。

　──あ。そうか。

　あたしには、彼女がムキになる、その理由がわかったような気がした。

　かつて、彼女の国、セイルーンでも、王宮にもぐり込んだ魔族が原因のひとつとなって、お家騒そう動どうが持ち上がったことがあったのだ。

　いきなり王宮に現われた、正体のわからない人物。以来、国に立ちこめる不ふ穏おんな空気。

　おそらくアメリアは、今のディルスの状況を、かつての母国のそれとだぶらせているのだろう。

「もちろんみんなも手つだってくれるわよねっ！」

「[image: ]っ……」

　こちらに向けられたアメリアのまなざしに、あたしは一瞬ことばに詰つまる。

　えてしてこーいった場合、話はややこしい方へややこしい方へと転がりまくっていくものと、大体相場は決まっている。

　とーぜん、あたし個人の意見としては、あんましかかわりあいになりたくないよーな気はするのだが……

　とはいえここで、『めんどうなことになりそうだからやだ。』などとダダをこねてみたところで、アメリアが納得するはずもないだろーし……

「……わ……わかったわ……」

　しかたなしにうなずくあたし。

　アメリアは、満足そうにうなずくと、こんどは視線をゼルへと向けた。

「つきあってやるよ。断わる理由もないからな」

　ぶっきらぼうに答えるゼル。

「ゼルガディスさんもオーケー、と。ガウリイさんは、深く考えてないでしょうから、ふたつ返事でうなずくだろうし」

「そうそう」

　……正直にうなずくなよ……ガウリイ……

「となればこれで、話は決まり、ね」

　言って彼女は、ようやく、満足そうな笑みを浮かべたのだった。

「……それじゃあとりあえずは、噂の確認ね」

「甘あまいわっ！　リナ！」

　横から口をはさむアメリア。

「これは絶対、何かの陰いん謀ぼうが動いているわっ！　わたしの正義の血はそう告げているのよっ！

　となれば、事実の確認だとか、ゆうちょうなこと言ってないで、陰謀の証しよ拠うこを直接、　わしづかみにするのよっ！」

「……どーやって……」

　さめた口調でつっこむあたし。

「陰謀の証拠をつかむ、ってことになれば、とーぜん、王宮とかが舞ぶ台たいになるわけで、いちばん確かなのは、その将軍と直接会って、さぐりを入れてみる、ってテだけど……

　アメリアが王宮に顔がきかないんだったら、もぐり込むなんてできないでしょーし、城の誰かに聞き込みなんてやったところで、誰も答えてくんないだろーし……」

「……う……うーん……」

　言われて腕を組み、考え込むアメリア。

「──なあ、わざと捕まってみる、ってぇのはどうだ？」

　いきなしバカな提案をしたのはガウリイである。

「町の中で、なんか騒ぎでも起こして、わざと捕まるんだ。そうすりゃあ、その、なんとか、って将軍にも会えるんじゃねーか？」

　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　思わずため息をつくあたし。

「……で？　捕まって、将軍に直接会えたとして……

　こっちが根ほり葉ほり尋たずねるのに、向こうが親切に答えてくれると思う？

　言っとくけど、向こうはこっちを、ただの罪人としか見ないのよ」

「……いやまあ……そこはそれ……」

　何が一体そこはそれ、なんだ……？

「──使えるかもしれないわっ！　それっ！」

　……アメリア……あんたまで……

「捕まって、内がわにもぐり込んだあとで、こっそり牢ろう屋やを抜け出して、動かぬ証拠をつかむのよっ！」

「……知ってる？　それで証拠が見つかんなかったら、あたしたち、立派な重罪人になっちゃう、ってこと？」

「うっ……!?」

　あたしのことばに、彼女はしばし沈黙し、やがて、両手を、胸の前で、ぐぐぃっ、とにぎりしめ、

「正義は必ず勝つわっ！　となれば証拠はきっと見つかるわっ！」

　……こらこら……

　あたしはふたたび、大きくため息をついて、

「──さっきも言ったけど、この話、まだ、あくまでも噂でしかないのよ。いきなり王宮か将軍のところになだれこんで、フタを開ければ、一から十までつくり話でした、なんてこともありうるのよ」

「……けど！　ゼルガディスさんの話だと、実際に、兵士や魔道士を集めてる、って話だし……」

「──単に、将軍が代わって、軍のやりかたが変わっただけかもしんないわよ。

　それにもし、竜ドラゴンやエルフと連絡取ってる、って話まで本当だったとしても、カタートへ進しん攻こうするのが目的じゃなくて、カタートから魔族たちがおしよせて来た場合の対策か何かなのかもしんないし……

　もしもそうだったとしたら、それは、この国の問題よ。あたしたちが首を突つっ込むべきじゃないわ。

　……たしかに、その新任の将軍が何かの理由で、王をあおり立てて、ムチャな戦争をさせようとしている、っていうんなら、なんとかその証拠をつかんで、誰かが止めなくちゃなんないけど……

　証拠がどーのこーのと考えるのは、この噂と想像が、ある程度まで事実だと、はっきりわかったあとのことよ。

　となれば、今、やるべきことは、噂をたしかめること。

　──竜ドラゴンやエルフに使いを送ってる、っていうんなら、竜ドラゴン語やエルフ語が話せる人が要いるでしょうし、兵士に黒魔術を教えてるとなれば、とーぜん魔道士が必要よ。

　どっちにしても、ここの魔道士協会が、そんな動きを知らないわけがないわ。

　調べるなら、まず魔道士協会へのアプローチと、町の情報屋での聞き込み、ってとこね」

「なら、リナとわたしが魔道士協会担当で、ガウリイさんとゼルガディスさんが、町での聞き込み、というところですねっ！」

　いきおいこんでアメリアは言う。

　あたしはこっそり、小さなため息をついた。

　……どーやらまたまた、やっかいなことになりそうである……




　その二日後──

　あたしのその予感は、いきなし的中しまくった。

「……リナ＝インバース……だな？」

　いきなし声をかけられて、あたしがふと顔を上げれば、そこには、完全武装の兵士がふたり。

　図書室にいた魔道士たちの視線が、一斉に、こちらに向けられた。

「ちがいます」

　あっさりあたしは言い放った。

　いきなしこーゆー状況で、ロクなことがあるはずもない。ここはなんとか相手をかわして、とっとととんずらするのみである。

「リナ＝インバース、だな？」

　だがしかし、あたしの必殺、違います攻撃にも、表情ひとつ変えることなく、兵士たちはふたたび問いかけた。

　……えーい。かわいげのない連中である。

　きのうと今日、あたしとアメリアの二人は、この魔道士協会で、いろいろと調査を進めていた。

　アメリアが、いろんな人からの聞きこみ担当、あたしが記録の調査担当である。

　……もっともあたしの方はといえば、最近の国の記録を調べているのではなく、古い伝承などの書物を読みあさり、なんとか、魔族たちに対たい抗こうしうる手段を探そうとしていたのだが……

　この図書室、入室する時には、名前の記入が必要なのだ。

　おそらくは、どこかの誰かが、そこにあたしの名を見つけ出し、こーゆーことになったのだろう。

「……そうよ……」

　しかたなく、ぱたんっ、と本を閉じ、あたしは言った。

「いっしょに城まで来てもらおう」

　あ。やっぱし。

　連中の武装は、正式な、王国騎き士し団のもの。となればとーぜん、こーゆー展開になるんじゃないか、とは思っていたが……

　問題なのは、あたしを呼んだ、その理由。

「……なんで……？」

「我々は、ここにいるはずのお前を連れてこい、と命令されただけだ。それ以上のことは知らん」

　くそ真ま面じ目めな口調で答える。

　……なるほど……

　そうまっすぐに出られると、こちらとしてもやりにくい。

　もし、『言う必要はない』なんぞと向こうがつっぱねてくれば、『ひと前で言えないような用での呼び出しに応じるいわれはない』とか何とかゴネることもできるのだが……

　これではまさか、いきなし暴あばれだしたり、抵てい抗こうしたり、とゆーわけにもいかないし、『なんとなく怪あやしいからヤダ』なんぞとも言えない。

　ンなことをすれば、こっちにやましいことがあるのでは、などと疑いを持たれる。

　──となればやはり、しかたない。ここはひとまず、おとなしく……

「……わかったわ。ついて行くけど、ちょっと、連れにひとこと断わっとくわ。勝手にいなくなっちゃうと心配するでしょーし」

「いいだろう。早くしろ」

　兵士はぶっきらぼうに言い放った。

　本をもとの棚たなへと戻し、図書室を出て、あたりにアメリアの姿を探す。

　兵士たちは、あたしのあとを、きっちしついて来ているが、まあ、これは文句も言えない。

　あちこちうろつくそのうち──

「リナ!?」

　向こうの方からあたしを見つけ、とことここちらにやって来た。

　彼女はあたしと、後ろの兵士たちとを見比べ──

「──まヽたヽ何かやったの!?」

「だぁぁぁぁぁっ！　ひとぎきの悪いこと言わないでっ！

　……なんだかよくわかんないんだけど、このひとたちが、いっしょに城までついて来いって言うもんで、ね。

　ま、とりあえず、行くだけ行ってみるわ」

「行ってみる──って……」

　アメリアは眉をひそめ、

「──だいじょうぶなの？　それ？

　わたしもいっしょについてってあげようか？」

　しかしあたしは気軽にぱたぱた手を振ると、

「なーに。だいじょーぶよ。もし、いわれのないなんくせとかつけてきたら、城ぷち壊こわしてでも逃げて来るから」

「──おい!?」

　あたしのことばに、さすがに顔色を変え、兵士のひとりが声を上げる。

「だいじょーぶよ。あくまで、おかしなことを言ってきたら、の話なんだから。

　ちゃんとした話だったら、まちがっても、暴れだしたりしないわよ」

「……う……む……」

　小さくうめいて、沈黙する兵士。

　ま、あーゆー言い方をしておけば、向こうも『なんくせつけるかもしれんが暴れるな』とは言えんわな。

「とりあえずそーゆーことだから。ま、みんなにもよろしく言っといて。

　──それじゃあ、行くとしましょうか」

　こともなげにそう言って、あたしは、心配顔のままのアメリアに、くるりっ、と背を向けたのだった。




　正門をくぐると、緑の芝しば生ふがひろがっていた。

　正面にまっすぐ延びた、白い石いし畳だたみのいきつく先は、黒っぽい石で造られた、かざりけには乏とぼしいが、重じゆう厚こうなデザインの王宮。

　城じよう壁へきに囲まれた、だだっ広い敷しき地ちには、ところどころ、離はなれや別館が点在しており、むかって左手のほうでは、整列した騎士たちに、騎士団長だか何だかが、何やら訓示をたれている。

「──こっちだ」

　兵たちがあたしを案内したのは、向かって右のほうにある、わりと大きな、離れのような場所だった。

　建物のまわりには、数人の兵士たちが立っている。

　──以ま前えにもあったぞ。こんなパターン。ンでもってここで、謎なぞの敵からの攻撃があったりするのである。

「リナ＝インバースを連れてまいりました！」

　戸口のところで立ち止まり、兵士のひとりが声を上げた。

「入れ」

「はっ！」

　応えて、兵士は扉とびらを引き開けた。

　中は、かなりの広さの部屋だった。

　おそらく、会議室か何かなのだろう。部屋のまん中に置かれた大きなテーブルには、三人の男たちがついていた。

　そのうちひとりは魔道士姿。初老の、ややへんくつそーな男である。

　あとの二人は兵士ふう。ひとりは武骨な中年で、ひとりは若い、ハンサム・タイプ。

「あなたがリナ＝インバース殿どのですか」

　にこやかな笑みを浮かべつつ、立ち上がったのは中年戦士。

「お噂はいろいろと聞き及およんでおります。

　お会いできて光栄です。

　──いきなり用件も告げずにお呼び出ししたことは、どうか、ご容よう赦しやください」

　やたらと友好的な態度で言う。

　……なんか……予想と違うなー……

「私、このディルス王国の将軍職をつとめます、ラーシャートと申します」

「……っなっ……!?」

　思わず声を上げるあたしに、ラーシャートは、ぽかん、とした表情で、

「──私の名が、何か？」

「……あ。いえいえ。昔の知りあいに、同じ名前の奴がいたもんですから……」

　あわてて言い訳をするあたし。

　しかしまさか、黒幕じゃないかと疑ってた奴が、いきなし友好的な態度でへこへこ出て来るとはっ!?
















　世の中とゆーのは、あなどりがたいもんである。

「──ところでリナ殿、本日、こうやってあなたをお呼びしたのは、ほかでもない。

　実は、たっての願いがあるのですが……

　とりあえず、そこの椅い子すにでもおかけください」

　ラーシャート将軍に勧すすめられるまま、あたしは、彼ら三人に向かい合うかたちで、いすのひとつに腰を下ろした。

　後ろで兵士が扉を閉める。

「……いまさらご説明するまでもないとは思いますが、この国……ディルス王国の北には、魔族の住む地──カタート山脈があります」

　あたしが座るのを待って、将軍は話をはじめた。

「いうなればこの国は、始終、魔族の脅威にさらされている、とも言えます。

　今までは、魔族の大規模な侵攻はありませんでしたが、かといって、これからもありえない、とはかぎりません。

　しかしそれに対して、我々の対応は、あまりにも稚ち拙せつにすぎました」

　兵士のひとりが、飲み物を運んで来るが、むろんあたしは手をつけない。

　万が一、おかしな薬でも混ぜられていてはことである。

「せいぜいが、カタート山脈の方に小さな砦とりでをつくり、監かん視しの兵を置いておく、といった程度のものでした。

　しかしこれでは、カタートへ行こうとする無謀な人間を止めることはできても、魔族が山から降りて来た場合、ほとんど何の役にも立ちません。

　せいぜい、あわててこの町に、伝令の兵を出すのが関の山。魔族の足止めをすることさえも不可能です。

　そこで──もし、そういった事態になったとしても、もう少し、なんとか対応できるように、と、兵に攻撃呪文をおぼえさせることにしたのですが……」

　ここで将軍は、しばしことばを切り、ちらりっ、と、初老の魔道士の方に目をやって、

「むろん、この町にある魔道士協会にもご助力願って、副評議長どの直じき々じきに、いろいろと伝授願っておるのですが……

　やはり、実戦の中で、攻撃呪文をどう使うか、などといったことは、そういった経験のある人物でないとわからない、といった部分もあります。

　そんな折、協会図書室の閲えつ覧らん台帳に、あなたの名が見つかった、というわけです。

　噂に聞きおよぶあなたなら、あるいは、魔族などとの戦いの経験もあるのではないか、と思って、お呼びした次第です。

　いかがでしょう。兵士たちに、実戦の中での攻撃呪文、というものをご教授願えんでしょうか？」

「……う……うーん……」

　思わず腕を組み、考え込むあたし。

　……だいぶ話が違うなぁ……

　あたしのスルドい予想では、ひとりきりになったあたしを出迎えたラーシャート将軍は、実はもちろん魔族で、いきなし本性現わして、高笑いなんぞを交えつつ、魔族のたくらみを一から十までしゃべり倒したあげく、何の脈みやく絡らくもなくやって来たガウリイたちにはり倒される──ということになるはずだったんだが……

「……予定と違うわね……」

「何かご予定がおありでしたか？」

　思わずあたしの漏もらしたつぶやきが耳に入ったか、将軍は問い返してくる。

「……へ……？　あ、いや、予定、とゆーほどのもんじゃないんですけど。

　……えと……まあ、今日明日を急ぐ旅、というわけでもないんですけど、まるっきし無目的、ってわけでもありませんから……あたしも、ここにえんえんい座るつもりもありませんし、仲間たちもいることですし……」

　あわててごまかすあたし。

「いえいえ、長々とお引き止めするつもりはありません」

　言って将軍は両手を振る。

「たとえば、ひと月とか、十日とか……ご都合が悪ければ、二日、三日でもかまいません。

　──むろん、魔道のノウハウを、そんな短い期間で教えてくれ、などと無茶を言うつもりはありません。

　たとえば、実戦で術を使う時、どんなことに注意しなければならないか、とか、魔族というのは実際にどんなもので、どんな戦いかたをするのか、とか、そういったことをお教え願いたいのです」

「……と……言われても……」

　あたしはしばし考える。

　もし、このラーシャート将軍が、実はやっぱし魔族か何かで、あたしを城内にさそい込み、油断させて始末しよう、とか考えているのなら、わざとその罠わなにひっかかって、相手のシッポをなんとかつかむ、というテもある。

　逆に、この将軍が、実はタダのおっさんで、今彼が言った通りのことだけを考えていたとするならば、その姿勢は立派だが、あたしとしては、こんなところでえんえんと、講師のまねごとをするつもりはない。……ま、二、三日ならともかくとして。

　──ともあれいずれにしたところで、外にいるみんなに無断で、というわけにはいかない。

　特にあのアメリアなんぞ、このまま連絡しないでいると、『やっぱり将軍は悪者だったのよっ！』なんぞと決めつけて、城になぐり込みをかけかねない。

「とりあえず──町に仲間がいますから、いったんそっちに帰って、みんなと相談してから、ですね」

「それは困ります」

「──ほぅ──」

　将軍のことばに、あたしは、片方の眉を、ぴくんっ、とはね上げる。

「どうして困るんです？」

「このことは、まだ一般には内密になっているからです」

　落ち着いた口調で答える将軍。

「私たちはこの計画を、あくまでも、魔族への対策として進めているわけですが、人によってはこの動きを、他国への戦争準備、と見る者もいるでしょう。

　そういった、無用な誤解や混乱は、あまり招まねきたくありませんからな。

　こちらとしては、ことを公おおやけにするのは、すべての準備や配置が整ってから、と考えております。

　それゆえにこの件は、一切他言無用に願いたいのです。

　お仲間も、この秘密を守ってくださる、というのでしたら、ご相談なさるのは、いっこうにかまわんのですが、それを町の中で、というのは困ります」

　……なるほど……

　たしかに話のスジは通ってるわな……

「──それでしたら、お仲間をこちらにお呼びして、ということでいかがですかな？

　使いの者を町に出して、あなたにはその間、こちらでお待ちいただく、ということで」

「……そういうことなら……まあ……」

　言って、あたしはうなずいたのだった。




「こちらの部屋でお待ちください」

　あたしが案内されたのは、やはり、離れのひとつにある部屋だった。

　それほど豪ごう華かなつくりではないが、それでも、ちゃんとした客室である。

　部屋の広さは──まあ、こんなもんだろう。部屋の中にはベッドがひとつと、中央に黒くろ樫かしのテーブルと、いすがふたつ。

　テーブルの上には水さしがある。

「お仲間のかたがいらっしゃいましたら、お呼びします。では」

　あたしを案内した兵士は、言って、ばたんっ、とドアを閉めた。

　やがて足音が遠ざかり──

　そして、部屋に沈黙が落ちた。

「……ふぅ……」

　あたしはため息ひとつつき、どさりっ、とベッドに横たわる。

　なかなか寝ごこちのいいベッドである。

　──しかし、これって、一体どーゆーことだろ……

　ベッドにあおむけに転がったまま、しばし、ぼーっと考えていると──

　やがて、足音が近づいて来た。

　──みんなが来たにしては、いくらなんでも早すぎるが──

　あたしはベッドから身を起こし、ドアの方へと目をやった。

　やがて、その足音は、あたしの部屋の前で、ぴたりっ、と止まり──

　がちゃりっ。

　小さな金属音がした。

　──しまった？　外からカギをかけられた!?

　はね上がるように立ち上がった、まさにその時──

「……くっくっくっ……これがきさまの最後だ……リナ＝インバース……」

　どこからともなく聞こえた声は、聞きおぼえのないものだった。

　そして──




　ぐぐぉがぅん！




　爆ばく風ふうが、あたしのいる部屋をゆるがした！

　石造りの壁が砕くだけ散り、砂と埃ほこりをまき散らす！

　あたしの視界が暗転した。

　やがて──爆ばく音おんの残響が消え去る頃──

　あたりにはもはや、なんの気配も残ってはいなかった。

「……ぐほっ！　げほへっ！」

　埃に多少ムセながら、もはや、残ざん骸がいと化した部屋のまん中に、あたしは立ち上がった。

　一撃が、部屋を破壊したその瞬間──

　あたしは、ほんの一瞬早く完成した、風の防御結界を身にまとったまま、黒樫のテーブルの下へともぐり込んだのだ。

　ドアの外にいた奴が、わざわざカギなんぞかけて、ゆーちょーに、勝利宣言なんぞやっているうちに、あたしは呪文を唱えたのである。

　テーブルの強度と風の結界、それに、今の一撃の狙いどころが、少々ズレていたせいで、あたしはまるっきし無事だったのだが……

　──やっぱし罠だったか……

　ドアの外の相手が呪文を唱えていた様子はない。一撃は、勝利宣言の直後に来た。

　呪文抜きで術を発動させる、などという芸ができる存も在のといえば、この世界で唯ゆい一いつ、魔族のみ。

　そうするとやはり、あのラーシャート将軍が魔族、というわけか!?

　何にしろ、こんな所に長なが居いは無用！　幸い今の一撃で、外への壁も穴があいてるし、とっととここから逃げ出して、外のみんなと合流するべしっ！

　壁に開いた大穴を抜け、芝しば生ふの上へと踏み出すあたし。

　見れば遠くから、兵士たちが、こっちに向かってやって来る。

　つかまるわけにはいかないが、かといって、事情を知らないただの兵士たちを、問答無用ではり倒す、というわけにはいかない。

　となればここは、逃げの一手あるのみ！

　あたしはいそぎ、高速飛行の呪文をとなえ──

「──まだ生きておったか!?」

　憎ぞう悪おの声は、上の方から聞こえてきた。

　あわててあたしがふりあおげば、宙空に浮かぶ人影ひとつ。

　──むろん、人であるわけはない。

　大きさや、基本フォルムは人のそれだが、炭のように黒い全身は、ひきつったようにねじくり曲がり、そこだけまっ白な顔には、大きく見開かれた両目と、左右の頰ほおに、二本ずつ、血の色をした筋があるのみ。

　──魔族！

　ひょっとして、これがラーシャート将軍の本性か!?　などとも一瞬思ったが、それにしては、声が違う。

　頭上にいる魔族の発する声は、まちがいなく、部屋の外からの声と同じだった。

　……とはいえ魔族とゆー奴は、ある程度以上の奴になると、外見上、全く見分けがつかないほど、人間そっくりに『化ける』のもいる。

　となれば、声の質を変える、くらいのこともできるかもしれないが……

　ともあれ今は、それよりも、この場をなんとか切り抜けることっ！

「なら、今度こそ──手かげんはせんっ！」

　言ったそのとたん、魔族のまわりをとりまいて、蒼あお白じろい、無数の光球が出現した！

「死ねぃっ！」

　光の球が、見みさ境かいなしに、四方八方に降りそそぐ！

「うわわわわわわわわっ！」

　あわててその場をかけ出すあたし。




　ごぅんっ！




　背後に光の球が炸さく裂れつした！

　一撃目はなんとかかわしたっ！

　そのままあたしはダッシュをかけて、城の正門の方へと向かう。

「逃がすかぁっ！」

　魔族はたてつづけに光球を放つ！　光球は、地面をえぐり、城の壁をぶちこわし、無関係な兵士たちをも吹き飛ばす！

　魔族はその光球を、あたしの方だけでなく、四方にむやみに放っているせいで、王宮にまで被ひ害がいはおよんでいる。

　──こいつっ！　とうとう手段を選ばなくなったなっ。

　あたしはジグザグに走りつつ、なんとか魔族からの攻撃をかわし、魔族自身が城壁に開けた穴から、城の外へと飛び出した！

　足を止めぬまま、ちらりっ、と後ろをふり向けば、やはり魔族はしつこく追って来る。

「逃がさんと言ったはずだっ！」

　魔族のまわりに、さきほどにも増した数の光球が生み出され──

　──まさかっ!?

「やめなさいっ！」

　思わず足を止め、あたしは声を上げた。

　が──

　あたしの声が届いたのか、届かなかったのか──

　いずれにしても──

　魔族の放った光球は、次の瞬間、ガイリア・シティを炎の海と変えていた──








　　　二、伝説を　もとめて向かう　竜りゆうの峰みね









　町は炎ほのおに包まれていた。

　燃え盛る炎。逃にげまどう人々。

　悲鳴がうずまき、炎がはぜる。

「……何て……ことを……」

　虚こ空くうの一点に目をすえたまま、あたしはぽつりとつぶやいた。

　炎と黒煙に隠かくされ、今は見えないが、そこにはあの魔ま族ぞくがいるはず。

　あろうことか、奴やつは、ほとんど見みさ境かいなしに、あたりを攻こう撃げきしはじめたのだ。

　あたし一人を倒たおす──ただそれだけのために、である。

　またもやあいつが『力』を放ったか、どこかで爆ばく音おんが聞こえた。

　あたりを破は壊かいして、あたしの逃げ場をなくすつもりか、はたまた、こういう『力』の使い方しかできない奴なのか──

　どっちにしても、このまま町を壊こわさせるわけにはいかない。

　防ぐ方法はただひとつ──あたしが直接出ていって、奴を町の外へとおびき出す！

　むろんこんなこと、あんましやりたくないが、あたしが狙ねらわれた、そのとばっちりで、町が壊されまくったとあれば、いくらなんでも寝ざめが悪い。

　あたしはいそぎ、高速飛行の呪じゆ文もんを唱となえた。

　この術を使っている間は、片手間に、攻撃魔まじ術ゆつの強力なのをぶっ放す、なんぞというまねはむろん不可能。魔族を相手どったこの場合、ただただ逃げるしか芸はない。

　しかも、いくらまわりに風の結界を張っているとはいえど、強力な呪文の直ちよく撃げきを受ければ、身の安全はおぼつかない。

　不利な条件だらけだが、町のどまん中で、ド派は手でな攻撃呪文ぶちかましまくって戦うわけにはいかないし、地面の上を走って、敵を町の外までおびき出す、なんぞというのは無理な相談である。

「翔レイ封・ウ界イング！」

　風の結界に包まれて、あたしの体が宙に浮うく。

　町を覆おおう、黒い煙けむりを突つき抜ぬけた、そこには、一体の魔族の姿。

　──が

　さっきの奴と違ちがう!?

　今、あたしの目の前──宙空に浮かんでいるのは、水死体の色をした肌はだと、顔のまん中に巨きよ大だいな一つ目だけを持つ魔族。

　──もう一匹いた!?

　さては、はさみうちにするつもりか!?

　あたしを見つけたそのとたん、そヽれヽは、問答無用で、黒い衝しよ撃うげ波きはをあたしに向かって解き放つ！

　あわてて術を制せい御ぎよして、なんとかその一いち撃げきをかわし、町の外のほうへと向かってあたしは飛ぶ！

　しかし、いくらもいかないそのうち。

　また別の一匹が、あたしの行く手に現われた！

　えぇいっ！　次から次へとっ！

　同時に正面の一匹が、青白いエネルギーの槍やりを、あたしに向かって解き放つ！

　飛行の軌き道どうを変えようとした、その瞬しゆん間かん。




　ごっ！




「ぐっ！」

　衝撃と熱気とがあたしを襲おそった。

　しまった！　後ろの奴やつからの攻撃か!?

　風の結界に阻はばまれて、さしたるダメージはなかったが、さすがに一いつ瞬しゆん、注意がそれた。

　ふと気がついたその時には、正面の奴が放った光の槍が、すぐ目の前まで迫せまっていた！

　だめだっ！　今から方向転てん換かんしてもまにあわないっ！

　光の槍は、やすやすと、あたしをとりまく風の結界をつき抜けて──

　じゅっ。

　小さな音だけを残し、それは文字どおり、あたしの目の前で消失した。

　──何が起こった!?

　一瞬、ぼーぜんとなるあたし。

　目をやれば、前にいる魔族が、あたしの後ろに視線を送っている。

　そして、次の瞬間。

　目の前の魔族のすぐ横に、もうひとつの影が出現した。

　ほとんど同時に、魔族の体が砕くだけ散る。

　あとには、最後に出てきた影が残るのみ。

　──獣プリ神ー官ストゼロス──

　後ろの方をふり向けば、そこに、追ってきていた魔族の姿はもはやない。

　おそらくこちらもゼロスが倒したのだろう。

　出現と同時に、あたしを狙ねらった魔族の一撃を消滅させ、間を置かず後ろの一匹を、つづいて前にいた奴を、あっさり片づけたのである。

　……思った通り──いや。思った以上にはるかに強い。

　彼は何やら言いながら、下の方を指さした。

　風の結界のせいで、そのセリフは聞き取れないが、下に降りろ、と言いたいらしいことはわかる。

　あたしは小さくうなずくと、煙をつき抜け、熱気のうずまく町の通りへとふたたび降り立った。

　つづいてゼロスも、あたしのすぐ横に着地する。

　逃げられる人間は、すでに全員逃げたらしく、あたりに人の気け配はいはない。

「……いやー、僕ぼくとしたことが、すっかり遅おそくなっちゃいました」

　こんな事態に至いたってすら、いつもと変わらぬ笑顔を浮かべ、気楽な口くち調ようで彼は言う。

「どうやら、いつかの村での襲しゆう撃げきは、僕をあなたたちと引き離はなすための策だったみたいですねー。

　……けどまさか、ラルタークさんともあろうかた自みずからが、おとり役なんてやるとは思ってませんでしたよ。はっはっは」

「『はっはっは』はいいけど……とにかく、まずはこの場を離れるわよ。火に巻かれたくなんてないから。

　……それで、ラルタークは倒したの？」

「いやぁ。それが……」

　炎でオレンジ色に染そまった町の通りを、あたしと並んで歩きながら、ゼロスは苦笑を浮かべ、

「途中であっさりまかれちゃいまして……困ったもんです。はっはっは」

「笑ってすませられる問題なの……!?」

「……いやまあ……けどあのかたも竜プリ神ー官スト。位で言えば、いちおう僕と同レベルですから……

　しかしまさか、この町が、連中の巣そう窟くつになっているとは……

　世の中、奥が深いもんですねぇ」

「だぁぁぁっ！　ひとごとみたいに言ってないでっ！　それより、あんたの力で、この火事消すとかできないの!?

　連中、とぉとぉキレちゃって、見境なしにかかって来たのよっ！」

　あたしのことばに、しかしゼロスはまたまた苦笑を浮かべて、

「いやぁ……水とか氷とかの術はちょっと……」

「……ったく……こーゆー時に役に……」

　途中で、あたしは思わずことばを切った。

　二人のゆく手、道の端はに、ひとりの男の子が倒れていた。

　焼け落ちたガレキにでも当たったのか、あたりには、赤い染しみがひろがっている。

　──見おぼえのある顔だった。

　としの頃なら十一、二歳さい。ゆるくウエイブのかかった黒い髪かみ。

　そう。あたしのサイフをすり取って、この町の話をしてくれた、あの男の子である。

「ちょっと!?　だいじょうぶ!?」

　思わずかけ寄り、手を伸のばし──

　……あ……

　あたしは小さく息を吐いた。

　男の子の体は、すでに冷たくなっていた。

　立ち上がったあたしと入れ替かわるように、ゼロスは彼の上にしゃがみ込み──

「……心臓は動いてません」

「わかってるわよっ！」

　どうしようもないやるせなさに、あたしは荒い声で言った。

　倒れた男の子に短い黙もく禱とうを捧げ、やがてふたたび歩き出した。

　奥おく歯ばを強くかみしめながら。

　──なんとか──なんとか、こんなことを止めなくちゃあ……

　しかし、止めようにも、魔族たちの力は強大すぎる。となれば……

「それで、このあとはどうするつもりです？」

　あたしの思いを中断して、問いかけるゼロス。

「これ以上、この町にとどまるのは、あまり賛成できませんが……」

　わかっている。

　これ以上ここにいれば、とばっちりはひろがるばかり。

　となれば、やるべきことは決まっている。

「とりあえず──みんなを探す──」

　あたしは言った。押し殺した声で。

「それから、すぐにでも、この町を離れる──

　──みんなが見つからなかった、その時は──」

　あたしはしばし、ことばを切り──

　そして、きっぱりこう言った。

「あたしだけででも行くわ──『異ク界レア黙バ示イブ録ル』のもとへ──」




　じゃっ！

　風と炎を切り裂さいて、一条の光があたしに向かって飛来した。

「くっ!?」

　あわてて身をかわしたすぐそばを、魔まり力よくの光が過ぎてゆく。

　同時に、炎の壁かべを裂き、躍おどり出て来る影ひとつ。

　だがしかし！

　ぞぶっ！

　影──魔族は、姿を現わすとほとんど同時に、ゼロスのよくわからん攻撃に、頭を微み塵じんに砕かれ、消える。

　──これで一体、何匹倒したのだろう？

　十はかるく越えているはずだが、もはやあたしは数えてもいない。

　あたしとゼロスの二人は今、ガウリイたちの姿を求め、町の中をあてもなくさまよい歩いていた。

　しかし、ガウリイたちが見つかるより先に、魔族連中がどこからともなく、あとからあとから出てくるわ出てくるわ。

　まさかこの町に、これだけの数の魔族が潜ひそんでいようとは……

　出てきた魔族たちは、おそらく、あたしたちが今までに戦った、セイグラムやヴィゼアなどと同レベルの相手なのだろうが、そいつらがただのザコにしか見えないくらい、ゼロスはとことん強かった。

　なにしろ今までに出てきた魔族のことごとくは、みんな彼が、一瞬のうちに倒しているのだ。

　あたしの方はといえば、ひと昔前の英ヒロ雄イツ伝ク・承サ歌ーガのヒロインよろしく、ただただついてゆくだけである。

　やがて、なおもしばらく進むうち──

　やおらゼロスが立ち止まり、ふぅわりと、あたしをマントで包み込む。

　────？

　眉まゆをひそめたその瞬間。




　ぐごごごごぉぉぉぉぉぉぉっ！




　すさまじい爆光の連打が、二人のまわりに光の花を咲かせた！

　高熱のせいか爆圧か、建物の壁かべは塵ちりと消え、大地が赫あかく煮にえたぎる。

　しかし、ゼロスの防御のおかげか、あたしには、ほとんど熱気も伝わってこない。

　やがて、爆光のおさまったあと。

　熱気の生み出す陽かげ炎ろうのその向こうから、ゆっくり近づく人影ひとつ。

　銀色の甲かつ冑ちゆうが、右手に掲げた剣けんの刃が、炎の朱に照り映える。

　それは、あたしたちのすこし前で足を止めた。

「……台なしにしてくれたな……」

　怒いかりに満ちたその声は、たしかに聞き覚えのあるものだった。

　そして、見まごうはずもない、ディルス王国の甲冑姿。

　──やはり──将ジエ軍ネラルラーシャート。

　静かな怒りに満ちたその瞳ひとみは、あたしではなく、ゼロスの方に向けられていた。

　どうやら、あたしの始末を邪じや魔まされたのが、かなり気に入らないようである。

「……あなたと直接お会いするのははじめてでしたね……竜ジエ将ネ軍ラルラーシャート」

　対して、むしろ友好的とさえ言える口調でゼロスは言った。

「はじめてだ。そして最後だ」

　一歩踏み出すラーシャート。

「ラルターク殿どのはなぜか、きさまには手を出すな、とおっしゃっていたが……」

「こうなっては戦やるしかない──ですか？」

　先をうながすかのように、いつもと変わらぬ笑みを浮かべてゼロスは言った。

「むろん！　竜ジエ将ネ軍ラルと獣プリ神ー官スト、はたしてどちらが生き残るか、だ！」

　ラーシャートの殺気を感じ取り、あわてて後ろに退るあたし。

　こんな連中の戦いの余波でも食らおうもんならば、それこそ人生終わりである。

「がぁっ！」

　ラーシャートがひと声吠ほえると同時に、手にした剣が、一瞬、紫色に輝かがやき、異様な形の剣へとその姿を変えた。

　ふつうの剣に自分の『力』を同化させ、魔族すら断ち切る魔剣と化したか!?

「はっ！」

　手のひらから、ゼロスに向かって、黒いエネルギー塊かいを放ち、そのすぐあとを追うように、ゼロス目がけて突つっ込んでゆく！

　ゼロスは──よけない！　ラーシャートの放ったエネルギー塊は、まともに彼を直撃した！




　ごぐぉぅっ！




　あわてて身を伏せたあたしの頭上を、黒い爆光と瘴しよ気うきの渦うずが過ぎてゆく。

　むろんゼロスがよけなかったのは、この一撃を耐たえきる自信があってのことだろう。そしてそのことは、ラーシャートもまた悟っていた。

　今の一撃は、単なる目くらましのつもりだったのだろう。まだ爆光も消えやらぬそのまっただ中に、魔剣をふりかぶり、自ら躍り込む！

「滅ほろびるがいい！　獣神官！」

　ぎっ！

　ラーシャートの声と鋭するどい音とは、ほとんど同時に聞こえた。

　やがて、爆煙の中から現われた光景は──

　ラーシャートの魔剣に胸を貫つらぬかれたゼロスの姿!?

　──いや！

　……っざんっ。

　小さく重い音を立て、飛んできたそれは、あたしの足下に突き立った。

　すなわち──へし折れた、ラーシャートの剣の切っ先が。

　それは見る間に風に溶け、もとの剣の形をとり戻し、それもまた、とろり、と溶けて、大地の上に、小さな銀色のよどみだけを残した。

　──おそらく──ゼロスは、ラーシャートの魔剣が自分の胸にくい込むその直前、何らかの方法でその魔剣をへし折ったのだろう。

「……な……!?」

　半なかばぼうぜんと、小さく驚おどろきの声を漏もらし、右手の剣を引くラーシャート。

　剣はやはり、途中から折れ飛んでおり、ゼロスには傷さえつけていない。

「……教えてさしあげましょうか……？」

　ゼロスは言った。

　いつもの笑みを浮かべたままで。

「ラルタークさんが、なぜあなたに、僕には手を出すな、って言ったか……」

　そのことばも終わらぬうちに──

　ぞんっ！

「っぐあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ラーシャートの悲鳴があたりにこだました。

　何もない空間から、やおら出現した、ひとの身長ほどもある、黒い錐きりのようなものが、ラーシャートの腹を貫いたのだ！

「それはね……あなたひとりじゃ、僕は手におえないからですよ」

　ぞむっ！

「ぐがぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　二本目の黒い錐が、こんどは胸を貫く。

「魔カオ竜スド王ラゴンは、自らの手足となるべき神プリ官ーストと将ジエ軍ネラルをひとりずつ創つ造くり出しましたが……獣グレーター・王ビースト様は、獣プリ神ー官ストの僕ひとりを創つ造くったのみ……」

　淡々とした口調でゼロスは語る。

「……つまり……魔カオ竜スド王ラゴンが二人ぶんに分けた力を、獣グレーター・王ビースト様は、僕ひとりに込めてくださったわけですね……

　早い話、僕をなんとかするのには、竜ジエ将ネ軍ラルのあなたと竜プリ神ー官ストのラルタークさんが力を合わせるか、でなければ魔カオ竜スド王ラゴン殿直じき々じきにお出まし願うしかない、ということです」

　そして、三本目の黒い錐が、ラーシャートの体を貫いた。
















　──そうか──

　あたしはその時はじめて、ゼロスのふるう力の正体に気がついた。

　この『黒い錐』こそが、彼のふるっていた力──相手に触ふれることもなく目標を砕いた力だったのだ。

　空間を超こえて『黒い錐』を出現させ──そしておそらく、それが相手の体の中にもぐり込んだ時点で、その力を解放する──

　──いや、あるいは──

　この『黒い錐』の方こそが、精アス神トラ世ル界・サ面イドに身を置いた、ゼロスの本体なのではないだろうか!?

　全身に鳥肌が立つのがはっきりとわかった。

　今は味方についているとはいえ、いずれ、敵となる時が来る。

　──その時──

　倒せるだろうか!?　こんな奴が!?

　黒い錐で、ラーシャートの体を貫いたゼロスは、やがてにっこりほほえむと、

「いやぁ。せっかちな話で申しわけないんですけど、僕たちも、それほどゆっくりもしていられませんからねぇ。はじめてお会いできたのに、もう永遠にお別れとは──残念ですよ。はっはっは」

　いつもと変わらずのーてんきに笑い──

「──何だ!?」

　その瞬間。

　後ろでいきなりした声は、聞きおぼえのあるものだった。

　……っなっ……

　その声に、おそるおそるふり向けば、そこには、あたしの恐れていた通り──

　ガウリイとゼル、そしてアメリア、三人の姿！

　──しまった！　ゼロスに気をとられてて、みんなの気配に気づかなかった！

　目の前に展開している異様な光景に、思わず声を上げたのは、ゼルガディスだった。

「────!?」

　ゼロスの注意が、一瞬、そちらの方にそれ──

　次にあたしが、彼のほうに目を戻した時、そこにラーシャートの姿はなく、ただ、虚空に黒い錐が残るのみ。

「……逃がしちゃいましたか……あの一瞬のスキを捕らえるとは……ま、さすがは竜ジエ将ネ軍ラル、といったところでしょうかね」

　さして気にしてもいないような口調でつぶやいて、ゼロスは小さく肩をすくめた。

　同時に、宙を貫いて現われていた黒い錐も、すぅっ、と風に溶け、消えた。

「何だ!?　今のは!?」

　ふたたびゼルが問いかける。

「ゼロス！　きさま一体──一体何者だ!?」

「……まさか……魔ヽ族ヽ……!?」

　かわいた声で、アメリアが小さくつぶやいた。

　……ま、今のが、ふつーの人間にできるよーな芸じゃないことは、ちょっとでも魔道をかじったことのある人間にならわかるわな……

　ゼロスは何も言わぬまま、ちらりっ、とあたしに視線を送る。

　あたしに任せる──か。

　……ふぅ……

　あたしは小さくため息をつき、そして──言った。

「……わかったわ。あたしの知ってることは全部話す……けど今は、とりあえず──この町を離れましょう……」




「──面白くないな──」

　ぽつり、とそうつぶやいたのは、やはりゼルガディスだった。

　ガイリア・シティをあとにして、ゼロスを含ふくむあたしたち五人は、町から離れた山のふもとで見つけた、猟りよ師うし小屋に身をひそめていた。

　そこであたしは、ぽつりぽつりと、これまでのことを説明したのだ。

　──いつ、ゼロスが魔族だとはっきり知ったか。彼があたしをなぜか、異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとに連れて行きたがっていること。

　そして、ガイリア・シティの王宮でのこと。やはりラーシャート将軍は魔族で、あたしを油断させ、一室に閉じ込めてから殺そうとしたこと。手段を選ばず攻撃をしかけてきた『連中』においつめられた時、ゼロスが助けに入って来たこと……

　三人は、ただ黙ってあたしの話に耳をかたむけて──

　そして、あたしが沈黙したあと、ゼルはそうつぶやいたのだった。

「……それじゃあ……ほとんど最初から知っていたんですね……」

　つぶやくアメリアの声も重い。

「……うすうす気づいてはいたわ……」

「それを黙っていたのは──やはり気に入らんな……」

　不ふ機き嫌げんな口調でゼルは言う。

　むろんあたしとしては、そうと知れば、ゼルやアメリアがいい顔をするわけはない、と思って黙っていたのだが……いわばそれは、だましていたのと同じこと。言い訳になるわけはない。

「──それで──」

　と、ゼルは、視線をあたしからゼロスへと移し、

「きさま、一体何をたくらんでいる？」

　問われて、小屋の隅に座ったゼロスは、いつもと全く変わらぬ調子で、

「それは──秘密です」

「きさまっ!?」

　思わず声を上げ、立ち上がるゼル。

「やめてっ！」

　あわてて止めに入るあたし。

「なぜ止める!?」

　問うゼルガディスに、あたしは一瞬口ごもってから、

「──ゼロスは──強いわ。たぶん、ここにいる他の誰よりも……」

　あたしのことばにゼルガディスは、しばし無言のまま、ゼロスをじっとにらみつけていたが──

「……ちっ……」

　やがて小さく舌したを打つと、ふたたびその場に腰を下ろした。

「──それで──」

　静かな声でアメリアが問う。

「どうするつもりなの？　リナ？　これから──」

「……とりあえず……行ってみるわ。

　異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへ……

　たしかに、ゼロスに踊らされることになるけど、『だから行かない』なんて言ってみたところで、あたしを狙ってる奴らが手を引いてくれるわけはないだろーし……

　となれば、たとえ踊らされているとわかってても、今のところあたしには、これしか残された道はないから……」

　言ってあたしは沈黙した。

「……踊らされるのは気に入らんな……」

　ゼルは言った。

「かと言って、ここで姿を消す、というのも、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出すようで好かん……」

「あたしも、ですね」

　と、こんどはアメリアが言う。

「ゼロスさん──ゼロスが魔族とわかった以上、闇やみにその身を置くものの手のひらで踊ることなどできません。

　けど……何かが、リナを中心に動きつつあることは確か。

　となれば、その『何か』が善か悪かをこの目で見きわめ、力を貸すか、阻そ止しするか、それを決めなきゃならないわっ！

　……かといってやはり、わざと踊っているうちに、悪のたくらみの一いつ端たんを担になうことにでもなっていたとしたら……」

　言って彼女は腕を組み、考え込む。

「──それで──」

　しばし落ちた沈黙を破ったのはゼロスだった。

「ガウリイさんは、どうなさるおつもりです？」

「……どう……って言われてもなぁ……」

　いきなし意見を求められ、指でぽりぽり頰ほおをかきながら、

「……別に、今までと何か変わったわけじゃなし……」

　変わったってば。

「平気なのっ!?　ガウリイさんっ!?」

　ずずいっ！　と彼に詰つめ寄るアメリア。

「相手は魔族なんですよっ！　魔族っ！　闇に身を置き、恐怖と滅びを司つかさどるもの！　生きとし生けるものの天敵！　百害あって一利なし！　害虫以下のシロモノといっしょに旅してたんですよっ！」

「……いやあの……そこまで言われると僕としても……」

　何やらぼそぼそつぶやくゼロス。

　一方ガウリイは、へーきな顔で、

「……けどオレ、まえから、そいつが魔族だ、って、うすうす気づいてたし……」

　………………………………




『どえぇぇええええぇぇぇええっ!?』




　ガウリイを除のぞく全員の、驚きよう愕がくの叫さけびがこだました。
















「……ち……ちょっと……ガウリイ!?　まえから気づいてた、って、一体いつごろから、なんでまた!?」

　あたしの問いに、彼は、さも当たり前のように、

「いつごろ……って、出会った時から……

　うまく言えねーけど、そういうニオイがした、っていうか……なんとなくわかっちまったんだ」

　……うーむ……部分的にスルドい奴……

「それで……あんまし気にしないで、いっしょに旅してたわけ!?」

「気にしないで、っていうか、お前さんが、知らん顔したままいっしょに旅続けてるから、たぶん、何か考えがあるんだろうなー、なんて思ってな」

　……あ……

　思わずことばを失うあたし。

　……信用……してくれてるんだ……

　今のは……ちょっと嬉うれしかったぞ。ガウリイ。

「……ということは、いずれにしてもガウリイさんは、これからもリナといっしょに行動する、ってことね」

「まあ……オレはこいつの保護者だからな」

　アメリアのことばに答えて、ガウリイは、あたしの頭をぽんっ、ぽんっと軽く叩たたいた。

「そうすると……わたしとゼルガディスさんはどうするか、だけど……ことの次第がわからない以上、うかつに動くわけにはいかないし……」

　つぶやいてアメリアは、きっ！　とゼロスをにらみすえ、

「さあっ！　そろそろ、きりきり白状してもらいましょうかっ！　あなたたちが一体何をたくらんでいるのかっ！」

　しかしもちろんそんな問いに、ゼロスがあっさり首を縦たてに振るはずもない。

「それは──お答えできません」

　思った通り、彼は首を横に振った。

「……と、いうことは、わたしたちには言えない理由があるわけねっ！　たとえば、リナを利用して、悪事を働こうとしているとかっ！」

　びしぃっ！　と指をつきつけて、勝ちほこったように彼女は言う。

「けど、シラを切るのもここまでよっ！　あくまでも言えないというのなら……わたしにも考えがあるわっ！」

「ほう……どんな、です？」

　面白半分の口調で問うゼロスに、アメリアは、不敵な笑みを浮かべつつ、

「もし言わないのなら……今夜ひと晩中、ずっとあなたの耳もとで、『人生ってスバラシイ』ってささやきつづけてあげるわっ！」

「[image: ]っ!?」

　さすがにこーゆー攻撃はヤだったらしく、まともに顔色を変えるゼロス。

「ふっー。生きとし生けるものたちの負の感情を糧かてとして生きるあなたたち魔族には、生の賛歌はつらいはずよっ」

　……いや……別に魔族でなくたって、そーゆーのはツラいぞ……ふつーは……

「……で……ですからっ！　僕は冥ヘルマ王スターから、詳しいことを聞かされてないんですっ！」

　あわててゼロスは言った。

「……聞かされてない……？」

　うさんくさそうに言って、アメリアは、ゼロスをジト目でにらみつける。

「ほんとうですってばっ！……赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ様の五人の腹心のうち四人……冥ヘルマ王スター様、海デイープ王・シー様、覇ダイ王ナスト様、魔カオ竜スド王ラゴンの四人は、それぞれ、自分の手足として働く、複数の神プリ官ーストや将ジエ軍ネラルをつくり出し、わが王、獣グレーター・王ビースト様は、僕ひとりをお創つ造くりになりました。

　最近の一連の動きは、冥ヘルマ王スター様が主体で進められているもので、本来ならば、その手足となるはずの冥プリ神ー官ストが動かなきゃならないんですが……

　実は、千年前の降こう魔ま戦争のとき、みーんな滅ぼされちゃったりしてるんですよ。これがまた。困ったもんです。はっはっはっは」

　……そこであんたが笑ってどーする……

「そういうことで、獣グレーター・王ビースト様の下にいる僕に話がまわって来ちゃったんですよ。……けど冥ヘルマ王スター様も、けっこう変わったシュミのかたですから……あれをしろ、これをしろと指示はくださるんですが、作戦の終局的な目標とかは、お話しいただいてないんです」

「……なるほど。知らなきゃ話しようはねーわな……」

　あっさりすなおに信じるガウリイ。

「……どう思う？　今の話？」

　一方アメリアの方は、疑いの目を隠そうともせずに、あたしとゼルに問いかける。

「素直には信じられんな。──とはいえどちらにしろ、これ以上の話を引き出すのは難しいだろう」

「ま、今のゼロスの話からでも、いろんなことがわかったし、ね」

「いろんなこと、って何が？」

　おうむ返しに問うアメリア。

「つまり──どういうわけかは知らないけど、魔族の中から、魔カオ竜スド王ラゴンガーヴだけが離り反はんして、そいつがあたしを狙ってる、ってことよ」

「……な……？」

　思わず声を上げるゼロス。

「なんでそこまで……話が飛ぶんですかっ!?」

「あんたが魔カオ竜スド王ラゴンにだけ、『様』をつけなかったからよ」

「…………」

　あっさり言い放つあたしに、ゼロスはことばを失った。

「ついでに言うと、あんたがラーシャートと戦ってた時に、やっぱし魔カオ竜スド王ラゴンがどーの、って言ってたし。

　その中であたしが、どういう位置にいるか、まではわかんないけどね……魔カオ竜スド王ラゴンが、何をもくろんでいるのか、によっても話は違ってくるし……」

　あたしは言った。

　魔カオ竜スド王ラゴンが、単に魔族と敵対する立場にあるだけなのか、あるいは魔族より始末におえないことをたくらんでいるのか、はたまた、人間にとってもプラスとなることを考えているのか。

　そのあたりの話いかんで、あたしは自分の動きを大きく変える必要がある。

　たしかに彼らはすこし前まで、『無関係な人間には手を出さない』とゆーやり方をしていたが、だからといって単純に、彼らが人間の味方だ、などとは思えない。

　おそらくそれは、あまり派手なことをやって、敵対する側──冥ヘルマ王スターやゼロスたちに、自分たちの動きを悟られないようにするため、そして、いざという時、人間を彼らの味方として利用するため、ではないだろうか。

　かつてのセイルーン・シティでの事件にしろ、今回のガイリア・シティでの動きにしろ、別に、あたしを迎むかえうつためにああいうことをしていた、というのではなく、連中が国の上層部にくい込もうと動いていたところにあたしが飛び込んだのだろう。

　たぶん彼らの狙いは、なるべく数多くの人間を操あやつり、いざという時──たとえば、ほかの魔族たちとの全面戦争になった時、相手を混乱させるための捨すて駒ごまとする──といったところだろう。

「──何にしても、真実を見み極きわめるには、ついて行くしかなさそうね」

　苦笑を浮かべ、ぽつりとアメリアがつぶやいた。

「……そうだな……たしかに踊らされるのは気に入らんが、事情もわからんままで降りる、というのも、逃げるようで面白くないし、あとあと気になってしかたがない……なら、つきあってやるよ」

　ぶっきらぼうな口調でゼルも言う。

「……ありがと……みんな……」

「──カン違いするなよ、リナ」

　あたしに向かってゼルが言う。

「たしかにつきあってはやるが、ゼロスたちや魔カオ竜スド王ラゴンたちが何を考えてやがるのかがはっきりした時──

　ガウリイの旦だん那なはいざ知らず、俺やアメリアは、ことと次第によっちゃあ、あんたの敵にまわる可能性もあるんだぜ」

「……そうか……そうよね……」

　あたしは小さくつぶやいた。

　──もし、そうなった時、あたしは一体どうすれば──

　えぇいっ！　何はともあれ、こんなところで悩んでいてもしかたないっ！

「とにもかくにも行くっきゃないわっ！　それでゼロス！　一体どこなの!?　異ク界レア黙バ示イブ録ルのありかはっ!?」

「この近くです」

　あたしの問いに、ゼロスは淡たん々たんとした口調で言った。

「この地とカタート山脈とを隔へだてて横たわる大地──

　竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク。

　そこに異ク界レア黙バ示イブ録ルはあります──」




　竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク。

　噂うわさによれば、そこには、無数の黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンと黒ブラツク・竜ドラゴンとが住んでいるという。

　ガイリア・シティの魔道士協会にも、はるか昔、竜ドラゴンたちがなぜか一斉に飛び立ったことがあり、まさに空を金と黒との二色のみに染め分けた、などという記録が残っていた。

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンと黒ブラツク・竜ドラゴンといえば、カタート山脈にのみ住まう魔デイモ竜ス・ド王ラゴンを除くなら、竜族の中でも一、二の能力を持つ種族である。それが、さして大きいとも言えない峰みねに群れているのだ。

　以前からあたしには、その理由がさっぱりわからなかった。

　この地域でしか生きていけない──というわけではない。実際あたしは今までに、ほかのいろいろな場所で、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンや黒ブラツク・竜ドラゴンと出会ったことがある。

　カタート山脈に住む魔族たちに対してにらみを利きかせているのだ、などという説も、魔道士うちにはあったりするのだが、伝でん承しようなどに残る魔族の圧倒的な力を考えるなら、竜族がにらみを利かせたからといって、魔族がおびえて出て来なくなる、ということもないだろう。

　ならばなぜ、そこに竜たちが群れているか──

　その答こそが、異ク界レア黙バ示イブ録ルの存在だったのだ。

　おそらく彼らは、それを護まもるためにこそ、そこに集っているのではないだろうか。

　……とすれば、魔族たるゼロスを伴ともなうあたしたちが、のこのこ顔を出したところで、おとなしくそれを渡してくれるかどうか、はなはだ疑問ではあるが──

　いずれにしても、そのあたりのことは、行ってみてからの話である。

　あたしたち一行は、大きな街道すじを避け、一路、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークへと向かっていた。

　今通っている、名もない大きな森を抜ければ、そこが竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークのふもとである。

　むろん、街道などあろうはずもなく、ほとんど獣けもの道みち同然の、細い道が一本のみ。

　猟師たちの通ったあとか、はたまた、噂で聞いたガイリア・シティから竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークへの使いが通った道なのか。木の枝などが、あきらかに刃物で切られたあとを残しているところから見て、人間が通ったあとなのはまちがいないが──

「……ところで、ゼロス」

　伸びた枝葉と草とをかき分け、道を行きながらあたしは問う。

「竜族が異ク界レア黙バ示イブ録ルを持ってる、って知ってて、あんたたち魔族は、なんでそれを見すごしてんの？……たとえば、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークに入れない理由があるとか……」

「いえ、別にそういうわけでもありませんけど……

　あれをほうっておく、はっきりした理由を聞いたことはありませんけど……異界の魔道技術など・基本的に、自らの能ち力からのみを拠よりどころとする僕たち魔族にとっては、無用の長物ですからね。なら、わざわざケンカを売ってまでどうにかする必要はない、といったところですか」

　先頭に立って歩きながら、ふり向きもせずに彼は言った。

「……けどあんた、前には写本の処分をやってたそうじゃない。

　あんたくらいの魔族はとにかく、ほかの下したっ端ぱ魔族には、脅きよ威ういになりうる、って」

「それは、人間の手にあれば、の話です」

　ゆく手をふせぐ枝を一本、ぱきりっ、と折って、

「竜族は、たしかに人間に比べて、強大な魔力を持っています。もし彼らが異ク界レア黙バ示イブ録ルの技術を利用したならば、じゅうぶん、僕たち魔族に対する脅威になります。

　しかし彼らは、本能からか、はたまた自分自身の能ち力からへの自信からか、道具の使用や技術の蓄ちく積せきや伝承、などということをしようとはしません。

　そういう点では、僕たち魔族に近い存在のしかたですね。

　結局、道具を持たない彼ら竜族にとって、異ク界レア黙バ示イブ録ルがもたらす知識のほとんどは無用の長物。人間などの手に渡って、見境のない使われかたをしないよう、管理することはしても、自らそれを利用することはまずないでしょう」

「……ふーん。けど……」

「──なあ──」

　あたしのことばをさえぎって、声を上げたのはガウリイだった。

　鼻をひくひくさせながら、

「……なんか、コゲ臭くさくねーか？」

「……へ……？」

　言われて一同は立ち止まり、風のにおいをかいでみる。

　木々のかもしだす緑の香かおりに、かすかに混じるこのにおいは──

「──たしかに──」

　アメリアがつぶやいたそのとたん。




　ぐごぉぅっ！




　一同のまわりを、やや遠まきにとりまいて、轟ごう音おんとともに、あたりの木々が燃え上がった！

『……なっ……!?』

　いきなり押し寄せた炎と熱気に、思わず一同は声を上げ、ただその中で、ゼロスのみが、端たん然ぜんと佇たたずんでいる。

「……なるほど……こういう手で来ましたか……」

　ぽつりとつぶやく視線の向いたその先には、ひとりの老紳しん士しの姿。

『──ラルターク!?』

　あたしとアメリアの声がハモった。

　なるほど……今度はあたしたちを蒸むし焼きにするつもりか。

　やや遠くから火をつけたのは、おそらく、ゼロスに気どられないための用心だろう。

「……ま……苦肉の策、という奴じゃな……」

　自じち嘲ようぎみに言いながら、ゆっくりと、木々の間を縫ぬい、こちらの方へと近づいてくる。

「こうも打つ手をことごとく潰つぶされたのでは、こちらとしても面白くないからのぅ……とりあえず、このあたりで一本取っておきたいからの。

　……まずは……そっちのお嬢じようちゃんを始末させてもらう」

　ラルタークは、ちらりっ、と一瞬、あたしに視線を向けた。

「どういうことなのよっ？」

　そのラルタークに向かって、あたしは大声で呼びかける。

　ゼロスが事情を説明できないというならば、こっちに聞くだけの話である。

「なんだって、あたしが命を狙われなくっちゃいけないのよっ!?　事情くらい説明してくれたっていーでしょーがっ！　話しだいによっちゃあ、そっちについてもかまわないわよっ！」

「……リナさんっ!?」

　ゼロスが非難の声を上げる。

　やかましい。なんも聞かずにただ踊れ、なんぞと言う方がまちがっている。

　あたしの問いに、ラルタークは、視線はゼロスに置いたまま、

「……以ま前えにな、わしらの仲間だった『マゼンダ』というのがおってな……」

「知ってるわ……」

「どこでどうやって調べたかは知らんが、あやつがある時、こんな情報を持って来たことがあって、の。

　──冥ヘルマ王スターが動きだした。どうやら、かなり大規模な計画を実行に移すつもりらしい。

　詳しいことはわからんが、その計画の、かなり重要な部分に、リナ＝インバースという名の人間がいる、ということは確かだ──とな」

　……っておい、まさか……

「ちょっと!?　まさか、あんたたち、『冥ヘルマ王スターがよくわからん計画立ててるから、とりあえず潰しとこう』なんていーかげんなことで、あたしの命を狙ってるわけ!?」

「いいかげん、というのは心外じゃな……せめて『念のため』とか言うてくれ。

　……ま、どっちにしても、そういうことじゃ」

　あっさりはっきり言うラルターク。

　……じょーだんではない。

　何が悲しゅうて『念のため』で命狙われにゃあならんのだ。

　ま、向こうにしてみれば、人間の命なんぞゴミ同然。たとえて言うなら、『毒虫の幼虫かもしれないから、とりあえずつぶしとこう』という発想なのだろうが──

『とりあえず』や『念のため』で命を狙われた方にとってはたまったもんではない。

　あたしの内心のムカムカをよそに、変わらず淡々と話を続けるラルターク。

「……はじめは話半分で聞いておったのだが、やがて、セイルーンの都で動いておったカンヅェルから、その名を持つ人間がやって来た、という話が入った。

　それで、この話は終わるはずじゃった。

　ところが──じゃ。

　念のために始末しておく──なんぞと言っておったカンヅェルが、逆にあっさり返り討うちにあいよった。

　ただの人間相手に。

　そのうち、マゼンダが誰かに滅ぼされ、あれをもぐり込ませておった裏組織が壊滅し、その件にやはり、お嬢ちゃんが関係しておったことを知った。

　──そこでわしは、直接会ってみたくなっての。

　お嬢ちゃんに対する恨うらみに燃えておったセイグラムを拾い、やはり同じ想おもいを抱いだいておった人間と融ゆう合ごうさせた──

　……しかし、おぬしのそばにゼロス殿がおると知った時には驚いたわい。

　ともあれそれで、マゼンダの情報が正しかったことが……」

「──ラルターク殿、失礼ですが、時間かせぎの長話は、そのあたりで切りあげていただけますか？」

　彼のことばをさえぎって、静かな口調で言ったのはゼロス。

　──たしかに彼の言う通り、ゆーちょーに長話を聞いていられる事態ではなかった。

　一行をとり巻く炎は、風にあおられ風を生み、あたしたちを押し包むように、じわりじわりと風上の方から近づいてくる。

　彼ら魔族なら、炎に巻かれながら立ち話、なんぞという風流（？）な芸もできようが、あたしたちの方はそうもいかない。

「……いや、これは少々長話が過ぎたようじゃの。

　しかしいずれにしろ、そこのお嬢さんを逃がすつもりはありませんぞ」

　ことばを合図に、ラルタークの後ろ──炎の中から、ゆぅらりと、現われ出てくる人影ひとつ。

　竜ジエ将ネ軍ラルラーシャート。

　以前に出会った時には、ディルス王国の銀の甲かつ冑ちゆうを身につけていたが、今彼が身につけているのは、竜を模もした朱あか黒ぐろい甲冑。手にぶら下げた抜き身の剣は、あの時に見た、魔剣をひと回り大きくしたようなシロモノだった。

　おそらくこの姿こそが、竜ジエ将ネ軍ラルとしての、彼本来の姿なのだろう。

「……またお会いしましたね。竜ジエ将ネ軍ラル。お顔の色がすぐれませんが、どうやら体調は不完全なようですね」

　いけしゃあしゃあと言い放つゼロスに、一瞬、瞳に怒りの色を浮かべるが、それでも黙ったまま、ラルタークの横に並ぶ。

　むろん、こんなことをやっている間にも、火の手はどんどんと迫せまって来ている。あたりに立ちこめる熱気も、がまんできないほどではないにしろ、かなりのものになって来た。

　あたしたちとしては、むろん、とっとと立ち去りたいのはやまやまなのだが、ラルタークやラーシャートを前に、うかつな動きを見せるのはまずい。

　逃げるのは、ゼロスが二人とぶつかり合ったあとである。

「……しかしラーシャートさんがその様子じゃあ、お二人が力を合わせたところで、僕を倒すのは無理かと思いますが……」

「わかっておるよ」

　ゼロスのことばを、いともあっさり肯こう定ていするラルターク。

「しかし、おぬしの動きを止めるくらいのことはできよう。その間に、そっちのお嬢ちゃんには、蒸むし焼きになってもらう」

「そうはいきません──みなさん、リナさんをお願いしますよ」

　ふりかえりもせずにそう言うと、ゼロスは二人とにらみ合う。

　むせかえるような熱気を圧し、瘴しよ気うきとも殺気ともつかぬ、黒い気配があたりに満ちる。

　──はじまった──

　思ったのと同時に、三人の姿が、ふっ、とかき消えた。

　おそらく彼らは、物質界でわざわざ戦うよりも、本来身を置く精アス神トラ世ル界・サ面イドでの戦いを選んだのだろう。

「──みんなっ！　ゼロスたちが三人だけの世界にイッちゃってる今のうちに、とっとと逃げ出すわよっ！」

「けどリナ、どうやって!?　まさかこの火事、消してるひまなんてないし、浮レビテ遊ーシヨンなんて使ってたら、火の上で蒸し焼きになっちゃうわ！　あの翔レイ封・ウ界イングって術は、あなたしか使えないし！」

「だいじょーぶっ！　二人がかりでおっきな風の結界つくり上げた中にみんなで入って、浮レビテ遊ーシヨンかけて、それの中で弱冷気の魔法とかかけてりゃ、蒸し焼きになることもないはずよっ！」

「──なるほど。サイラーグで使った手か」

　あたしのことばにぽつりとつぶやくゼルガディス。

　そう。あの時は、防御力を中心にして、これに防御結界もプラスしていたが。

「……で、オレは……？」

「ガウリイは黙って乗っかってて。……けどラルタークたち、単に火をかけただけとは思えないわ。ひょっとしたら、まだそのへんに敵がいるかもしんないわ。

　できれば一人、自由に攻撃呪文が使えるようにしときたいけど……」

「それじゃあリナ、その役をお願いするわ」

　言ってアメリアは、あたしに向かってウインクひとつ。

「この中で、黒魔術系のバリエーションがいちばん多いのはあなただから。

　わたしは結界と弱冷気を。ゼルガディスさんは結界の強化と移動、お願いできる？」

「わかった」

　ゼルの答が返ってくるとほぼ同時に、アメリアは呪文の詠えい唱しように入る。

　やがてあたしたち四人をとり巻き、かなりの大きさの風の結界ができ上がった。つづいてゼルがそれを強化する。

　いまだ敵の現われる気け配はいはないが、だからといって油断できるもんではない。

　やがて、あたしたちを乗せた風の結界球は、ゼルのコントロールを受けて、ふぅわりと宙に舞い上がった。

　そのままゆるゆる進みながら、炎の上を飛び越えて、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークのほうへと向かう。

　上から下を見下ろせば、森は、かなりの広い範はん囲いにわたつて火の手を上げている。

　……ったく……派手なことをやってくれる。

　やがて、あたしたちを呑のみ込んだ風の結界は、燃え盛る炎のま上に来るが、弱冷気の呪文のおかげで、中はぜんぜん暑くない。

　……このまま切り抜けられれば、何も言うことなし、なのだが……

「──来るぞっ！」

　ガウリイが吠ほえたその瞬間。

　燃え盛る森の中から、宙に舞い上がる影三つ！

　それは、あたしたちの風の結界をとり巻くように、ひたりっ、と虚こ空くうに静止した。

　むろん言うまでもなく魔族たちである。黒い仮面に白いぼろ布を纏まとったようなのと、顔だけがぬっぺりと青く、体は薄青い霞かすみのようになってるのと、ひとの形はしているものの、まるで水か氷のように、全身がすき通っている奴。

　見た目からしてザコではあるが、『ザコ』なんぞと言っても、それはあくまでゼロスたちと比べての話。あたしたち人間にとっては立派な脅威である。

　数の上では四対三と、こちらが有利。ふつうの状態で戦ったのなら、まだ勝機もあるのだが……

　しかし今、実際戦えるのはあたし一人。ゼルやアメリアは、結界呪文の維い持じと移動で手いっぱい。

　ガウリイも、魔族に効く武器を持ってはいる。

　使い手の意志を光の刃と化し、魔をも切り裂く光の剣。

　しかし、たとえ伝説の武器とはいえど、剣はあくまでも剣である。結界の外から攻撃をかけられれば、それこそどうしようもない。

　……なるほど。ゼロスたちが去ってすぐに出て来なかったのは、あたしたちがおとなしく炎に巻かれればそれでよし、術を使って逃げるようなら、逃げる途中でそれを止める、というつもりだったか。

　たしかに賢かしこいやりかたである。この場所と状況なら、風の結界を壊されただけで、あたしたちは炎の中にまっ逆さま。むろんそうなれば、助かるわけはないだろう。

　とはいえ、なんとか切り抜けるっきゃないっ！

　一匹ずつ、着実に倒していくのみである。

　あたしは、正面の白い奴をにらみすえたまま、呪文を唱え──

「冥ラグ王ナ降・ブ魔ラ陣スト！」

　右後ろにいる青い奴にむかって呪文をぶちかます！

　前の奴をにらんでいたのはむろんフェイント。タイミングも完かん璧ぺきである。

　青い奴をとり囲むように、虚空に生まれた五本の闇の柱から、黒いプラズマが触手を伸ばし、その全身をからめ取る！

　びくんっ！　とひとつ、身をのけぞらし、青い魔族は闇の中へと溶け、消えた。

　──これで一匹！

　白いのと透明なのが、同時に動いた。数本ずつの光の槍を生み出して、結界の中の、あたしを目がけて解き放つ！

　じゅんっ！

　光の槍は、風の結界をいともあっさり貫通した！

　あたしはあわてて身をかわそうとして──

「うわたたたたっ!?」

　足を取られて、そのまままともにすっ転ぶ！

　しかしそれが幸いし、光の槍は、あたしの上をむなしく過ぎた。

　……うーん。さすが、シャボン玉同様の風の結界の中だけあって、足場はとことん不安定である。まともに動くのもままならない。

　ともあれ、次の呪文を唱えつつ──

　身を起こしたその目の前に、いきなり、青い姿が出現した！

　さっきの魔族!?

　やられたフリをして姿を消し、いきなり結界の中に出現したかっ!?

　あたしに向かって、そヽれヽがかざした右手のひらに、魔力の光が淡あわく灯ともり──




　ざんっ！




　次の瞬間。

　青い魔族の体は上下に断ち切れた！

「うごぁぁぁぁァアァあああっ!?」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを残し、今度こそ、それは虚空に散り消えた。

　やったのはむろん──ガウリイ！

　いつのまに抜き放ったのか、彼の手には、輝く光の剣があった。

「あと二匹！　なんとかやるぞ！　リナ！」

　彼のことばにうなずいて、あたしは呪文の続きを唱える。

　こんどは正面の白い奴に向かって、

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　淡く赤い光が、魔族に向かって収束し──




　ごぐぉぉぉぉぉぉぉぉおんっ！




　すさまじい爆音が、風の結界をゆるがした。

　しかし──決まっていない！

　赤い光が一点に収束する、その一瞬前。魔族の体がかき消えたのを、あたしの目は、たしかに捕らえていた。

　おそらく術を食らう直前、精アス神トラ世ル界・サ面イドに逃げ込んだのだろう。

　その一方で、透明な奴が、結界の下へとまわり込もうとしている。下から、あの光の槍を放つつもりか。

「させるかっ！」

　吠ほえてガウリイは、光の剣を、結界の下につき立てて、魔族に向かって光の刃をたて続けに撃うち出す！

　透明な奴は、あっさり身をかわし続けるが、かわりに、下にまわり込みあぐねている。

　一方あたしもこの間に、次の呪文を唱えている。白いのがふたたび出現した、その瞬間を狙ってぶちかます！

　そして、あたしの呪文が完成し──

　ほとんど同時に、白い魔族が出現した！

　結界の中、アヽメヽリヽアヽのヽまヽ後ヽろヽにヽ！

　まずいっ！　あたしじゃなくアメリアを狙ってる！　風の結界を潰つぶすテに出たかっ！

　気配を感じ取り、ふり向くガウリイ。かけ寄る間はなしと判断してか、剣を魔族の方へと向けるが──そのまま動きが凍こおりつく。

　今、光の刃を撃ち出せば、魔族のむこうにいるアメリアにまで当たる。むろんあたしの呪文をぶっ放すわけにもいかない。

　アメリアが、魔族の方をふりむいた。

　その目の前に、魔族の生み出した光の槍があった。




　ぞむっ！




　たとえようもない音を立て、粉みじんに砕け散ったのは──白い魔族の頭だった。

　その生み出した光の槍も、それと同時に消えている。

　何が起こったのかはわからない。わからないが──

　視線を移せば、結界の外、やはり何が起こったのかわからず、ぼうぜんと空を漂う透明な魔族。

　今だっ！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　あたしの解き放った術が、最後の一匹を、赫あかい爆光の中に消し去った。

　……おお……おおん……

　風の結界をふるわせた、爆音の余よ韻いんが消えてしばし。

「……ふぅ……」

　あたしは安あん堵どの息を漏らした。

「……なんとか切り抜けたみたいね……」

「けどリナ、あの白いのをやったのは……？」

「たぶん──ゼロスだと思う」

　ガウリイの問いにあたしは言った。

「精アス神トラ世ル界・サ面イドから、ラルタークとラーシャートのスキをついて、こっちに干かん渉しようしてくれたんでしょうね……」

　なかなか重ちよう宝ほうな奴である。これで、なんのたくらみもなしに護衛してくれてるんだったりしたら、心底ありがたいのだが……

　ともあれ、あたしたちを乗せた風の結界は、渦うず巻まく炎の上を無事に乗り越えて、一路、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークを目ざすのだった。




「……来ませんねー……」

　とことん退たい屈くつそうな口調で、アメリアはぽつりとつぶやいた。

「……来ないわねー……」

　あたしも小さくつぶやいた。

　雲ひとつないいい天気。朝の陽ひざしがあったかい。

　目の前には、火事のあとも生々しい、かなり大きな森がひろがり、後ろには、おんぼろの炭焼小屋と、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク。

　──そう。

　あたしたち四人は今、竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークのふもとにいた。

　三日前の、森での戦いのあと。

　その日の夜に降り出した大雨のおかげで、森の火事は消え去ったが、おかげであたしたちは、雨の中、木こ陰かげで野宿をする羽は目めになった。

　そして、一行がここに着いたのが二日前の昼。

　しかし──ゼロスはまだ来ない。

　いーかげん待ちくたびれて、あたしたちは、こうしてちょくちょく外に出て、来ない、来ないを連発しているわけである。

　……まあ……あいつが、歩いて来るかどうかは疑問だし、来ない来ないと言ってみたところで、それでやって来るわけもない。

　とはいえ、こんな、緑以外はなーんもない所で、何もせずにただ待っている、とゆーのもひたすらたいくつなもんである。

　その気になれば、そこいらを散歩してみたり、釣つりや狩かりをしてみたり、などという時間つぶしもできるのだが、どこに敵がいるのかさえもわからない以上、あんまし動きまわるのは、おせじにも賢いとは言えない。

「……まだ来ねーのか？」

　あたしとアメリアの二人が、ぽーっと森を眺ながめていると、炭焼小屋から、ガウリイがひょこんっ、と姿を現わした。

「……来ないのよ……」

　彼は、あたしの横にやって来ると、やはりぽーっと森の方を眺めながら、

「……ひょっとして……連中にやられちまったんじゃねーか？」

「ありえない話じゃないわね。

　どっちにしても、困ったもんよねー。

　さてさて。このあと一体どうしたもんか……」

　つぶやき、ゆううつなため息ひとつ。

「……なあリナ、オレたちだけで竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークに先に行っちまう、ってのはどうだ？」

「……行ってどーするわけ……？」

「だから、その、なんとか、ってモノをとりあえず見せてもらって……」

「無理よ。

　竜たちはあれを守ってるのよ。『見せて[image: ]』なんて頼たのんでも、『はい♪』なんてあっさり見せてくれるわけないでしょ」

「そこはそれ、事情を説明して、だな……」

　……はぁぁぁぁぁぁぁ……

　あたしは深いため息をつき、

「あのねぇ、ガウリイ……

『何かをたくらむ魔族のゼロスってぇのに、異ク界レア黙バ示イブ録ル見て来い、って言われたんで、見に来ました[image: ]』なんてバカ正直に説明して、竜たちが納得してくれると思う？」

「……いや……人間正直が一番だぞ」

「……またわけのわからんことを……」

　もしこのまま、いつまでたってもゼロスがやって来なかった場合──知らんぷりしてどっかへ行く、というテもむろんあるのだが、しかしそれで、魔カオ竜スド王ラゴンの一派が、『それならいいです』なんぞと言って、あたしの命を狙うのを、あきらめるとも思えない。

「……これであと一日待って……」

　アメリアが何やらつぶやきかけたその時。

　ごぉうっ。

　後ろからの突風と同時に、一瞬だけ陽ひがかげる。

　ばさっ。ばさりっ。

　そして、風を打つはばたきの音。

　思わず見あげた視線の先に、金色に輝く巨体がひとつ！

　──黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴン！

　それは、ゆったりとはばたきながら、あたしたちの目の前へと降りて来た。

　さわぎに気づいて、小屋の中から、ゼルガディスもやって来る。

　竜族の中では体の小さいほうなのだが、『竜ドラゴン王・ロード』の二つ名に恥はじることなく、その能力はずば抜けている。

　なまくら剣ではカスリ傷さえつかない体。さまざまな種族のことばを解し、強大な呪文を操るその頭脳。

　口から吐き出す閃レー光ザのー・吐プ息レスは、一撃で、赤レツド・竜ドラゴンの巨体すら両断するという。

　その竜は、ゆっくり首をめぐらせて、あたしたち四人を順に眺める。

「……何の用だろ……？」

　ふとつぶやいたあたしの方に、竜は視線を動かして、

『それを問いたいのはこちらの方だ。人間たちよ』

　人間のことばで語りかけて来た。

　さすがに体の構造が、人間とは違うせいか、聞き取りにくいところはあるが。

「どわっ!?」

　驚きの声を上げたのは、唯ゆい一いつ、ガウリイだけだった。

「聞いたか！　今の!?　竜がしゃべったぞっ！」

「しゃべったわよ」

　ものめずらしそうに言うガウリイに、あっさり冷たく言い返すあたし。

『──ほう。竜がしゃべるのは珍しいか？』

　しかし黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンは、ガウリィのリアクションの方が気に入ったらしく、視線を彼に向け、語りかける。
















　彼は、ぽりぽり頭を搔かきながら、

「いやぁ……竜がしゃべるのって、はじめて見たもんだから……

　けど、人間のことばなんて、どうやって覚えたんだ？」

『ふっ……我ら竜族は永ながき時を生きる存も在の。時の流れを過ごすうち、戯たわむれに、ほかの存も在のたちの言葉を操れるようにもなる』

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンのことばに、ガウリイはしばし考えて、

「……つまり……『ヒマつぶしになんとなく覚えた』ってことか？」

『……ま……まあ……そうとも言うな……

　それはともかく──

　人間たちよ、お前たちは、こんなところで一体何をしておるのだ？

　見れば、数日前からこの場所で、何をするともなくたむろしておるようだが、一体何の用かな？

　炭焼き、と呼ばれる者が時々ここにやって来るが、そういった者たちとも違うように見えるし、な。

　ここは我々、竜の住まいし峰。

　用なき者は立ち去るがよい』

　言われて一瞬、あたしたちは顔を見合わせた。

　……さてさて……どーやって説明したもんか……

「……えっと……待ちあわせをしてるんです」

　ほかの誰か──特にガウリイが、おかしなことを言い出さぬうちにと、あたしは口を開いた。

「いっしょに旅をしてた奴とはぐれちゃいまして……それで、ここで待ってたら来るかなー、なんて思って……」

『……こんな場所でか？』

「ええ……まあその……別に、ここじゃなきゃいけない、とか約束したわけじゃないんですけど……たぶん、このあたりで待ってたら来るんじゃないかなー、って……」

『本当か？』

「──本当です」

　声は、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの後ろから聞こえた。

「ゼロス！」

　思わずあたしの上げた声に応こたえ、ゆったりとした足取りで、姿を現わす黒いローブ姿。

「お待たせしました」

「無事だったの！　──ンで、あの二人は!?」

「やっぱり今回も決着はつかず、ですね。えんえん戦い続けたあげく、結局逃げられちゃいましたよ。

　追おうかとも思ったんですけど、ま、何かの罠わなでもあったら困りますからね。はっはっはっは」

　……え……えんえん戦ってた、って……ひょっとして、今まで戦ってたのか!?　こいつは!?

「……ところで、実はお願いがあるんですけど……」

　ゼロスは黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの方に向きなおって言う。

「実は僕たち、ちょっと、あなたたちの棲おみう処ちに用があるんですけど……」

『我々の棲すみ処かに？　何の用だ？』

「それに関しては……そうですね。できれば直接、上の竜かたと話をしたいんですが……

　ミルガズィアさんはご健在ですか？」

『長老と!?　……お前、長老を知っているのか!?』

「まあ……昔の知りあいでして。

　ゼロスが来た、とお取り次ぎ願えれば、おわかりいただけると思います」

『ふむ……お前、一体何者だ？』

　彼が人間ではないことを悟ったか、そう問いかける黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンに、ゼロスは右手の人さし指を、そっと口に押し当てて、

「それは──秘密です」

　出たなっ！　ゼロスのひみつ攻撃っ！

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンは、しばしとまどいの色を見せたのち──

『……わかった。とりあえず、長老に話を通してみる。

　そのままここで待っていろ』

　言ってふたたび大きくはばたき、峰の高みへと姿を消した。

「……知りあいなのか？　竜のお偉いさんと」

　問うガウリイに、ゼロスはにこやかな笑みを浮かべ、

「いやぁ。昔、ちょっとお会いしたことがありまして。なかなか実直なかたですよ」

「へぇぇ。あんた、なかなか顔が広いんだな」

「ま、こう見えてもけっこう長生きしてますから」

「……そういや、あんた、実際は年と齢しいくつなんだ？」

「はっはっはっは。いけませんね。ガウリイさん。レディに齢としを聞くのは失礼っていうもんですよ」

　……あんたはいつからレディになった？

　などとわけのわからん会話を交わしたり、あたしたちの問いかけを、ゼロスがのらくらかわしたりしながらしばし待っているそのうちに──




　ざあっ。




　いきなり空がざわめいた。

　見上げてあたしは硬直する。

　空が──黄金と黒の二色に染まっていた。

　何百、何千の黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンと黒ブラツク・竜ドラゴンが、空一面に舞い狂う。

　やがて、その中の一匹が、ゆっくりと、こちらに向かって舞い降りて来る。

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンにしてはかなりの巨体。さっきやって来た奴と比べて、身長ならばふたまわり、質ボリ感ユームならば、倍以上。

　おそらくは千歳以上か──あるいは数千歳を数えているかもしれない。

　やがてその黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンは、あたしたち──というより、ゼロスの正面へ、やや間合いを取って降り立った。

　ゼロスを見つめるその目には、あきらかな、警戒と嫌けん悪おの色があった。

　どうやらこいつは、ゼロスの正体を知っているらしい。

「……おひさしぶりです。ミルガズィアさん」

『……ひさしぶりだな……』

　にこやかな口調で呼びかけるゼロスに、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンは、嫌悪の口調で応えた。

『もっとも……私としては、もう会いたくもなかったが……

　降魔戦争以来だな──獣プリ神ー官ストゼロスよ……』








　　　三、たゆたいし　金こん色じきなりし　闇やみの王……









『……それで……一体何の用だ？』

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴン──ミルガズィアさんは、不きげんな声でゼロスに問いかけた。

　むろん、彼が不きげんになるのは当たり前だろう。

　彼は『降こう魔ま戦争以来』と言ったが、伝説によれば、あの戦いでは、竜ドラゴン族は魔族に敵対していた。

　となれば当然、当時、彼とゼロスとは、敵として相あいまみえたはずだ。

　にもかかわらず、いきなし攻撃してくることもせず、こーやってゼロスと話しているところを見ると、過去のしがらみを引きずるのをよしとしないのか、あるいは──

「実は、ですね。ここにある異ク界レア黙バ示イブ録ルに、少々用がありまして」

『魔族のおぬしが、か？』

　いぶかしげな口くち調ようで問いかえす。

「いえいえ。僕じゃあなくて、こちらの人間の女性に、少々あれを使わせていただきたいんです」

『人間に？』

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老はしばし、あたしの方をじっと見つめ、

『……何をたくらんでおる？　獣プリ神ー官ストよ』

「たくらんでらっしゃるのは、僕じゃなくて冥ヘルマ王スター様です。

　冥ヘルマ王スター様は、目的が一体何なのか、話してはくれませんでしたが……

　ま、僕としては。命じられたことをへこへここなして行くのみ。悲しいお役所しごと、って奴やつですね」

『断われば──どうする？』

「話し合い以外の手を考えます」

　すずしい口調で言ったゼロスを、ミルガズィアさんはしばし、まじまじと見つめ──

『……わかった……』

　やがて、深い深いため息とともに、そのひとことを吐はき出した。

『おぬしがその気になれば、われらがどうやったところで、止めることはできまい……好きにするがよい……』

「それでは、おことばに甘あまえさせていただきます」

『ただし──この私も、それを見み届とどけさせてもらうぞ』

　言って、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、異様な声で天に吠ほえ──

　瞬しゆん間かん、その全身がゆらめいた。

　黄こ金がねの色の霞かすみと化したその体は、またたく間に小さく収束し──

　それは、人の形を取った。

　ゆったりとした青い服に身を包んだ、金きん髪ぱつで、かなり美形の中年男性である。

　なるほど……天に吠えた、あのひとことこそが、変身の呪じゆ文もんだったわけか。

「案内しよう。ついて来るがいい」

　人の姿と化したミルガズィアさんは、あたしたちに向かって言った。




　岩いわ肌はだのむき出しになった山道を、あたしたち六人──正確に言うなら、四人と二匹は進んで行った。

　ふもとからここまで、一同は、だまりこくったままである。

　むろん、あたしとしては、そして他のみんなとしても、いろいろと聞きたいことはあるのだろうが、雰ふん囲い気きがそれを許ゆるさない。

　崖がけのはるか高みから、あるいは遠くの岩いわ陰かげから、竜ドラゴンたちが、まるでおびえているかのように、あたしたちを遠まきに眺ながめている。

　先頭を行くミルガズィアさんは、ふりむきもせず、ただ黙もく々もくと歩みを進めているが、不きげんなのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。あたしたち一行に向かって、敵意にすら似た空気を放ちまくっていた。

　その背中が、『ぺぺぺぺぺいっ！　てめーらみてーな魔族とツルむよーな人間どもが、気やすくオレに話しかけたりするんじゃねーぞっ』なんぞと如によ実じつに語っていたりするのである。

　その雰囲気に圧おされまくり、全員が、今まで黙だまっていたのだが……

　──えーいっ！　ただ黙っててもしかたないっ！

　聞きたいことは山ほどあるし、何よりも、異ク界レア黙バ示イブ録ルがどこにあるかは知らないが、たどり着くまでこの空気、というのは、いくらなんでも耐たえがたいもんがある。

　まずは、この重い沈黙をうち破るべしっ！

　……しかし、長老さんにいきなし話しかけても、無視されるか、つっけんどんに扱あつかわれるおそれがある。

　ここはひとつ、別の誰だれかに話しかけ、ワン・クッションを置いてから──

　などとあたしが思っていると、

「……なあ、ゼロス……」

　いきなし口をひらいたのはガウリイだった。

　ああっ！　はじめにゼロスに話しかけるかっ!?

　ガウリイのことばが耳に入ったか、前を行くミルガズィアさんの肩かたが、わずかではあるが、神経質そうに、ぴくりっ、と動いたのを、あたしは見み逃のがさなかった。

　きっと、『後ろで気楽におしゃべりなんてするんじゃねえっ！』とかって思ってるんだろーなぁ……

「何です？」

　対照的に、気楽な口調で問うゼロスに、ガウリイはいともあっさりと、

「あんたって……むちゃくちゃジジイだったんだな」

　こけけけっ！

　あたしとアメリア、そして言われた当のゼロスが、まともにその場にすっコケる。

「……な……なにをいきなり……？」

　身を起こしながら問うゼロスに、ガウリイは、ぽりぽり頭を搔かきながら、

「いやぁ……そっちの竜さんが言った、『降魔戦争』って、どっかで聞いたよーな気がしたんで、ずっと思い出そうとしてたんだが……

　はっきりとはよくわからねーけど、あれって確か、とことん大昔の話だろ？」

「……まあ……正確に言えば、今から千と十二年前の話です」

「だろう？　ってぇことはあんた、少なくとも千十二歳さい以上、ってことだ。

　ま、自分の歳としを教えたくないはずだよな。

　けどまあ、そんなに気にすることはねえと思うぜ。どう見たところで、千歳以上になんて見えねえからな。いいとこ二十代だ」

　完全無比にボケまくったセリフを吐はく。

　……魔族の見た目と年ねん齢れいが比例するわきゃないでしょーが。

　それに実際、ゼロスのこの姿が、彼のほんとうの姿かどうかも疑うたがわしいもんである。

「……はあ……ありがとうございます……」

　さすがにどう対応していいかわからなかったか、やはりボケた返事を返すゼロス。

　ふと見れば、ミルガズィアさんも思わず足を止め、あきれた顔でガウリイの方を眺ながめている。

　おしっ！　今が話しかけるチャンスだっ！

「……気にしないでください、ミルガズィアさん。彼……いつもあの調子ですから」

「う……うむ……」

　彼はあいまいな返事を返し、ふたたび歩きはじめた。

「……けどミルガズィアさん、こんなところで、こんないっぱいの竜たちが、どーやって暮くらしてるんです？……特に食べ物とか」

　あたしはつとめてさりげない口調で、先を行く黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老に向かって、かねてからの疑問を口にした。

　この竜ドラたゴンちズ・のピ峰ーク、ほとんど岩山同然で、土地もやせており、大きな木なども生はえていない。

　むろん、木の実が採とれたり、小動物が住んでたりもするのだろうが、それでこの竜の群れを養やしなうだけの食料がまかなえるとは、とうてい思えない。

「我われらは本来、それほどの食物を必要とはしない」

『関係ない』なんぞと冷たくあしらわれるかと思ったが、答えはちゃんと返って来た。

　……もっとも、口調はじゅーぶんつっけんどんだったが……

「我ら竜族は、子供のうちは、それでも普通に食事を必要とするが、成長すれば、風を、陽ひの光を、自らの糧かてとする術すべをおのずから覚おぼえる。

　……むろん、全く何も食べなくてもよい、というわけにはいかんが、それでも、ひと月やふた月、食を断たったところで、どうというほどのこともない。

　考えてもみるがいい。

　世にいるすべての竜たちが、その体に見合うだけの食事をし続けねばならんのなら、世界はとうの昔に、草一本ない荒こう野やと化しているはずだろう？」

「……なるほど……そりゃそーね」

「こちらからも問いたい。人間の娘むすめよ」

「……あたしに答えられることでしたら……」

「お前たちは、ゼロスが魔族と知り、何かの策さく謀ぼうがあることを知りながら、何なに故ゆえ、共に動いておる？」

「それは……今のところ、それに従うしか、あたしの生きる術がないからです。

　ゼロスや冥ヘルマ王スターフィブリゾが、何をたくらんでいるかは知りません。

　一方で、やはりそのたくらみが何かを知らぬまま、正体もわからないそれを阻そ止しするために、やみくもにあたしの命を狙ねらう一派があります。

　──もちろん、冥ヘルマ王スターたちの考えてることが、『世界平和』だの『生きとし生ける存も在のたちに愛を』なんてことじゃないのは、わかりきってます。

　そういう意味じゃあ、あたしを殺そうとしている連中の言い分の方が正しいのかもしんないんですけど……

　……ま、だからといって、理由もよくわかんないままで、おとなしく殺されるほど、悟さとった人間じゃありませんから。あたしは……」

「生きている存も在のが、生き続けようとすること──それは当然の理ことわりだ。何も恥はじる必要はない」

　ミルガズィアさんは言った。

　あいかわらず、ふり向きもせぬままだが、心なしか、その口調が、すこしやわらかくなったような感じがするのは、あたしの気のせいだろうか？

「……もちろんあたしも、このままずっと踊おどり続ける気はありません。

　ありませんが──今、もしも踊るのをやめたら、結局何のたくらみかはわからずじまい。その上、あたしを狙う連中が、それであきらめてくれるかといえば──たぶん、それはないでしょう。

　念のために殺しとけ、ってなもんで、やっぱり命を狙われ続けて、いつかは……

　……あたしが死んで、それで冥ヘルマ王スターのたくらみが完全に阻止できる、って保証もないわけですし。

　つまり、事実を確かめもせずに踊るのをやめる、ってことは、あたしにとっては犬死にするも同然ですから」

「……よいのか？　こいつの前でそんな話をして？」

　彼は、はじめてこちらをふり向いて、ゼロスの方を目で指さした。

「かまいませんよ。……ま、リナさんなら、当然これくらいのことは考えてると思ってましたし」

　すずしい声で答えたのはゼロスの方だった。

「──ふむ──」

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、しばし何かを考えて、

「私が心配しているのはな……リナと言ったか。人間の娘よ、ひょっとしてお前が、かつて七つに分かたれた、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥのひとりではないか──ということなのだ」

『……なっ……!?』

　ミルガズィアのことばに、あたしたちは、思わず声を上げていた。




　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ──

　この世界の魔王は、かつて、この世界の神──赤の竜神スィーフィードと死闘を演じた末に、その体を七つに分かたれ、封ふう印いんされたといわれている。

　その戦いで傷ついたスィーフィードも、四つの分身を残してこの世界から消え、魔王もまた、数あま多たの魔族を世界に散らせた。

　しかし、封印された魔王のひとつは、千年前の降魔戦争で、カタート山脈に降こう臨りんし、その地に在あった、スィーフィードの分身のひとつ──水竜王を滅ぼした。

　そして、今から一年とすこし前──

　あたしはこの目で、赤ル眼ビのー魔ア王イの二つめの封印が解かれるさまを見た。

　封ぜられた魔王のかけらはあと五つ──

　そのうちひとつが、よりによって、このあたしかもしれない!?

「──ど……どーゆーことです？　それって……!?」

　しばし沈黙したのちに、かすれた声で問うあたし。

「赤ル眼ビのー魔ア王イが、七つに分かたれ、封印されたいきさつは、お前たち人間も知っているだろう？」

「……まあ……そのあたりの話は有名ですから」

「赤スイのーフ竜イ神ードは、人の『心』をもって、シャブラニグドゥを封印したらしいのだ。

　その人間が死ねば、魔王のかけらは、別の人間として転てん生しようする。

　……竜ドラゴンやエルフのうちに封じれば、その封印も、より強固なものとなるが、それをせず、わざわざ人間を選んだのは、おそらく、竜ドラゴンやエルフよりも、はるかに短いサイクルで、転生をくり返させ、無眼の輪りん廻ねのそのうちに、すこしずつ、人の心で魔王のかけらを浄じよ化うか、消しよう滅めつさせるおつもりだったのだろう。

　しかし──やはり、人の力は弱いもの。

　ともすれば、何かのはずみで、その封印が弱まることもある。

　封印が強ければそうでもないが、もし封印が弱くなれば──輪りん廻ねて転んし生ようを『視みる』能ち力からを持つ冥ヘルマ王スターは、すぐさまそれを察さつ知ちしよう。

　そしておそらく、封印の解放のために動き出すことだろう。

　実際、千年前の降魔戦争の時にも、魔王のかけらの封印を解いたのは冥ヘルマ王スターだった。

　そして今、この計画を動かしているのも冥ヘルマ王スターだという。

　となれば──そう考えたくもなる」

「……つまり……異ク界レア黙バ示イブ録ルこそが、その封印を解とく鍵かぎだ、と……？」

　かわいた声であたしは問いかける。

　しかし彼は、ゆっくり首を左右に振り、

「いや──あれは、異界から流れ出してくる知識の奔ほん流りゆうにしか過ぎん。もしも──あくまでもしも、だが、お前が魔王のひとつだとしても、それで直接封印が解ける、ということはなかろう。何かのきっかけにはなるのだろうが、な……

　それにむろん、冥ヘルマ王スターの計画は、全く別のところにある、という可能性もある」

「……いずれにしても、フタを開けてみなくちゃわかんない、ってことね……」

「そういうことだ。……しかし、案ずることはない。自らが、いつ、どう動くかをちゃんと見み極きわめ、自らを信じるなら、道はひらけよう。

　──ここだ」

　言って、ミルガズィアさんが足を止めたのは、なんのへんてつもない場所だった。

　道みち幅はばのひろい登り坂。

　右手には、切り立った崖がけがそそり立ち、左手は灌かん木ぼくが生えており、その向こうがわは、ほとんど断だん崖がいに近い急な下り坂。

「……ここ……って……？」

「ここだ」

　あたりを見回し、問うあたしに、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、あっさり言うと、右の岩がん壁ぺきに、すうっ、と音もなく、体の半分をもぐり込ませる。

「この奥に、異ク界レア黙バ示イブ録ルがある。

　岩壁に見えるが──ふつうに通り抜けられるはずだ。

　来るがいい。リナとやら。

　ほかの者たちは、ここで待っていてもらおう」

　ミルガズィアさんのことばに、あたしたちは一瞬顔を見合わせた。

「どうしてリナひとりだけなんです？」

　問うアメリアに、ミルガズィアさんは、ふたたび壁かべのこちらがわに全身を現わし、

「獣プリ神ー官ストとの約束は、その娘を異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへと連れてゆくこと。

　それ以外の人間を連れてゆくことはしたくない。

　……ついて来たければついて来てもかまわんが、はぐれても私は知らんぞ」

「はぐれる……って、その奥、迷めい路ろにでもなってるのか？」

　と、こんどはガウリイが尋たずねた。

「たしかに迷路とも言える。

　しかし、その枝道の数は無限に等しかろう。私とて、行って、帰ってくるだけの道しか覚えてはおらぬ。

　魔族や竜なら、まだ帰り道を見出すこともできようが、人の身で迷えば、一生を費ついやしてすら、帰ることはできんだろう」

　ガウリイとゼルとアメリアは、しばしふたたび顔を見合わせ、

「──それじゃあリナ、オレたちはここで待ってるから」

「気をつけて行ってこい」

「おみやげお願いね[image: ]」

　……こ……こひつら……

　まあ……おーぜいでぞろぞろ行ってもしかたないことは事実だけど……

「ゼロスよ。おぬしはここで、彼らが気を変えぬように見ていてくれ」

「わかりました」

　ミルガズィアさんのことばにあっさりうなずくゼロス。

「……ち……ちょっとゼロス、わかりました、って……

　あたし、異ク界レア黙バ示イブ録ルのところに行って、一体何をすりゃいいってのよ？」

「そう聞かれても……僕の役目は、あなたを無事に、異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへ送り屈とどけることだけですからね。

　ここまで来れば、ほとんどそれはかなったも同じ。となれば、あとはどうなろうと知りません」

　あたしの問いに、すずしい顔で、ミもフタもない答えを返す。

　……ったく……こいつ、本気でお役所しごとでやんの……

　おーし。そっちがそーゆーつもりなら、お望み通り、こっちも好きにさせてもらおうじゃないの。

「さて──行こうか。リナとやら」

　ミルガズィアのことばにうなずいて、あたしは彼の手を取った。




　岩壁を通り抜けたその瞬間、違和感があたしの全身を包つつみ込んだ。

　何というか……自分の体が自分のものでなくなった、というか……

　いや──それもちょっと違う。

　この『違和感』を表現するたとえを、あたしは知らない。

　おそらく、普通なら、人間が生きているうちに経験する、どの感覚とも、似ても似つかないもの──

「……何なのよ……ここ……？」

　ミルガズィアさんに手を引かれ、わけのわからん場所を進みつつ、あたしは彼に問いかけた。

　そう。もののたとえでも何でもなく、ここは立りつ派ぱに、わけのわからん場所だった。

　岩いわ肌はだむき出しの洞どう窟くつ──の、はずなのだが、ちょっと気を抜いたり、目を離したりしただけで、そこは、あるいは輝かがやくクリスタルの通路に、あるいは無機質で平へい坦たんな通路に、時によっては、何か巨大な生き物のはらわたの中のように見えたりもする。

「気にせんことだ」

　あたしのすぐ目の前を、上下逆さかさに通路を行きながら、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は言った。

　実際、逆さに歩いているのか、それとも単にそう見えるだけなのか、それはあたしにもわからない。

「気にするな、って言ったって……気になるわよ」

　まばたきひとつした間に、ミルガズィアさんの姿は、こんどは上下正常に戻もどっていた。

　──ただし、その背中は、あたしの目の前ではなく、はるか前（？）の方、豆つぶくらいの大きさに見えていたが。

　そのくせ、あたしの左手をにぎりしめる手の感触は、しっかりとある。

　こんな状態で『気にするな』なんぞと言われても、すなおに従したがえるもんではない。

「『手』の感触を信じろ。視覚を拠よりどころにすれば惑まどわされる」

　言われてあたしは、左手を見た。つながったミルガズィアさんの手にそわせて視線を移せば──

　目の前に、ごくふつうに歩みを進める、彼の背中があった。

「こことともに、異ク界レア黙バ示イブ録ルが現われたのは、千年前──ちょうど、降魔戦争の時だ」

　彼は言った。

「おそらく、赤ル眼ビのー魔ア王イと水竜王とがぶつかった時の力の余波で、空間が、おかしな具合になったのだろうな。この場所はむしろ、性質としては精ア神ス世トラ界ルの方に近い」

「精ア神ス世トラ界ルに？」

「その通り。ものを見るのも、聞くのも、目や耳ではなく精こ神ころだ。不安は花園を地じ獄ごくの風景と変え、そよ風のささやきを亡もう者じやの怨えん嗟さと化す。

　敵意が相手の命を殺そぎ、絶望が容よう易いに滅ほろびをもたらす」

　……なるほど。早い話が、根性のある奴ほど強い世界、ということか。

「むろんあくまでも、性質としては、の話だ。たとえ魔族といえど、かなり高位の存も在のでないかぎり、ここで迷えば、抜け出すのは少々骨だろう。

　私といえど、それは同じだ」

「……ちょっと……まちがっても迷ったりしないでね……」

「もう遅い」

「……っどえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

「──冗じよう談だんだ」

　……て……てめぇ……

　なかなかおちゃめなじじいである。

「悪かったな。おちゃめなじじいで」

　……あ。伝わってやんの。

　と、ゆーことは、あんましうかつなことは考えられない、とゆーことか。

　たとえば、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンなんて（ピーッ）だとか、しょせん（ブブブーッ）だとか……

「……見捨てていいか？」

「冗談よ。

　それより、まだなの？　異ク界レア黙バ示イブ録ルは？」

「もうすぐだ。

　それで……お前は、異界の知識を手に入れ、何を欲する？」

「……言っちゃうけど……さっきも言ったように、いつまでも冥ヘルマ王スターやゼロスに踊らされてる気はないわ。

　となればいつか、彼らと戦う時も来る。

　その時のために、彼らに対する切り札となるような力を手に入れておきたいのよ」

「……無理だな……」

　しかし、あたしのことばに、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、ため息をつくかのような、疲れた口調であっさりそう言った。

「むり……って、やってみる前からそんなにあっさりと……」

「いくら異界の知識を手に入れたとて、人の操あやつれるものにはおのずと限界がある。まともに戦って、冥ヘルマ王スターはおろか、あのゼロスにも勝てるかどうか」

「……まあ、ゼロスがかなり強い、ってことは知ってるけど……」

「……わかっておらんな……何も……」

　ミルガズィアさんは、こんどこそ本当に、長い長いため息をついた。

「なぜ私が、ゼロスの望みをあっさり呑のんで、お前をここまで連れてきたと思う？」

「ゼロスとオトモダチだったから……なんて理由じゃないのはわかるけど……」

「怖ヽいヽからだ。奴が」

　………………

「……は？」

　あたしは一瞬、自分の耳をうたがった。

　竜ドラゴン王・ロードの異い名みようを取る、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老が──怖ヽいヽ!?

「千年前の降魔戦争の時──我々、竜の一族を、ほとんど壊かい滅めつにまで追い込んだ相手──それが、あのゼロス、たった一ヽ人ヽだ」

「…………」

　ミルガズィアさんのセリフに、あたしは完全にことばを失った。

「たとえあの時、私があれの望みを断わったとしても、あれはやはり、お前を異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへと導みちびいたろう。

　この峰みねに住む黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンと黒ブラツク・竜ドラゴンを全滅させ、異ク界レア黙バ示イブ録ルへの道を探し出す──

　たやすいことだとは言わんが、奴にとっては、決して、不可能なことではないだろう。

　無意味とわかり切った抵抗をして、仲間を死に追いやることはできん。

　だからだ──奴の望みを呑んだ」

　……じょーだんではない。

　一匹の魔族が、竜を圧倒したというあの伝説……どーせおーげさに伝わっているものとばっかし思っていたら……

　まぎれもない事実、しかもその主役があのゼロスときた。

　強いだろうとは思っていたが……まさかそこまで……

「連中に立ち向かってみせる、という姿勢は大したものだが、戦って勝つ、というのは無理だろう。

　しかし、出し抜くことなら不可能ではないはずだ。やりようによっては、な」

「……努力はしてみる……」

　疲れた声であたしは答えた。

　そして、しばしの沈黙が落ち──

「さて──着いたぞ」

　ミルガズィアさんが足を止めたのは、それからほどなくのことだった。

　言われてあたしも立ち止まる。

　しかしあたりを見渡せど、それらしきものはどこにもない。あいもかわらず、ただただわけのわからん空間がひろがっているだけである。

「……で……どこにあるんです？」

「ここだ」

　あっさり言って、空間の、とある一点を指さす。

　だが、そこにはもとより何もない。

「……えっと……」

　とまどうあたしに、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、しばし考え、

「……ふむ……人間の目では見えんか。

　なら──そうだな、『感じ取って』みるがよい。そこに何があるか、を」

「はあ……」

　あいまいな答えを返し、あたしはそちらの方に向きなおる。

　……しかし……感じ取る、つて言ったって、一体どーやって……？

　目で見えないとゆーのだから、とりあえず、目をつむってみたりなんかして……

　などと、くそいーかげんな気分で、瞳ひとみを閉じたその瞬間。

　あたしにはそれが視ヽえヽたヽ。

　あわてて思わず目を開ける。

　そこにはあいかわらず、何も見えない。見えないが──そこにそれがあるのが、今度はあたしにもはっきりとわかった。

　両手のひらに、すっぽりと包み込めるほどの大きさの宝オ珠ーブ。

「……この……宝オ珠ーブが……？」

　つぶやいて、空あいている右手でそっと、それに触れる。
















　そのとたん──

「宝オ珠ーブではない。この歪ゆがみ、狂った空間の中心にして発生点──

　異界からの知識の奔流をもたらすもの。

　それが──お前たちが異ク界レア黙バ示イブ録ルと呼ぶ存も在のだ」

　耳なれぬ声は、どこからともなく聞こえてきた。

「……へ？」

　思わずそれから右手を離し、ミルガズィアさんの方をふり返る。

「……今……何か言った？」

「いや──たぶん、異ク界レア黙バ示イブ録ルの『声』だ。私には何も聞こえなかった」

　いともあっさりと言い放つ。

「……はあ……？」

　勝手に何かをしゃべり倒す、おしゃべり宝オ珠ーブくん、といったところなのだろうか？

　ミルガズィアさんに『声』が届いてなかったとすると、あれはあたしの頭だか心だかだけに直接聞こえているのだろう。

　あたしはふたたび、それに右の手で触れて──

　………………

　しかしそれは、いつまでたっても、何を語ろうともしない。

　なんだっていきなし無口になるんだ。こいつは、

「それは、お前が何を知ろうともしていないからだ」

　聞いたことのない声は、ふたたび、とーとつにやって来た。

「うどわっ!?」

　思わずあたしは声を上げた。

「……あー、びっくりした……

　──ってことは、あなた──って言うのも変だけど……異ク界レア黙バ示イブ録ルってのは、こちらの投げかける問いに対する答えとなるべき知識をもたらすもの──ってこと？」

「その通りだ」

「なるほどなるほど」

　言ってこくこくうなずくあたし。

　……ま、異ク界レア黙バ示イブ録ルの『声』が聞こえないミルガズィアさんから見れば、かなり間の抜けた光景だろうが、ンなこといちいち気にしてなんぞいられない。

　頭の中で問いかけるだけでもいいようだが、ことばとして口に出したほうが、こちらとしては、考えがまとまりやすい。

「ンじゃいろいろ聞くけど……まず、冥ヘルマ王スターフィブリゾが今、何をたくらんでるか……なんてことは答えられる？」

「無理だ」

　だめでもともと、のつもりで聞いたその問いに、予想通り、ミもフタもなく、それは答えた。

「他の存も在のの考えや心を伝えることはできん。あくまで知識を伝えるのみ」

「あ。やっぱし。

　そいじゃあ──」

　あたしはことばを切り、頭の中で問いかけた。

　──金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアについて──知りうるかぎりを──

　これなのである。

　あたしが素す直なおに、この異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとまでやって来た、最大の理由は。

　おそらくこれこそが、冥ヘルマ王スターやゼロスたち、魔族に対する切り札となりうる。

　ミルガズィアさんの話や、今までの経験からすると、たとえ竜ドラグ破・ス斬レイブあたりを連打でぶっ放したところで、ゼロスあたりなら、あっさりそれを防ふせぎ切るだろう。

　しかしもしも、あたしがかつて、ガイリア・シティで見つけ出した、魔王の中の魔王、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの術を、自由、かつ安全に使いこなせるようになれば──あるいは、話は変わってくるかもしれない。

　しかし、術をより確かなものとするには、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアのことを、より正確に知らねばならない。ガイリア・シティで手に入れた、『異ク界レア黙バ示イブ録ルの写本の口く伝でん』なんぞという、くそいーかげんなシロモノでは困こまるのだ。

　……ま、もっとも、その『くそいーかげんなシロモノ』だけを頼たよりに、実際に使える術が二つできたのだから、案外、口伝はたしかなものだったのか、それとも、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアそのものが、くそいーかげんな性格をしているのかもしれないが。

　ともあれ、この異ク界レア黙バ示イブ録ルに聞けば、かなり確かな知識は得られるはず。

「……あれは、理解するには、あまりにも巨大すぎる存も在の……

　お前たちが異ク界レア黙バ示イブ録ルと呼んでいるこれとて、その断片を知っているのみ。

　しかし、伝えられるだけのことは伝えよう──

　あれは──すべての闇やみの母──魔族たちの真の王──ありし日の姿に帰るを望み続けるもの──闇より暗き存在──夜より深きもの──混こん沌とんの海──たゆたいし金こん色じき──全まつたき虚うつろ……」

　かくて声は、えんえんと、断片的な単語を並べはじめた。




「すべての混沌を生み出せし存在──

　すなわち──悪ロ夢ードを・統オブべ・ナるイ存ト在メア──」

　そして──声はとぎれた。

　──違和感があった。

　何かが引っかかる。

　何か、根本的なかんちがいをあたしは犯おかしている。

　そんな気がした。

　──もう一度──お願い。金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに関する知識を──

　あたしの心の呼びかけに応こたえ、ふたたび、さきほどと全く同じ順番で、同じ単語の断片が並べ立てられてゆき──

　……え……？

　その時あたしは、ふと、あることに気がついた。

　──もう一度！　はじめから！

　あたしの心に応え、ことばははじめからくり返され──

「──すなわち──悪ロ夢ードを・統オブべ・ナるイ存ト在メア──」

　声がとぎれた。

　──まさか……

　口の中がかわいている。

　断片的な単語の羅ら列れつが、ある想像をもとに、頭の中で組みあわされてゆく。

　──まさか──金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアって……

「その通りだ」

　あたしの、心の中のつぶやきを読み、異ク界レア黙バ示イブ録ルは静かに答えた。

　──冗談ではない。

　ひざが小さくふるえているのが、自分でも、はっきりとわかった。

　あたしは──あヽんヽなヽモヽノヽの力を使った術をぽこぽこ唱となえてたのか!?

　あたしはようやく理解した。

　かつて、いっしょに旅をしたシルフィールが、なぜあたしに、あの術の使用を禁じたのか。

　ゼロスほどの魔族が、なにゆえその二つ名ですら恐れるのか。

　──たしかに、彼らへの切り札にはなる。切り札にはなるが──

「どうした!?　何があった？」

　いきなり後ろから肩かたをゆさぶられ、とーとつに、あたしは我に返った。

　ほとんど反射的にふり向けば、すぐ目の前に、ミルガズィアさんの顔があった。

「どうした？　一体何を聞かされた？」

「……ん……いや、その……」

　あたしは無理に、笑えみをつくってことばをにごす。

「大だい丈じよ夫うぶか？　かなり調子が悪そうだが」

「……正直言って調子悪いけど……まだよ」

　言ってふたたび、見えないそれに右手を伸ばした。

　あヽれヽが使えないとわかった以上、ならば、魔族に対抗しうる、別の手段を探す必要がある。

　ほかにも、ゼルをひとに戻す法など、聞きたいことはもりだくさん。今のでショックを受けたからといって、ぼーっとしている場合ではない。

　まずは、魔族への対抗策から。

「……魔族の力を凌りよ駕うがするには、何か方法が？」

「魔族の力を超こえるには、それより強い力をもってするのみ」

　聞かんでもわかるよーなことを答えてくる。

　どーやら、聞きかたが悪かったようである。

「……この地に住まう人の身で、強大な力を持つ魔族を倒す方法は？」

「神か、あるいは相手より高位の魔族の力を借りた呪文や道具を用いるのみ。

　しかしそれとて限度はある。

　そしてこの地に、神の力は及およばぬゆえに、神の力の呪文は使えん」

「神の力が？　どうして？」

「かつての降魔戦争のおり、再さい臨りんした赤ル眼ビのー魔ア王イのひとつは、カタート山脈に在あった水竜王を滅ぼすため、滅びの砂さ漠ばく、魔海、群ぐん狼ろうの島、北の極点に、冥ヘルマ王スター、海デイープ王・シー、獣グレーター・王ビースト、覇ダイ王ナストをそれぞれ配し、神封じの結けつ界かいを形造った。

　水竜王が破れ去ったも、この地にほかの竜王の力が及ばぬも、すべてそれゆえ」

　……ンなことになってたのか……ここは……

「それなら……そうね、『光の剣』を使って、強力な魔族を倒す方法はある？　人間が使って、という条件で」

「光の剣──お前たちがそう呼んでいる、あの『烈ゴル光ンのノ剣ヴア』の力をすべて引き出すことが、できたなら──」

　声は、そこで中断した。

　全く何の予告もなしに、いきなりミルガズィアさんが、後ろから、あたしの左手を、思いっきし引っぱったのだ。

「──な……!?」

　抗こう議ぎの声を上げるより早く、あたしはその理由を知った。

　大きく体が後ろに泳いだその瞬間。目に見えぬ何かが、すぐの胸むねの前──たった今まであたしのいたところを、たしかに過ぎて行ったのがわかった。

「なぜ助けた？　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老よ？」

　文字どおり、どこからともなく流れてきた声は、聞いたことのあるものだった。

「──ラルターク!?」

　虚こ空くうに向けて、あたしはその名を呼んでいた。




　あたしの声に応えるかのように、あたしから見て右の方、やや離れた場所に、人の形に似た、ぼんやりとした靄もやが現われた。

「……おかしな空間じゃな、ここは。探し出すのにひと苦労したわい」

　ぼんやりとした姿のままで、ラルタークは言う。

　これが彼本来の姿なのか、あるいは、空間が変なふうになっているからこう見えるだけなのか、それはあたしにもわからないが。

　おそらく彼は、あたしたちの目的が、この異ク界レア黙バ示イブ録ルだと見抜き、どこか、全く別のところから、ここへとやって来たのだろう。

「ところで黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老よ、その娘、冥ヘルマ王スターに利用されておるおそれがある。

　今のうちに、念のために始末しておきたいんじゃが……かまわんな？」

　晩メシのおかずをリクエストするかのような、いたって気軽な口調で問う。

　ここでミルガズィアさんが、首を縦たてに振れば、これこそ万事休すなのだが──

「その問いに答える前に、ひとつ──

　もしもこの娘が、冥ヘルマ王スターやゼロスに敵対する道を選ぶとしたら──この娘を殺す必要はなくなるのではないか？」

「それはできんな。冥ヘルマ王スターのたくらみがわからず、この娘が、どういう役割を担になっておるかがわからぬ以上、害となりうるかも知れぬものを、内に取り込むことはできんな。

　第一、おぬしがそうと提案し、わしらがそれを呑のむことそのものが、冥ヘルマ王スターのすじがき通りなのかもしれんのじゃぞ？」

「ふむ──」

　ミルガズィアさんは、すこし考えてから、

「なるほど。ならば──娘を渡すことはできん」

　あっさりと、ラルタークの要求をはねつけた。

　おしっ！　えらいぞっ！

「ほう……できん、とな？

　それはまたどうしてかな？

　まさか──冥ヘルマ王スターやゼロスの方につく気ではあるまいな？」

「そうではない。しかし、ここから竜ドラたゴンちズ・のピ峰ークに向かって開いた道のその先には、ゼロスがいる。

　この娘に万一のことがあれば、あやつが一体何をやらかすか、わかったものではない。

　私がこの娘を『売った』代だい償しように、と、そこに棲すむ仲間たちを殺すかもしれん」

「何とでも言いい訳わけはできよう。わしが──竜プリ神ー官ストがやって来て、いきなりこの娘を連れ去った、とかな……」

「うなずけん理由はほかにもある」

「……ほう……」

「事情もわからぬまま、ただ『念のため』で、やみくもに、この娘を殺そうとする……そのやり口だ」

「それが間違っておる、とでも？」

「間違っておるかどうかは、私にはわからん。

　しかし、面おも白しろくはない。

　共に、カタートの赤ル眼ビのー魔ア王イと戦わぬか──

　お前の盟と友も──竜ジエ将ネ軍ラルラーシャートは、そう話をもちかけてきた。

　たしかに、お前たちと我われら竜ドラゴン、そしてエルフや人間たちが手を組めば、あながちそれも絵え空そら事ごとではないかもしれん、と思っていた。

　──だが、この娘の件で、はっきりとわかった。

　念のため、用心のためで、あっさりとほかの者を殺す。

　そういうことを平気でやれる、ということは──いざ実際に、北の魔王との戦いになったとしても、我々を、ただ盾たてとして使うのみだろう。

　それが、面白くない理由──お前の望みに応えぬ理由だ」

「竜ドラゴン族を、盾などに使う気はない。……まあたしかに、人間たちには盾になってもらうつもりじゃったが、な」

「同じことだ」

「ふぅむ……」

　ミルガズィアさんのことばに、ラルタークは、困ったようにつぶやいて、

「……正直、わしにはわからぬな……

　共に戦うということは、すなわち、互いの力を利用すること。

　ならば、その能ち力からに応じた役割を与えられるのが必然。

　魔族を傷つける能力を持たぬ存も在のは、その数をもって盾となるのが適当というもの。

　それに第一、人間がどう扱あつかわれようと、おぬしたちとは関係なかろう？」

「そういうことばが、あっさりと出てくること自体が問題なのだよ。

　今は赤ル眼ビのー魔ア王イに敵対しているとはいえど、やはりお前たちが魔族であることに変わりはない。

　心のある存も在のとない存も在の。在あり続けるために在るものと、滅びをもたらすために在るもの。

　しょせん、ともには歩めぬもの同士。

　そして何より、この娘を殺させぬ、最も大きな理由は──

　ほかでもない。この娘自身が、生き続けようとしているからだ」

「ふぅむ……そういうことならしかたないのぅ……」

　ラルタークは言う。

「ならば、おぬしの同意を得ずに、わしが勝手にこの場で始末するのみ。

　殺させん、などと言ってみたところで、おぬしにそれを止める手だてはあるまい？

　たとえ己おのれ自身の身を犠ぎ牲せいにしたとて、な」

　余よ裕ゆうの口調で言うラルタークに、しかしミルガズィアさんは、こちらも余裕の口調で、

「いや──いつでも手段と希望は残されている。たとえ、わずかであっても」

「ほほぅ……それは見ものじゃな」

「たいして面白くもない見物だ。私はただ──こうするだけだ」

　言うと同時に、やおら彼は、つないでいた手を離し、とんっ、とあたしの背中を押した。

「──ととっ……？」

　あたしは数歩、たたらを踏ふんで、ふりかえり──

　ふりかえった視線のその先には、もはや異ク界レア黙バ示イブ録ルも、そして、ミルガズィアさんやラルタークの姿もなかった。

「……えーっと……」

　一瞬、何がどうなったかがわからず、しばしぼーぜんと佇たたずむあたし。

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老が、とんっ、とあたしの背中を押したそのとたん……

「──あ。そーか」

　ようやくあたしは理解した。

　あの場から消え去ったのは、二人ではなく、あたしの方なのだ。

　ミルガズィアさんは、へたをすれば魔族ですら迷う、このわけのわからん空間のどこかに、あたしをほうり出したのだ。

　これならば、ラルタークといえど、容よう易いにあたしを探し出すことはできないし、ミルガズィアさんが、わざわざラルタークとことを構かまえる必要もない。

　なるほど。考えたもんである。これであとは──

　……………………

　どーするんだろーか……？

　ミルガズィアさん自身、行きと帰りの道しか知らん、と言っていた。となればおそらく、彼も知らない場所へとあたしをほうり出したのだろう。

　彼はたしか、こう言った。いつでも手段と希望は残されている。たとえわずかであっても、と。

　……ま……まさか……

　あたしに、自力で帰れ、なんつーんじゃないでしょーね!?

　魔族でさえ迷うよーな、ことば通り、前も後ろもわからんよーなこんな所で、あたしに一体どーしろと!?

　──それとも──一旦彼が、もとの場所まで戻り、ゼロスあたりに頼たのんで、あたしを探させるつもりだろーか？

　たしかにそのテなら、あたしがアテもなくうろつき回るより、よっぽど確実である。

　とはいえその場合だと、ミルガズィアさんが戻って話をし、ゼロスがあたしを見つけ出すのが早いか、あるいはラルタークがあたしを見つけ出すのが早いか、という勝負になる。

　能ち力からなら、ゼロスの方に分ぶがありそうだが、時間的にはラルタークの方がやや有利。

　などと、ひとごとのよーに考えているうち──

「──こっちだ──」

　どこからともなく聞こえて来たのは、ゼロスの声だった。

「……へ？」

　あわててあたりを見回せど、やはりそこには何もなく、ためしに目を閉じてもみたが、何の存在も感じられない。

　だが──

　声がどちらから流れて来たか、どういうわけか、それだけははっきりとわかった。

　ゼロスが探しに来たにしては、早すぎるような気もしたが、このあやしげな空間の中で、自分の時間感覚が、ちゃんと働いている、という自信はさらさらない。あたしにしてみれば、少々モノを考える程度の時間でしかないが、ほんとうは、半日とか数日とかが経たっているのかもしれない。

「──ゼロスなの？」

「──こっちだ──」

　あたしの呼びかけには応えず、声はただ、同じことばをくり返す。

　あたしはしばし、ためらった。

　たしかに聞こえているのはゼロスの声だが、魔族にとって、他の者の声をまねることなど、何の造ぞう作さもないだろう。

　となれば、声につられてのこのこ行ったその向こうには、にこにこ笑え顔がおのラルタークが待ち構えている、なんぞというおそれもある。

　とはいえやはり、本物なのかもしれないのだ。それに、いちいち『もしも』を恐れていたら、それこそ世の中、何もできない。

　できないけど……自分の命にかかわることだしなー……

　あたしはしばし、さらに考え──

　──いいや。行っちゃえ行っちゃえ。

　出した結論はそれだった。

「──こっちだ──」

　周期的に続くその『声』に向かってあたしは進み続ける。

　ミルガズィアさんといっしょにいた時は、それでもまだ、岩肌のようにも見えていたあたりの空間は、今や完全に、わけのわからんシロモノと化している。

　そんな中を、一体どれくらい歩き続けたろうか──？

　とーとつに、誰かが、わしっ！　とあたしの手を取った。

「はい。ごくろーさまです」

　声と同時に、あたしのすぐ目の前に、ふぅっ、と黒い姿が現われる。

　見なれたいつものにこにこ笑い。

「早かったわね。ゼロス」

「ミルガズィアさんから話を聞いて、すぐ来ましたから。

　ともあれ、無事でなにより、ですね。

　それで、ラルタークさんは？」

「わかんないわ。そのあたりにいるかもしんないし、もうどっかに行っちゃったかもしんないし……」

「何にしろ、とりあえず、みんなのところに戻りましょう」

「異ク界レア黙バ示イブ録ルのほうはもういいわけ？」

「さあ……ともあれ僕は、命令通り、あなたを異ク界レア黙バ示イブ録ルのところへ案内したわけですし、次の命令が来たわけじゃあありませんから、いいんじゃないですか」

　……こいつ……しごと投げまくっとるなぁ……

「あたしとしては、ほかに聞いておきたかったことなんかもあるんだけど……」

　光の剣の話は途中で中断させられたし、ゼルガディスを人に戻す方法なんぞ、まだ問いかけてすらいない。

「けど、もしもこの空間の中で、ラルタークさんとラーシャートさんの二人が一度に出てきたら、はっきり言って、あなたを守れる自信、ありませんよ。まだふつうの空間でなら、あなたを逃がしておいて戦う、なんて手も使えますけど、ここではぐれたら、二人のうちどちらかが、僕より先にあなたを見つけちゃう可能性が大きいですからね」

「な……なるほど……」

　──もーちょっと調べときたいのはやまやまだが、今すぐあそこに戻ったとしても、まだあのあたりをラルタークがうろちょろしているおそれはある。

「わかったわ。とりあえず戻りましょ」

「それでは──」

　あたしは、ゼロスに片手を引っぱられ、そのあとをただおとなしくついてゆく。
















　やがて、しばらく歩むうち──

　とーとつに、ふいっ、と軽い目まいに襲われる。

　同時に、ぽんっ、とあたりの景け色しきがひらけた。

　岩肌むき出しの山道。そこに佇たたずむ見み慣なれた顔ぶれ。

「や。ただいまー」

　ガウリイたちに向かって、あたしは手を上げた。

「無事だったか!?　リナ」

「まーね。ミルガズィアさんやゼロスのおかげで」

　まっ先に問いかけてきたガウリイに、笑えみを浮かべて答えるあたし。

「──もっとも、ラルタークのジャマが入ったせいで、じゅーぶんには調べられなかったけど……

　でもまあ、異ク界レア黙バ示イブ録ルが消えてなくなるわけじゃなし。ちょっと状況が落ち着いてから、あらためて……」

「──伏ふせろっ！」

　あたしのことばをさえぎって、やおらガウリイは声を上げ、あたしを抱かかえておし倒す！

　同時に──




　グゴゥンッ！




　異ク界レア黙バ示イブ録ルの眠る空間への入り口があった、その岩壁が、内がわから大爆発をまき起こした！

　砕くだけ散った岩がん塊かいは、あたしたちにぶつかる前に、あらぬ方向へとはじかれてゆく。おそらく、ゼロスあたりが、とっさに術で防ぼう御ぎよ壁へきを張ってくれたのだろう。

　やがて、爆音のこだまが峰々の果はてに消える頃、立ちこめる砂すな埃ぼこりの奥から、ゆっくりと歩み寄る人影ひとつ。

「……今回は……けほっ！　しつこく追っかけて来たわね……ラルターク」

「うむ……どうやらもう、あまりのんびりとはしておられんようじゃからな」

　あたしのことばに応える彼のその顔には、もはや、いつもの余裕の色はない。

「そろそろ、決着はつけねばならん……よろしいかな？　ゼロス殿どの？」

「僕はいっこうにかまいませんよ。ラルタークさん、ラーシャートさん」

「たいした自信だな」

　声は、ラルタークのいる反対がわ──あたしたちの背中の方から聞こえて来た。

　あわててそちらをふり向けば、一体いつの間にやって来たのか、竜の鎧よろいに身をかため、剣を片手に佇む竜将軍ラーシヤートの姿。

「しかし今は、貴き様さまにやられた私の能ち力からも回復した。この勝負、どちらに転ぶかはわからんぞ」

　言ってラーシャートが視線を向けたその先には、いつ現れたものやら、ミルガズィアさんの姿。

「黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老よ、まさか手出しはせんでしょうな？」

「もとより、そのつもりはない」

　彼はすずしい顔であっさり言った。

「無力な存も在のへの一方的な殺さつ戮りくならば止めもするが、魔族同士の争いに、わざわざ関与する気はない」

　……ってーことは何か？　異ク界レア黙バ示イブ録ルのところであたしを助けたのは、あたしが無力だから、とゆーことか？

　まあ……ラルタークみたいな相手と比べたら、たしかに無力かもしんないけど……

「できれば、お前さんがたにも手出しはせんでおいてもらいたいんじゃがの……」

　ラルタークが、あたしたち人間組の方を見て言う。

「そう言ったところで、ゼロスが負ければ、次は己おのが身。どうしたところで、ゼロスに加勢し、わしやラーシャート殿の邪じや魔まをしたくなるじゃろうな。

　しかしそれは、ちとご免めんこうむりたいんでな。

　……わしらがゼロス殿と決着をつける間、お前さんたちには、こいつの相手をしていてもらおうか」

　言って彼は、手のひらを下に向け、右手をまっすぐ前につき出す。

　その手のひらのちょうど下──岩肌のむき出した地面に、やおら、ぽっかりと黒い穴あなが開いた。

　そして、その黒い穴から、ゆっくり浮かび上がって来たのは、ひとかかえほどの大きさの球体がふたつ。

　ひとつは薄うすい灰グ色レイで、もうひとつはあざやかな赤レツド。

　ラルタークの目の前──ちょうど胸の高さほどのところを、二つのボールは、たよりなげにふよふよ漂ただよいはじめる。

　ふたつの球を吐き出すと、地面の穴は、ふたたびもとの通りに閉ざされた。

　見かけはただのでっけぇボールだが、あたしには、なんとなくそヽれヽの正体がわかった。

「魔族──ね。そヽれヽも」

「その通りじゃ。

　見てくれはあまりよくないがの。それでも、以ま前えのグドゥザやデュグルドたちなんぞよりは強いぞ。

　名前を紹介してやりたいところじゃが──あいにくと、人間には聞き取ることも、口に出すこともできぬ」

「けっこうよ……何にしても、長いつきあいにはならないだろうし」

「そうじゃな……なら、そろそろはじめるとするか……」

　ラルタークのことばを合あい図ずに、あたりに殺気がはりつめた。








　　　四、そして今　姿を見せる魔竜王









「ゆくぞっ！」

　はじめに動いたのは竜ジエ将ネ軍ラルラーシャート。剣を片手に、ゼロスを目ざして突っ込んでゆく。

　今回はどういうつもりか、前回のように、精アス神トラ世ル界・サ面イドに戦場を移すつもりはないようである。

　かっ！

　小さな硬かたい音を立て、ゼロスは、右手に持った錫しやく杖じようで、その一撃を受け止める。

　同時に、反対がわからラルタークの放った、くるみの実ほどの大きさのエネルギー・ボールを、マントで包み、消滅させた。

　──なんと。

　思わずあたしは目を見はる。

　ぶつかりあう力の余波で閃せん光こうがほとばしったり、はじかれた魔力弾が大地を吹き飛ばす──なんぞというド派手な光景が展開するかと思いきや。

　はっきし言って、見た目には、かなりジミチな戦いである。

　とはいえ別に、彼らが手を抜いている、というわけではない。

　力の無む駄だが、おどろくほど少ないのだ。

　むろん、彼らが意識的に、力の余波を抑おさえている、というのはあるのだろう。

　こいつらが、力の余波を出しまくって戦いなんぞしようもんなら、おそらく、このあたりの地形が変わる。

　ゼロスとしては、それにあたしたちを巻き込むわけにはいかない。

　一方ラルタークたちにしてみても、竜族を巻き込むわけにはいかないのだ。そんなことをしようもんなら、竜たちを敵にまわすおそれがある。

　互いの一撃を受け止め、相手の放った魔力を封じる。

　見た目にもわかりやすい戦いを展開するその一方で、彼らは、精ア神ス世トラ界ルを利用した戦いをも展開しているようである。

　その様子が、ちらりほらりとかいま見えてはいるのだが……

　ラルタークの頭上に、一瞬、黒い靄もやが現われ、消える。ラーシャートの手にした剣が、一瞬ブレて見え、ラルタークが小さな呻うめきを漏もらす。

　何かの攻防があったのだろうということは、大体想像はつくのだが、一体何がどーなっているのか、はっきし言ってさっぱりわからない。

　それに何より、あたしとしても、彼ら魔族の戦いを、そうそうゆーちょーに眺ながめてばかりもいられなかった。

　例の、赤レツドと灰グ色レイ、二色の球が、ゆっくりとではあるが、あたしたちの方に向かって来ている。

　おそらくは、精ア神ス世トラ界ルから、ラルタークの力でむりやり具ぐ現げんさせた魔族なのだろう。あたしとガウリイは、かつて一度だけ、セイルーンで、このテの奴と戦ったことがあったが、ゼルとアメリアははじめてらしく、その顔にとまどいの色を浮かべている。

「気をつけて！　ゼル！　アメリア！　見た目はユカイだけど、たぶんかなり手ごわいわよっ！」

「それはわかってるけど……！」

「やりにくい相手だな」

　応こたえて二人は、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入る。

　ガウリイも、光の剣を抜き放ち、あたしも呪文を唱となえ──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　アメリアが術を放ったその瞬間、灰グ色レイのほうがふわりと動き、自分から、烈エルメ閃キア・槍ランスにぶつかってゆく。

　ばしゅっ！

　光の槍やりが、まともにそれの体に吸い込まれ──

　それと全く同時に赤レツドの方が、数本の光の槍を解き放った！

　狙いは──ゼルガディス！

「魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アイン！」

　彼は、唱えていた呪文で剣に魔力を込め、飛びくる光の槍を、あるいはかわし、あるいは剣でたたき落とす。

「黒ダー狼ク・刃クロウ！」

　こんどはあたしの番である。黒い羽は虫むしの群れのような、輪りん郭かくのない魔力塊が、レッドに向かってつき進む！

　ひゅんっ！

　風をうならせ、グレイが動いた。

　それはあきらかに、レッドをかばい、あたしの術をまともに受けて──

　ばうっ！

　同時に、レッドの全身から、黒い霞かすみがあたしたちに向かってふきつけて来る！

『なっ……!?』

　あたしたちはあわててその場を退くと、近くの岩陰に身をかくした。

　じゃっ！

　そして、地面に水を撒まいたような音。

　岩の陰から出てみれば、あたしたちが盾たてにした岩に、無数の、小さな浅い穴があいている。

　これは──黒ダー狼ク・刃クロウの術!?

　そういうことか！

　あの二体、どうやら、グレイの方でこちらの攻撃を受け止め、何かの方法で、レッドがそれを増幅し、撃うち返すようになっているらしい。

「みんな！　狙うならレッドの方よ！」

「おうっ！」

　応えてガウリイが、光の剣をその手にたずさえ、レッドに向かって突っ込んでゆく。

　その彼の行く手を阻はばみ、ふぅわりと前に出るグレイ。そして、後ろに位置したレッドが、彼に向かって、数条の光の矢をほとばしらせる！

　しかしガウリイは、あっさりそれらをかわし切り、グレイの脇わきをすり抜け、レッドに肉にく薄はくする！

　あわてて逃げにかかるレッド。はね上がるようにま上に昇のぼり、剣の間合いの届かぬ位置で、ふたたびぴたりっ、と静止した。

　しかし──甘いっ！

　ガウリイは、レッドに向かって、光の剣の刃やいばを撃ち出した。

　だが！

　レッドの色が一瞬にして、すぅっ、と薄まり、かわりにグレイの方に朱しゆの色がさす！

　──入れ替わった!?

　グレイと化した球体に、光の刃がつき刺ささり、レッドに変わった球体から、数条の光の刃が、ガウリイの背中に向かって撃ち返された！

　まずいっ！　よけられるタイミングじゃないっ！

　あわててふり向くガウリイの、その目の前に、光の刃が迫せまり──

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」

　空を疾はしった業ごう火かの帯が、ガウリイに迫った光を呑み込んだ！

　唱えたのは──アメリア。

　攻撃用に用意していた術を、迎撃に使ってくれたわけである。

「すまん！　助かった！」

　言いながら、ガウリイは、いそいでそヽれヽとの距離を取った。

　しかし……たかだかボールのくせに、なかなか器用な芸をする奴である。色を変えて、性質までも変えるとは……

　あるいは──ひょっとしてこいつ……

　二匹だとばっかし思っていたが、実は、このペアで一匹なんじゃないだろーか？

　別個の二つの存在にしては、あまりに連係がよすぎる。

　本体を精アス神トラ世ル界・サ面イドに置き、攻撃と防御を司つかさどる端たん末まつ部分だけをこちらの世界に具現させ、あたしたちに攻撃をしかけているのではないだろうか？

　……まあ、いずれにしろ、このボールたちを倒さなけりゃあならないことには、何の変わりもないのだが。

　グレイとレッドは、ふたたび互いに近づきあい、ガウリイは無視して、あたしたちの方へとやって来る。

　なるほど。あくまでも本来の目標はあたし、というわけか。

「どうやらこいつら、二体を同時に攻撃するしかないようねっ！」

　それに視線を向けたままでアメリアは言う。

「いいだろう。俺がもう片方をやる」

　応えてゼルは、あたしとアメリアのそばから離れ、横手にまわり込む。

　レッドとグレイ、二つの球は、徐じよ々じよにスピードを上げながら、あたしたちの方に向かって宙を走り──

　やおら、二体が全く同時に雷らい撃げきを放つ！

　どわわわわわわわわわっ!?

　あたしとアメリアの二人は、あわててその場を大きく跳とび退のいた。

　なおも雷撃を放ちつつ、二色の球が追いすがってくる！

　しかしあたしも、呪文は唱え終わっている。

　あとはゼルの方だが──

　ちらり、とゼルの方に目をやれば、彼はこちらに向かって、こくんっ、と小さくうなずいた。

　おーし。どーやらあちらも、呪文の用意はできたようである。

　あたしはこくんっ、とうなずき返し、

『烈エルメ閃キア・槍ランス！』

　あたしとゼルの声がハモった。

　放たれた二条の光の槍は、それぞれの相手へと向かってつき進み──

　ばぢっ！

　その二本ともが、ボールにつき刺ささるその寸前、見えない何かに、あっさりはじき散らされた！

　ちぃっ！　攻撃を投げ返すだけじゃなく、防ぐ手段も持ってたかっ!?

　二つの球は、そのままなおも速度を上げ、あたしに向かって突っ込んで来る！

　──おし潰つぶす気かっ!?

　あわててあたしは、次の呪文を唱えにかかるが──まにあわないっ！

　二つの球のレッドのほうが、あたしの視界いっぱいに迫ったその瞬間──

「霊ヴイ王ス結フア魔ラン弾ク！」

　アメリアの声がひびいた。

　ごがっ！

　そして聞こえるにぶい音。同時にあたしの目の前からレッドが消える。

　アメリアが、自分の両手に魔力を集結し、それでレッドをなぐりつけたのだ。

　さすがにそヽれヽも、まさか手でどつき倒されるとは思ってもいなかったらしく、まともに一撃を受けていた。

　……ま、たしかに世の中広しといえど、素手で魔族をどつき倒す、などとゆー芸のできる人間なんぞ、彼女か、彼女のおやじさんくらいなもんだろう。

　……うちの姉ねえちゃんあたりにならできるかもしれんが……

　まともに吹っ飛んだレッドになおも追いすがり、アメリアは、続けてもう一撃をたたき込む！

　ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいん！

　おそらくそれが、そいつの悲ひ鳴めいなのだろう。ふたつのボールが、金属のふるえるような音を出す。

　──とするとやはり、二つまとめて一匹だったか。

　なおもレッドをどつき続けるアメリアの背中に向けて、グレイが突っ込んでゆき──

　ざぞんっ！

　かけ寄ったゼルガディスの、魔力を込めたブロード・ソードの一撃が、グレイを二つに断ち割った！

　その瞬間──




　ごがぉぅんっ！




　レッドとグレイ、二体の体が、大爆発をまき起こした！




「……う……」

　小さなうめき声を上げ、あたしはその場に身を起こした。

　とたん、ずきんっ、と体のあちこちが痛む。

　たいしたケガではないようだが──

　どうやら一瞬、気を失っていたらしい。

　まだ少し頭がぼんやりしている。耳の方も、爆ばく音おんでやられたか、まわりの音が聞きとりにくい。

　──そうか……あのボールがいきなし爆発して……

　…………

「アメリア！　ゼルっ！」

　あわてて視線をめぐらせれば、立ちはだかった岩がん壁ぺきに、たたきつけられたようなかっこうで、倒たおれ伏ふした二人の姿！

　あたしは、あヽれヽとの距離があったからか、たいしたダメージは受けていないようだが、ゼルとアメリアはモロに至し近きん距離で食らったはず。

　ゼルの方はそれでも、うめきながら身を起こそうとしているが、アメリアの方はぴくりとも動かない。

　──まさか──

「アメリアっ!?」

　あわてて彼女にかけ寄るあたし。手を取り、脈みやくをたしかめ──

　──だいじょうぶ。まだ息はある。

　息はあるが──おせじにも、軽いケガだなどとは言えない。

　治リカ癒バリイの術を使うしかないか……

　しかしあの術は、ケガを回復するかわりに、傷を負ったものの体力を奪うばい取る。アメリアのケガのぐあいからして、傷がなおるのが早いか、あるいは、彼女の体力が尽つきるのが先か、といったところか……

　とはいえこのままほうっておけば、長く保もたないのはわかりきっている。

　まわりのものの活力をすこしずつ吸収し、回復力に転化する『復リザレ活クシヨン』が使えればいいのだが……

　使えないモノを、今から後こう悔かいしていても遅おそい。

　あたしは、アメリアのそばにしゃがみこみ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──

「そんな術ではまにあわんだろう？」

　言って、あたしの向かいにしゃがみ込んだのは──

「……ミルガズィアさん……？」

　人の姿を取ったままの彼は、アメリアの体の上に手をかざした。

　……る……う……う……

　おそらく呪文なのだろう。人には発音不可能な音が風の中に流れ──

　やがて、彼の手のひらが、うっすらと青い光を生んだ。

　あんまし体によくなさそうな色だが、おそらく、何かの回復呪文なのだろう。文字通り、見る間にアメリアの傷がふさがっていく。

　ひょっとしてこれって、『復リザレ活クシヨン』より効くんじゃないだろうか。

「……助けてくれるんですか？」

「敵でもない限り、助けられるものを見捨てておく理由はあるまい？」

　彼女に視線を落としたままで、彼は答えた。
















「──ありがとうございます──」

　あたしは、深々と一礼をし、こんどはゼルの方に向かう。

　こちらの方は、彼自身は忌いみ嫌きらっている、その岩の肌はだのおかげで、それほどひどいダメージはなかったらしく、身を起こし、自分で自分に治リカ癒バリイをかけている。

　彼はあたしの視線に気づくと、こちらに向かって小さくうなずいてみせた。

　どうやら、ほうっておいても大だい丈じよ夫うぶなようである。

　ガウリイは、爆発からは離れていたせいで、これは全くの無傷である。

「アメリアの様子は？」

　あたしのそばにやって来ると、心配そうな口くち調ようで問いかける。

「ミルガズィアさんが看みててくれるわ。たぶんだいじょうぶよ」

「そうか──」

　言って、彼は安あん堵どのため息ひとつ。

　しかし……今までに、いくども魔族と戦って来たが、倒されたとたん爆発する奴やつ、なんぞというのははじめてである。

　さてはラルタークの奴、最初っからそれが狙ねらいだったな。

　おそらく、あれがあたしたちを倒せなくても、あたしを爆発に巻き込んで始末するつもりだったのだろう。

　ただ、ラルタークにとっての誤算は、爆発力がそれほど強くなかったこと。

　いずれにしても、アメリアとゼルが、あたしのせいでとばっちりを食らったことには変わりない。

　となれば──この借りはきっちし返すっ！

「ガウリイっ！　光の剣けん貸してっ！」

「わかった！」

　応こたえて彼は、あたしに向かって、刃やいばをおさめた光の剣を投げ渡す。

　それを、ちゃきっ！　と右の手に構かまえ、いまだゼロスと戦いを続けるラルタークに視線を移した。

　狙いはラルターク。

　……ゼロスたちの思おも惑わく通りに動いてるような気はするが、竜ラル神タ官ークが、倒しておかなけりゃならない相手だということは事実である。

　何はともあれ、いくぞっ！　竜ドラグ破スレイ斬ブ・ブ剣レードっ！




　──黄たそ昏がれよりも昏くらきもの

　　　血の流れより紅あかきもの

　　　時の流れに埋うもれし

　　　偉い大だいな汝なんじの名において──




　呪文を唱えるその途中、あたしから見て、ゼロスの右手にいたラルタークが、こちらの動きに気がついた。

　唱えているのは竜ドラグ破・ス斬レイブ。この世界の魔王、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの力を借りた攻撃魔術ではあるが、人間という器うつわを通して発動するものである以上、おそらく、ラルタークほどの魔族にとっては、全く効きかない──とまではいかなくても、決定打にはならないだろう。

　しかし──である。

　以ま前えにも一度やったことがあるのだが、この光の剣に竜ドラグ破・ス斬レイブをかけ、その力を、赫あかい光の刃と収束させた時、その破壊力は絶大なものとなる。

　むろんラルタークは、そこまで読んだわけではないだろうが、ほうってはおけぬと判断したか、一発の小さな魔力球を、こちらに向かって投げ放つ！

　まずいっ！

　たたき落とすことも不可能ではないかもしれないが、この一発、たとえ見た目に小さくても、どれだけの威いり力よくがあるかはわからない。そこいらの石かなにかを投げ当てたとたん、大爆発でもされたらたまったもんじゃない。

　かといって、よければ、ラルタークの放った魔力球は、後ろのみんなを巻き込むおそれがある。

　──えーいっ！　どーとでもなれっ！

　たたき落とす決意をかためたその瞬間。

　迫せまり来ていた魔力球が、やおら、ふいっ、と虚こ空くうに呑のまれ、姿を消した。

　おそらく、ゼロスがカバーしてくれたのだろう。

　自分の攻撃の不発に、動どう揺ようの色を浮かべるラルターク。

　そしてその瞬間。あたしの呪文が完成した！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　力あることばに応こたえ、右手にかざした光の剣が、赫あかい光の刃を生み出す！

　赫い光の剣を片手に、あたしは、ラルターク目がけて地を蹴けった！

　ラルタークは、動揺の色を浮かべながら、やおら、その『気』をふくらませた。

　ぶぁっ！

　吹ふきつけてきた圧力に、あたしの足があっさり止まる。

　根こん性じようを入れれば進めなくもない、といった程度の圧力ではあるが、むろん、『気』といっても、それは瘴しよ気うきに近いエネルギー。こんなモノをえんえんと浴あびつづけながら、体力削けずって進み続けることはむずかしいだろう。

　──となればっ！

　プレッシャーに逆さからいながら、あたしは剣を両手に構えなおし──

「行けぇっ！」

　あたしの声と心に従い、剣は赫い光の刃を、ラルタークに向かって撃ち出した！

　あたれぇっ！

「ちぃっ！」

　ラルタークは舌した打うちひとつして──




　どんっ！




　身をかわそうとした、その瞬間。

　虚こ空くうから突つき出した、一本の黒い錐きりが、ラルタークの腹を刺さし貫つらぬいた！

　ゼロス！

「ぐがあぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあぁっ！」

　ラルタークの絶ぜつ叫きようがこだました。

　そして──！

　ぞぶっ！

　悲鳴を上げる竜神官の胸ぐらを、あたしの放った赫い光が灼やき貫いた！

　さらに身をのけぞらせるラルタークのその頭を、現われた、もう一本の黒い錐がまともにぶち砕くだく！

　それが──

　竜プリ神ー官ストラルタークの最さい期ごだった。

　ぱしゃあっ！

　まるで、たたきつけられた果くだ物ものが砕くだけるように、ラルタークの姿は四散した。

　あとにはただ、ラルタークのいた場所に、蒼あお黒ぐろい液体が、どろりとわだかまっているばかり。

　そして、その液体もまた、風に溶とけたか地に吸われたか、みるみるうちに消えてゆく。

　あとに残るは、いつもと変わらぬ笑顔を浮かべた獣プリ神ー官ストゼロスと、ぼうぜんとした表情の竜ジエ将ネ軍ラルラーシャート。

「……ラ……ラルターク殿どの……!?」

　ふるえる声でつぶやいて、ラーシャートは、ゆっくりと視線をゼロスに移す。

「──さて──」

　ゼロスが何やら、口をひらいたそのとたん。

「ひぃぃぃっ！」

　情なさけない悲鳴だけを残して、ラーシャートの姿がかき消えた。

　………………

　しばしの沈黙。

「……あ……あっさり逃げちゃいましたねー」

　やがて、ぽりぽりと、鼻の頭を搔かきながら、ゼロスはぽつりとつぶやいた。

「だぁぁぁぁぁぁっ！　『逃げちゃいましたねー』じゃないでしょーがっ！　あんたはっ！　あっさり逃がしてどーすんのよっ？」

　いつもと変わらぬ口調のゼロスに、思わずこちらも、いつもと全く同じ調子でツッコミを入れる。

「……いやぁ。なにしろ、とっさのことでしたからねぇ。

　それよりリナさん、ご助力ありがとうございました。いやぁ。あなたのおかげでラルタークさんの気がそれて、助かりましたよ。正直、ちょっと危ないところがありましたから……

　それで──ほかのみなさんはご無事ですか？」

　──そーだ！　こんなところで、ゼロスとかけあいやってる場合じゃなかったっけ！

　あたしはくるりときびすをかえし、まず、いまだうずくまったままのゼルガディスの方へと向かう。

　手近にいたガウリイに、光の剣を返し、

「ありがと。ガウリイ。それで──どう？　ゼル、ぐあいは？」

「──たいしたことはない。俺おれの方はな──」

　疲つかれの色がにじんではいるものの、わりとしっかりとした声が返って来た。

「それより……アメリアの方はどうなんだ？」

「ミルガズィアさんが看みててくれるわ。──ちょっと見てくる」

　言ってあたしは彼のそばを離れ、アメリアの方へと向かう。

「治ちり療ようは終わった。もう大だい丈じよ夫うぶなはずだ」

　黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老は、落ち着いた口調でそう言った。

　横たわったままのアメリアは、まだ意識はとり戻もどしていないものの、傷ももはや完全にふさがり、規則正しく息をしている。

　──やれやれ。これでなんとかひと安心。

「ありがとうございます。ミルガズィアさん」

　あたしは、ぺこり、と彼に向かって頭を下げた。

「礼を言われるほどのことではない」

　ぶっきらぼうにそう言い放ち、ついっ、とあたしから視線をそらした。

　……ひょっとして……テレてるんだろーか？

　ツッコんでみたいよーな気もするが……

「──扉ヽは消えたようだな……」

　視線をそらしたそのままで、彼はぽつりとつぶやいた。

「扉とびら？」

　おうむ返しにあたしは言って、彼と同じ方に目を向ける。

　峰みねの上へと向かう、殺さつ風ぷう影けいな岩山の道。むかって右にそびえる崖がけ。そして、その崖の一部が、ぽっかりと大きくえぐり取られている。

　──あ。

「異ク界レア黙バ示イブ録ル!?」

「そういうことだ」

　あたしは、岩壁の、大きくえぐられたところ──異ク界レア黙バ示イブ録ルへと続く扉のあった場所へと行き、ためしに右手をつき出してみる。

　さっきはなんなく通り抜けられた場所だが、今はただ、伸のばした手のその先に、ごくごく平へい凡ぼんな、かたい岩の感触があるばかり。

　おそらくは、ラルタークが、あの空間の中から爆発を起こしたせいなのだろうが……

「……これって……異ク界レア黙バ示イブ録ルまで消えちゃったわけ？」

「歪ゆがみの中心へと至いたる『扉』は、何もこの場所が唯ゆい一いつではない」

　つぶやいたあたしに答えたのはミルガズィアさんだった。

「あの程度のエネルギーでは、歪みの中心──異ク界レア黙バ示イブ録ルをも消し去ることはできんだろう。

　──もっとも──ここの『扉』が消えたことで、異ク界レア黙バ示イブ録ルに何かの影響が出ないか、といえば、それは私にもわからんが」

　うーん……

　これで、光の剣の話も、ゼルを人に戻もどす話もパアか……

　でなければ、どこにあるかもわからない、別の『扉』を探し出すか……

　……あ。そーだ。

　よく考えてみれば、ゼロスは、この場所に異ク界レア黙バ示イブ録ルへの『扉』があることを知っていた。となればとーぜん、ほかの『扉』の場所も知っているんじゃなかろーか。

　あたしはゼロスの方をふりかえり、

「ねえ、ゼロス、異ク界レア黙バ示イブ録ルへ続く、ほかの場所、って知ってる？」

　あたしの問いに、彼は困こまったような顔で、

「……まあ……一応いくつかは知ってはいますけど……かんたんに行けるような場所じゃあありませんし、何より、お教えするわけにはいきません」

　──やっぱし。

「どーしてよ!?」

　だいたい理由の想像はつくが、いちおーツッコミを入れてみる。

「……どうして……って、僕のしごとは、あなたを、ここの異ク界レア黙バ示イブ録ルに連れにくることだったんですから。

　ここの『扉』がなくなっちゃったからって、はいそーですか、って、勝手に別の『扉』に連れて行ったりしたら、おこられちゃいますよ」

「……根性なしの勤つとめ人か……あんたは……」

「ま、僕たちしがない魔族なんて、上の存在には絶対服従ですからね。今回、ラルタークさんとラーシャートさんが敵にまわったのだって、彼らを創つ造くった、魔カオ竜スド王ラゴンガーヴの命令あってのことですからね」

「……けど、魔族が、上の命令には絶対服従なら、なんだってガーヴは、自分を創つ造くった赤ル眼ビのー魔ア王イに逆らえるのよ？」

「いやぁ……ま、いろいろと事情がありましてねー……」

　ゼロスは、ゆっくりとした足どりで、こちらに向かって坂道を降りながら、まるっきしひとごとの口調で、

「そもそもは──千年前の降こう魔ま戦争が原因です。

　あの時、赤ル眼ビのー魔ア王イと魔カオ竜スド王ラゴンのおふたかたが、水竜王と直接対決したんですけど、水竜王を滅ほろぼした時に、魔カオ竜スド王ラゴンも、あいうちのような形で倒されちゃったんですよ。

　まあ、『倒された』といっても、別に滅んだわけじゃなし。一時的に力を封ふうじられ、この世界に干かん渉しようする術すべを失なくしただけのこと。

　ふつうなら、ほうっておけば、いずれ復活するはずでした」

「……復活しちゃうわけ？　あんたたちって……？」

「まあ、当人の力や、倒されかたにもよりますけどね。

『滅ぼされた』もの──能力や意思や記憶や魂たましいやらを、ばらばらに細分化されたものは、たとえば、その力だけが何かに移る、ということはあるかもしれませんが、もとの形で復活することは、もはや絶対にありません。

　かたや、『倒された』ものは、この世界に具ぐ現げんする力を失うしなってしまいますが、時が経たち、何らかの方法で力をとり戻せば、ふたたびこの世界に具現することができます」

　ふらつきながらもようやく立ち上がったゼルガディスの横のあたりまで来て、ゼロスは足を止め、

「……もっとも、下級の魔族たちは、力もじゅうぶんたくわえないうちに、何かのはずみで、レッサー・デーモンやブラス・デーモンなんかの、魔族とも呼べない、中ちゆう途とはんぱなシロモノとなり果てて復活しちゃう場合が多いみたいですけど……

　魔カオ竜スド王ラゴンくらいの力の持ち主なら、時間はかかるにしても、完全な形で復活するはずでした。

　ところが──です。

　水竜王が、ここで、魔カオ竜スド王ラゴンに、おかしな封ふう印いんをかけてくれましてね。

　滅びるまぎわの、自分の心のひとかけらを鍵かぎとして、魔カオ竜スド王ラゴンを、ひとの身として転てん生しようさせたんですよ。

　たぶん、同じ『竜ドラゴン』という属ぞく性せいを利用しての術でしょうね。

　しかし、完全な術ではなかったらしく、人の身として、いくどかの転生をくり返すうち、やがて、魔カオ竜スド王ラゴンとしての記憶と能力をとり戻してきたんです。

　……とまあ、そこまではよかったんですけど……」

　……いや……あんましよくないぞ。人間の立場としては。

「いくども転生をくり返すうち、水竜王の心のかけらが、橋渡しの役目でも果たしたのか、復活した魔カオ竜スド王ラゴンの魂が、一部、人間と同化しちゃってたんですね。

　ま、もちろん基本的には、魔族としての特性の方が強いんですけど、変なふうにまざり込んだ人間の特性のせいで、あっさり赤ル眼ビのー魔ア王イ様から離反しちゃったんです。

　その上、かつて自分が創つ造くった部下たちをひきつれて、対決の姿勢さえ取りはじめたじゃあありませんか。

　……全く……困ったもんです。最近の若いかたには……」

「……若いのか……？」

「いえ……それはたんなることばのあやですけど。

　ともあれ、裏切った自分が生き延のびるためには、赤ル眼ビのー魔ア王イ様のもと、魔族がひとつにまとまっていては無理な話、と思ったんでしょうね。

　今現在、この世界に具現なされてる赤ル眼ビのー魔ア王イ様は、カタートの北の魔王様、ただおひとりのみ。

　その身にもしものことがあれば、中心を失った魔族たちは、それぞれに勝手なことをやりはじめるでしょうからねぇ。

　となれば、魔カオ竜スド王ラゴンが生き延びるチャンスも出てくるでしょう。

　そこで、人間たちや、竜ドラゴンやエルフまで巻き込んで、カタート山脈に攻せめ込んで、その混乱のどさくさまぎれに、水竜王に半なかば封ふう印いんされ、完全に力がふるえないでいる赤ル眼ビのー魔ア王イ様を倒す──とかいったつもりだったんでしょうけど……」

「あっさりそれは潰つぶされた──」

　声は、あたしの後ろからした。

　あわててそちらをふり向けば、右手に抜き身の剣をぶら下げ、佇たたずむ竜の鎧よろいの騎き士し。

　……また来たか……

「──ほう。お戻りになりましたか。ラーシャートさん」

「ラルターク殿の倒れた今、私だけではきさまには勝てんが……

　すくなくとも……その娘むすめだけでも始末しておかんとな」

　淡たん々たんとした口調のゼロスに、憎ぞう悪おのまなざしを向け、竜ジエ将ネ軍ラルラーシャートは言った。

「なるほど。お気持ちはわかりますが、残念ながら──」

「ゼロス！」

　彼のことばをさえぎって、やおら響ひびいたのはガウリイの声。

　同時に、何かの気け配はいが生まれた。

「──くっ!?」

　めずらしく、焦あせりの色をにじませて、あわてて身をひるがえすゼロス。

　瞬間、虚こ空くうに生まれた、赤い閃せん光こうが宙を裂さく！

　ぞむっ！

　その一撃をかわし切れず、ゼロスの右の腕うでが、肩かたのあたりから、ばっさり斬きり落とされた！

　──何だ!?

　あたしが事態を理解するよりも早く、続く横よこ薙なぎの一撃が、ゼロスの腹を切り裂いた！

「……………！」

　あわてて大きく身を退ひくゼロス。致ちめ命いし傷ようではなかったようだが、そのままその場に、がっくりと膝ひざをつく。

　斬り飛とばされたゼロスの右腕が、大地に落ちるその前に、黒い霞かすみと化し、消えた。

「ゼロス!?」

　あわてて思わず、彼のそばへとかけ寄るあたし。

　今の一撃は──ゼロスの黒い錐と同じく、虚空から来たように見えたのだが──

「精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃は、あんたの得意技だったよな。獣神官さんよ」

　太い男の声にそちらをふり向けば、ちょうどラーシャートとは逆の方、上へと続く道を塞ふさぐかのように、佇むひとりの男の姿。

　としの頃なら二は十た歳ちすぎ。がっちりとした体格を、象ぞう牙げ色のコートに包み、右手に握った赫あかい片刃の長剣の背で、自分の肩を、とんっ、とんっと叩たたいている。

　野性的なハンサムではあるのだが、その顔には、邪じや悪あく、とすら言える、野太い笑えみが浮かんでいる。

　長く伸ばした赤い髪かみが、ざぁっ、と風に吹きなびいた。

「──おひさしぶりですね……」

　地面にうずくまったまま、ゼロスはうめくように言った。

「……魔カオ竜スド王ラゴンガーヴ……」




　──そうか──

　あたしは悟さとった。

　ラーシャートがあっさり姿を消して、またまたのこのこ現われたのは、こいつを呼んで来るためだったのだ。

「ひさしぶりだな。え？　降魔戦争以来じゃねーか？」

　古い友だちにあったかのような口調で言いながら、身がまえるガウリイやあたしの横をすたすた通り抜け、うずくまるゼロスの前で立ち止まった。

　魔族ゆえ、とーぜん血などは一いつ滴てきも流れてはいない。ただ、切られた傷が、まっ白い断面を見せているだけである。そのせいか、棲せい惨さんなイメージはあまりないが、かなりのダメージだということは、見ればわかる。

「……千年ほどお目にかからなかった間に、ずいぶんとイメージもお変わりになりましたね……魔竜王どの」

「そうか？　昔はもうほんのちょいと礼儀正しかったか？」

「……逆ですね。昔は、もっと気が短かったんじゃありませんか……？」

「まーな」

　答えてガーヴは笑みを浮かべた。

「しかし……さすがは獣プリ神ー官ストゼロス、ってとこだな。オレの今の二発を食らって、まだきっちり生きてやがる。

　はっきり言って、ラーシャートやラルタークなら、今のであっさり滅びてるぞ」

　道の先にいたラーシャートが、さすがに不満げな顔をするが、あえて何も言おうとはしない。

「とはいえその傷、ちょっとやそっとじゃあ回復せんぞ。時間をかければ、力の回復もできるだろうがな」

「……わかってますよ……これだけ力を失えば、ラーシャートさんと戦ってさえ、勝てるかどうか……」

「『さヽえヽ』とは何だっ!?」

「しかしまあ……いろいろとやってくれたもんだ」

　不満の声を上げるラーシャートは無視して、ガーヴはことばを続けた。

「わけのわからんたくらみだけならまだしも、ラルタークは倒してくれたし。

　こっちがせっかく苦労して、人間たちを傷つけないように、お前たちにこっちの動きを気どられないように、こそこそ動きまわって根回ししてたのも、あっさり台なしにしてくれたし……

　ガイリア・シティなんぞ、力を入れてただけ、特にイタかったぞ」

「何言ってんのよっ！」

　思わずあたしは声を上げ、びしぃっ！　とラーシャートを指さして、

「そこのラーシャートがっ！　あたしを始末すんのに、勝手にめちゃくちゃやらかしたんでしょーがっ！」

　あたしのことばに魔竜王は、まゆをひそめてこちらをふり向く。

「……何を言ってやがるんだ……？　お前は……？」

「なるほど──お前、気づいておらんな」

　ラーシャートが言う。

「ガイリア・シティを火の海にしたのは、そヽこヽのヽゼヽロヽスヽだヽということに」

　──え……？

　あたしは一瞬、ことばを失い、視線をゼロスのほうに移す。

　しかし彼は、無言のままで、その場にうずくまっているだけ。

　いつもと変わらぬ笑みを浮かべて。

「……で……でも……」

「はっきり言ってやろうか。小こむ娘すめ」

　ラーシャートは、あたしに向かって言い放つ。

「私の役目は、ディルス王国の戦力を手に入れることと、竜やエルフの協力を得ることだ。

　お前の抹まつ殺さつはラルターク殿の役目だったんだよ。

　しかし、お前があの町にやって来たことを知った時、正直言って、ついでに殺してやろうとは思った。

　思ったが──それは、すぐにではない。

　言ったろう。王宮で。

　戦力増強のため、下級の魔族には、ダメージくらいは与えられるよう、兵士たちに魔術のレクチャーをしてくれ、と。

　そのしごとを終えた時点で、お前を始末してやろう、という腹づもりだったのだがな。

　それより先に、姿と声とを変えたゼロスが、お前の命を狙うふりをして、王宮と町をずたずたにしてくれたわ。

　あれでは、戦力の増強どころの騒ぎではない。

　それに第一──よく考えてもみるがいい。

　きさまが、冥ヘルマ王スターの計画の一部だということはわかっておるが、正体さえよくわからん計画をつぶすために、自分たちの進めていた計画を──それも、かなり重要なのを、わざわざ潰つぶすバカがいるか？」

　──あ──

「……ゼロス……あんた……」

　かすれた声でつぶやいて、あたしは彼を、じっと見つめる。

　獣神官は、しかし、いまだ沈ちん黙もくしたまま。

　……そういう……ことか……

　魔カオ竜スド王ラゴンたちの戦力をつぶし、なおかつ、それがラーシャートのしわざだとあたしに誤解させ、魔ガ竜ー王ヴたちへの怒りをあおり立て、あたしを踊おどらせやすくした──

　踊ってやってるつもりだったが、むこうが一枚上だったか……

　しかし、踊らされている、といえば、たぶん──

「……ま、そういうことだ」

　がぎっ！

　変わらぬ口調で言いながら、ゼロスのあごを蹴り上げる！

「……前言撤てつ回かいします……」

　身を起こしながらゼロスは言う。

「気の短さは……以前とあまりお変わりないようですね……」

「そうか？　ま、そんなこたぁどうでもいいが……」

　魔カオ竜スド王ラゴンは、かついでいた剣の切きっ先さきを、ちゃきっ、とゼロスにつきつけて、

「そろそろ白状してくれよ。冥フイ王ブリゾのインケン野郎が、一体何をたくらんでるか」

「残念ですが……僕は、冥ヘルマ王スター様から、計画の目的は聞かされてないんです」

　いつか、アメリアに返したのと同じ答えを返す彼。

　しかしガーヴは平然と、

「そうか。なら質問を変えよう。その計画のなかみ、冥ヽ王ヽ以ヽ外ヽのヽ誰ヽかヽ──たとえば、獣グレーター・王ビーストからは何も聞かなかったか？」

「あ……!?」

　今度こそ。あたしは思わず小さな声を漏もらしていた。

　そうだ──たしかにゼロスは、『知らない』とは言わなかったはず──

「……なかなかツッコミが鋭するどいですね……」

　苦笑を浮かべて言うゼロス。

「たしかに……お察しの通り、獣グレーター・王ビーストゼラス＝メタリオム様から、今回の計画の詳しよう細さいは聞いてます。

　今回の計画の目的は──」

「目的は？」

　おうむ返しに問う魔ガ竜ー王ヴに、ゼロスはにっこりと笑みを返し、

「──秘密です」

　言ったそのとたん。

　すぅっ、と、ゼロスの体がかき消えた。

「逃げるかっ!?」

「追え。ラーシャート」

　動どう揺ようの声を上げたラーシャートに、対照的に、冷静な口調で言い放つガーヴ。

「オレもあとからすぐに行く。──もっとも、今の奴なら、お前だけででも倒せるだろうがな」

「はっ！」

　応えて消えるラーシャート。

「……さてと、だ……」

　つぶやいて、ガーヴはゆっくり、あたしの方に向きなおる。

　じわりっ、と、あたしは一歩、後あと退ずさる。

　こいつが今から何をするつもりか──

　考えるまでもない。

　あたしを殺すのだ。

「結局、冥ヘルマ王スターのたくらみとやらが何だったかはわからずじまいだが……

　ともあれ、あんたには死んでもらうぜ」

　想像していた通りのセリフを彼は吐はいた。

「冥ヘルマ王スターの計画を潰す意味もある。何より、今までさんざん、オレたちをひっかき回してくれた礼もある」

「それは──させん」

　ことばを返したのはガウリイだった。

　光の剣を右手に構え、ゆっくりとした足取りで、あたしとガーヴとの間に立つ。

「ほう……『烈ゴル光ンのノ剣ヴア』か。面おも白しれぇもの持ってるな」

　光の剣に目をやって、おもちゃを見つけた子供のような口調で言うガーヴ。
















　烈ゴル光ンのノ剣ヴア──

　たしか異ク界レア黙バ示イブ録ルも、光の剣のことをそう呼んでいたようだが……？

「しかし言っとくが……いくらそいつをぶん回したところで、しょせん、使ってるのが人間じゃあ、オレには勝てっこねーぞ。

　てめぇの命までかけて、勝てっこねえ戦いをやることもねーだろ？」

「オレは、こいつの『保ほ護ご者しや』でね」

　笑みすら浮かべ、ガウリイは言った。

「──自じし称よう、だけど、な。

　しかしまあ、自称とはいえ保護者は保護者だ。こいつが殺されるのを、だまって見てるわけにはいかねえからな」

「同じく──だ」

　と、こんどは、かすれた声で、ゼルガディスが言う。

　まだ回復が完全ではないのか、やや足もとがおぼつかないが、ひた、とガーヴをにらみすえ、

「俺の方は、保護者じゃなくて仲間、だがな。いずれにしても、はいそうですか、と見過ごすわけにもいかん。

　──もっとも──

　今の俺の力じゃあ、攻撃呪文を数発たたき込む程度が限界だろうが……」

「いずれにしても全力を尽つくすのみよっ！」

　やたら元気のいい声は、ゼルとは逆のほうから聞こえた。

「アメリア！」

　──そう。

　一体いつ気がついたのか、そこには、いつものように、無意味に大きく胸をそらし、ガーヴに向かって、びしぃっ！　と指をつきつけている彼女の姿！

「あなたが一体、どれほどのものかは知らないけれど、あきらめず、全力を尽くすことを怠おこたらなければ、正義は必ず勝つものよっ！」

　ををっ！　完全復活しとるっ！

「アメリア！　気づいたの？」

「ふっ！　正義を愛する心があれば、あの程度の爆発なんて、すぺぺのぺ！　よ！」

　……死にかけてたことは全然おぼえとらんのか……

「ところでリナ！　こいつ誰だれなの!?」




　ちゅどぉぉぉぉぉぉん！




　思わず爆発する一同。

　魔カオ竜スド王ラゴンまでが、引きつりまくった表情で、アメリアの方を眺ながめている。

「……こ……こらっ！　こーゆー場面で、そーゆーガウリイみたいなボケをっ！

　……あんた、一体どのあたりから気がついてたのよっ!?」

「たしかそいつが、『冥ヘルマ王スターのたくらみはわからんが、とにかく死んでもらう』とかって言ってたあたりよっ！

　何はともあれ悪人だろうと推すい理りして、正義の怒りを爆発さたのよっ！」

「あああああああああっ！……ともあれっ！　こいつが魔カオ竜スド王ラゴン──ガーヴよっ！

　ゼロスの奴も、こいつにやられて、とっととどっかへ逃げちゃったわっ！」

「……魔カオ竜スド王ラゴン……？」

　アメリアはかすかに眉まゆをひそめ、

「へえ……想像と違うわね！　もっとおどろおどろした格かつ好こうの奴だと思ってたけど」

「こけおどしは嫌きらいでな」

　ガーヴはあっさりと言い放つ。

「化ばけ物ものじみた姿にもなれるが──この姿が気に入ってるんでね。

　第一、化け物に変化したって、能ち力からが上がるわけじゃなし、てめーらがおびえてくれるわけじゃなし……ならば化けるだけムダってもんだ」

　ドライなことを言うガーヴに、アメリアは、依い然ぜん、指をつきつけたまま、

「──何はともあれ、セイルーンとディルスの王宮を、混乱の渦うずに陥おとしいれ、リナの命を狙ってた奴ね！

　となるとやっぱり悪人ねっ！」

「はっ！　笑わせるなよ」

　しかし、アメリアのことばを、ガーヴはあっさり鼻先で笑い飛ばした。

「善も悪もあるか。オレは、オレが生き延びるためにそうしただけのことだ」

「わが身かわいさに、まわりのものをまき込んで、世に混乱をまき散らそうとする！　それが悪でなければ一体何だというのよっ!?」

「なら聞くが、たぶん、混乱の源となるだろう、冥ヘルマ王スターの計画に踊らされていると知りつつ、命惜おしさに従ったそいつ──リナとかいう、お前の仲間も悪人かよ？

　なら当然、その仲間のお前も悪人ってことだな」

「[image: ]っ……!?」

　からかうように言うガーヴに、思わず絶句するアメリア。

「自分が生きるために戦って何が悪い？

　それとも、カタートの連中みてえに、自分をふくめて一いつ切さい合がつ財さい滅ぼすためだけに生きるほうがいいか？　ん？」

「すべてを滅ぼすために!?」

　おうむ返しにアメリアが問う。

「そういうことだ。世界を滅ぼし、そして自分たちも滅び、混こん沌とんへと帰る。それが魔族の望み、って奴だ。

　もともと、そのために創つ造くられたんだしな」

　──やっぱり──そうか──

「かくいうオレも、千年前までは、それが当り前だと思ってた。

　けど、何回も、人間の中で、死んだり生まれたりをやってるうちに、最近、意見が変わっちまってな。

　はっきり言って、カタートの連中にはついて行けねえ。

　ただ逃げてるだけでもよかったんだけどな……何かのはずみで、ほかの赤ル眼ビのー魔ア王イのかけらが復活したりしようもんなら、それこそ、この世界ごと消されちまう。

　となればテはひとつ。こっちからしかけて、赤ル眼ビのー魔ア王イのかけらを、ひとつずつ潰していくだけ。

　手はじめが、カタートにいる北の魔王、ってわけだ」

　彼は、ふたたびあたしに向きなおり、

「生きるために赤ル眼ビのー魔ア王イをぶち倒し、生きるために、冥ヘルマ王スターの野郎のたくらみをぶっ潰し、生きるためにお前を殺す。

　──とまあ、そういうことだ。

　自分が生きるために戦ってる──ってことじゃあ、あるいは、オレとお前は似てるのかもしれんな。

　だから──

　おとなしく殺されろ、なんて無茶は言わねえよ。

　好きなだけ抵てい抗こうしてみな。自分自身が生きるために。

　お仲間のみんなもついでにかかって来なよ」

　言って、ゆらり、と右手の剣を構える。

「なら、いくわよっ！」

　言って呪文を唱えるアメリア。

　これは──崩ラ・霊テイ裂ルト！

　精せい霊れい魔術の中で、人の身で使える最強の術！

　そのあたりに転がっている並の魔族なら、一撃で消滅させるほどの呪文なのだが、なにしろ相手は魔カオ竜スド王ラゴンガーヴ。一体どこまで通用するか……

　やがて、彼女は呪文を唱え終え──

　ひゅぅぅぅ……う……

　ガーヴの口から、口くち笛ぶえのような音が流れたのはその時だった。

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　アメリアが術を解き放つ！

　蒼あおい火ひ柱ばしらが、一瞬、ガーヴの体をのみこみ──

　ぴぎぃぃぃぃぃぃぃぃんっ！

　鋭く澄すんだ音を立て、蒼い火柱が砕ヽけヽ散ヽるヽ！

「なっ……!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を上げるアメリア。

　ほーら。やっぱし効かなかった。

　……って、得意になってる場合じゃないか……

「……この程度の術なら、まともに受けたところで、子こ猫ねこに嚙かまれたみてーなもんなんだがな……

　それでも多少は痛ぇからな。一応防ふせがせてもらったぜ」

「…………」

　あっさりとそう言い放たれて、アメリアは絶句した。

「その烈ゴル光ンのノ剣ヴアとて、人間が使ってるんじゃあ、当たったところでたいしたこともねえ。

　ま、人の身でオレを倒すつもりなら、話に聞く『赤スイのー竜フイ神ードの・騎ナイ士ト』でも連れてくるこったな」

　……をや……？

「……赤スイのー竜フイ神ードの・騎ナイ士トは……たぶん今ごろ、ウェイトレスのバイトで大いそがしよ……」

　あたしのことばを、ただのたわごとと思ったか、全く無視。

　ま、いいけど……

　何はともあれ、こうなればやっぱし──

「ガウリイ！　いくわよっ！」

「おうっ！」

　あたしのやりたいことを察したか、うなずいて、光の剣を構えるガウリイ。

　そしてあたしは呪文を唱えはじめる。

「竜ドラグ破・ス斬レイブ？」

　小ばかにしたように、わずかに眉まゆを寄せるガーヴ。

「それも効かんぞ。言っとくが」

　その通り。奴に直接かけたなら。

　おそらく防ぼう御ぎよ呪文なのだろう。魔カオ竜スド王ラゴンは、ふたたび口笛のような音を漏もらし──

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　かっ！

　あたしの術の発動と同時に、ガウリイの手にした剣の刃が赫あかくかがやく！

「ほう!?」

　驚き半分、興味半分の声を上げ、はじめてガーヴが身構えた。

　これを知らなかったところを見ると、ラーシャートは、ラルタークが倒れたときの報告を、あまり詳くわしくはしなかったようである。

「そういうテを使うか!?　なるほど！　面白ぇ！

　精アス神トラ世ル界・サ面イドから攻撃して、あっさり殺してやろうと思ったが……

　こいつぁ少し楽しめそうだな」

　むしろ嬉き々きとした声で言い、ガウリイの方に向きなおる。

「なら……行くぜっ」

　吠ほえて地を蹴ける魔竜王！

　速いっ！

「ひゅっ！」

　切りあげるような一撃を、転じて放つ鋭い突つきを、ガウリイはなんとか剣で受けとめる。

　ぢぃっ！　ばぢっ！

　赫く染まった光の刃が、魔ガ竜ー王ヴのくり出す赤い剣を受けるたび、力の余波が風をふるわせ、赤いプラズマがほとばしる。

　おそらく、その一撃のたび、力を失っているのは光の剣のほう。魔カオ竜スド王ラゴンの持つ赤い剣は、刃こぼれひとつしてはいない。

　見たところ、ガウリイと魔ガ竜ー王ヴとの技量はほとんど互角だが、光の剣が、いずれ力を失えば、ガウリイの不利は目に見えている。

　となれば、とっとと決着をつけるしかないのだが──

　今、魔か竜王れにダメージらしいダメージを与える手段を持っているのはあたしだけ。

　しかし──いくらなんでも、あヽれヽの正体を知った以上、使うのは、さすがに抵抗があるが……

　とはいえこのままガウリイを、ほっぽっておくわけにはいかない。

　──おーしっ！　やっちゃえやっちゃえ！　あっちなら、暴走の危険はほとんどないだろっ！

　火フア炎イアー・球ボールの呪文のように、すこし間を開けて、両手を胸の前で合わせ、まずは増幅の呪文。

　あたしの口がつむぎ出す、『混カ沌オスの・言ワー語ズ』に応えるかのように、両の手首と、ベルト、ネックレスにつけた、四つの呪タリ符スマン──魔デモン血・ブ玉ラツドが、四色の淡い光を放つ。

　そして──あたしは右手を、天に向かって大きくつき上げ、その呪文を口にした。




　──悪夢の王の一ひと片かけよ

　　　世そ界らのいましめ解き放たれし

　　　凍こおれる黒き虚うつ無ろの刃やいばよ

　　　我わが力　我が身となりて

　　　共に滅びの道を歩まん

　　　神々の魂たましいすらも打ち砕くだき──




「なにぃっ!?」

　あたしの呪文を耳にして、まともに驚きよう愕がくの声を上げる魔カオ竜スド王ラゴン。

　すかさずガウリイが斬りかかるが、その一撃は、身を退いた魔竜王の胸元を、浅くかすめただけだった。

　あたしの今の呪文、異ク界レア黙バ示イブ録ルから得た知識とあたしの想像で、ある程度の修正が加わっている。

　そう。これこそおそらく完成版の──

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

　ヴゥゥゥゥゥォォォォォオオッ！

　空間そのものをまともに震ふるわせ、虚きよ無むの刃が右手の中に現われる！

「……くぅっ……？」

　たまらずうめき声を上げるあたし。

　威いり力よくが──違う！　今までのとは格段に！

　まさか……これほどのもんとは!?

　むろんその分、あたしにかかる負ふ担たんも大きい。刃を制せい御ぎよする、ただそれのためだけに、体力と精神力とが、ぐんぐん吸すい取られているのがわかる。

　──こっちも──長びかせるわけにはいかないっ！

「はぁっ！」

　あたしは一気にダッシュをかけて、いまだ動揺の色を浮かべたままのガーヴに斬りかかった！

　その一撃を受けるべく、ガーヴが赤い刃を構える！

　刃をふりおろす瞬間、一瞬、ゆらりっ、と視界がかすんだ。

　──ここまで消しよう耗もうが激しいか!?

　思った瞬間、剣の間合いが微びみ妙ように狂った。

　一瞬、力が抜けたまま、黒い刃をふり降ろし──

　──手ごたえはなかった。

　手ごたえも、そして何の音すら生まず、力なくふり降ろした黒の刃は、魔カオ竜スド王ラゴンガーヴの赤い魔剣を、その右腕ごと断ち切っていた。

「がぁぁぁっ!?」

　苦く鳴めいを上げて、身を退くガーヴ。

　しかしあたしの方もまた、それが限界だった。

　黒の刃を、ふたたび虚無へと帰し、あたしはその場にがっくりとひざをつく。

　はあっ！　はあっ！　はあっ！　はあっ！

　自然と息が荒くなる。

　びっしょりと、全身が汗あせをかいている。

　消耗は、思っていたよりさらに大きかった。

　もはや、体力も、精神力も、ほとんど残ってはいない。

「──ガウリイ！」

　残った力をふりしぼるように、かすれた声であたしは叫んだ。

「──おうっ！」

　その呼びかけに応えてガーヴに斬りつける！

　だがその瞬間、ガーヴが吠えた！

「ぐがぁぁぁぁぁぁっ！」

　同時にその『気』がふくれ上がり、衝しよ撃うげ波きはと化し、あたしとガウリイを吹ふき飛ばす！

「あくぅっ！」

　数度地面を転がるあたし。あわてて身を起こそうとするが、体に力が入らない。

　目をやれば、ゆっくりとした足どりで、あたしに向かって来るガーヴ。

　斬り落とされた右腕の傷が、すこしずつ、黒い何ヽかヽに蝕むしばまれているのがわかる。

「殺ヽすヽ！」

　ひと声吠えた魔竜王の、赤い髪が、ざわりっ、と蠢うごめき──

　──そして、次の一瞬──

　竜りゆうたちの峰みねに響き渡った絶叫は、魔カオ竜スド王ラゴンガーヴの上げたものだった──





（つづくっ！）　　
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作：スレイヤーズのＴＶアニメもはじまって、他にもいろいろ展開している今日この頃、みなさんいかがお過ごしでしょーか。

Ｌ：とゆーわけで長編新装版、『魔ガ竜ー王ヴの挑戦』でっす！

　　……けどこれまでの話はいちおー一話完結の形式を取ってたけど、この巻はモロに、つづくっ！　て感じねー。

作：まーな。

　　とゆーか、最初はもうちょっとヒドかった。

Ｌ：ヒドい？　ってゆーと？

作：この巻、最後に悲ひ鳴めいが上がって、つづくっ！　となるんだけど。

　　最初の原稿では、誰が上げた悲鳴なのか、ぼかしたままにしてた。

Ｌ：……あのシーンで？

作：うん。

　　で、長編書き下ろしだから、次が出るのは早くて半年くらい後だろう、って状じよう況きようだったし。

　　それはさすがに読者のみなさんは怒おこるんじゃないかなぁ、って思って修正した、とゆーいきさつが。

Ｌ：うわぁ……

　　この新装版だったら次も一いつ緒しよに出るから、ま、いいか、って感じだけど……

　　たしかにそれで半年は鬼かと。

作：うみゅ。

　　つづくっ！　の時のヒキ方って、結けつ構こうむずかしいよなー。

　　昔、作者がコミックで追っかけてた推すい理りモノのマンガがあったんだけど。

　　事件が起きて、探たん偵てい役やくが犯人の正体に思い至り、それを指し摘てきする直前で次巻につづく、って構成になってて。

　　気になるし、何ヶ月か経たって新刊が出ると、ソッコー買って読むんだが……

　　冒ぼう頭とうで『犯人は○○さん、あんただ！』って部分を読んだ瞬しゆん間かん、それがどんな事件だったかをさっぱり覚えていない自分に気がついて。

Ｌ：をい。

作：だって何ヶ月かたってるわけだし、その間にも他の本も読んでるし。

　　で、いろいろ推理を語られて事件が終わって。その同じ巻で次の事件が起こり、探偵役が言うわけですよ。『わかったぞ……この事件の犯人が！』

　　そこで次巻にヒキ、ですよ。

　　読んでるこっちは、『ちくしょう誰だよ犯人！　あー気になる！』ですよ！

　　以下エンドレス。

Ｌ：……作あ者んた……あほでしょ……？

作：……くっ……！　否定できない所がなんかくやしいっ！

Ｌ：つーか、きっとそのマンガ描いてた人もがっかりよっ！

　　そーゆーことなら新刊が出るたびに、前の巻を読み直せば済すむだけじゃない！

作：ふっ！　甘いな！

　　王オー蠱ムがわきそうなほど散らかりまくった我が部屋で、数ヶ月前に発売されたコミックなど発見できるわけもなかろうが！

Ｌ：いばるなっ！　部屋片づけろっ！

作：いや、ちゃんとやってるんだが……

　　思い立った時に、いらないものをゴミ袋にほうり込んで、読み終わった本は本ほん棚だなのそばに積んで。

Ｌ：……思い立った時に……？　そばに積む……？

作：やりとげた男の笑みを浮かべて『よし俺よくやった』とつぶやくと、おもむろにＴＶをつけて──

Ｌ：ぜんぜんちゃんとやってないぃぃぃぃぃぃぃっ！

　　作あ者んたがやったのはっ！　ゴミをちょっとだけ捨てて、モノをＡ地点からＢ地点に移しただけっ！

作：え？　けどそれを整せい理り整せい頓とんっていうわけで──

Ｌ：違ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！

　　作あ者んたのは『整理整頓』じゃなく『片づけた気分の自己満足』っ！

　　思い立った時じゃなくっ！　常時ッ！

　　本をッ！　棚の近くに積んで満足しないッ！

　　床の上に直接置かれたモノが無くなるまでがんばるッ！

作：むぅ……しかに人間には、できることとできないことがあって──

Ｌ：部屋の片づけなんぞその気になったら小学生にでもできるわぁぁぁぁっ！

作：えー。でもー。

Ｌ：……はっ……はっはっは。

　　よーしわかった。そんな作者にも部屋が片づけられるとっておきの方法をあたしが伝授しちゃおー。

作：マジかっ!?　で、その方法は!?

Ｌ：まずは灯とう油ゆとライター。もしくは引っ越し業者を用意します。

作：すいません。やっぱりいいです。なるべくこまめに片かたづけようと今思いました。

Ｌ：……とゆーかその状況って……

　　まさか、しごと関係の何か重要なモノが埋うもれてたりしないでしょーね……

作：いや。さすがにそれはない……と思う。

　　なぜならっ！

　　長時間放置すれば部屋の中で埋もれることがわかりきっている以上、基本的に、仕事関係のモノはなるべく早く処理するように心がけているからだッ！

Ｌ：……部屋の方を片づけよう、って発想は無いわけ？

作：なるほど……発想の転てん換かんという奴だな。

Ｌ：転換ちがう。むしろこっちが普通。

　　まあ、作あ者んたの部屋が散らかっててあたしにめーわくがかかる、ってわけでもないんだけど……

　　こんなダメ作者の書くお話ですけど、これからもよろしくしてやっていただければ幸いです。

作：くむぅっ……もはやあとがきなんだか、作者に対する人としてのダメ出しなんだかわからなくなってきたところで……

　　それでは今回はこのへんで、です。
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